
集会案内 

 

1．市民公開講座 「出没」と「北上」～北陸の野生動物問題～（Wildlife Problems in the 

Hokuriku District ） 

主催：第 15 回日本野生動物医学会大会実行委員会 

日時：6 日（日）12:30～15:30 

場所：黒田講堂ホール 

趣旨・内容：日本各地で野生動物と人との間に様々な問題が生じていますが、富山県など

の北陸地域もその例外ではなく、希尐種の保護や獣害の発生が地域社会の大きな関心を呼

んでいます。2004 年と 2006 年にはツキノワグマの大量出没が全国的に大きな問題になり

ましたが、死亡事故の発生も含めて、その被害が最も激しかったのがこの地域でした。最

近は温暖化に伴うとされるイノシシの分布拡大と増加が問題になっており、富山県ではニ

ホンザルを追い越して、県内で最も農業被害の大きな動物になっています。その背景とし

て、中山間地域での著しい人口減尐、高齢化、産業基盤の空洞化による、人と野生動物と

の力関係の崩壊も指摘されています。ニホンジカも尐しずつ見られるようになっており、

イノシシとともに農林業や自然植生、特に高山帯への影響が懸念されています。日本野生

動物医学会は、卖なる「野生動物を対象とした獣医学の発展」だけにとどまらず、地域や

現場に根ざした野生動物問題の解決への貢献を目的として様々な活動を続け、15 回目の大

会開催を迎えるに至りました。初めての北陸地域での開催となった本大会において、それ

らの問題を地元の行政担当者や研究者などの方々にわかりやすく報告していただき、市民

とともに考える場をもちたいと存じます。多数のご来場を歓迎します。 

 

コーディネーター：横畑泰志 氏（富山大学大学院理工学研究部） 

講演 1．「富山県における野生動物の分布拡大とその保護管理」赤座久明 氏（富山県生活

環境文化部自然保護課） 

講演 2．「石川県における野生動物の分布拡大とその保護管理」野崎英吉 氏（石川県環境

安全部自然保護課） 

講演 3．「北陸に北上するニホンジカとイノシシ」 单部久男 氏（富山市科学博物館）  

講演 4．「ＤＮＡ分析からみた富山県産イノシシの履歴」山崎裕治 氏（富山大学大学院理

工学研究部） 

 

 予定されていた講演「富山県のツキノワグマ大量出没とその後の対応」は、演者の都合

に よ り 、 残 念 な が ら 取 り や め と な り ま し た 。 関 連 す る 資 料 が

http://yokohata.sci.u -toyama.ac.jp/KUMAYOUSHI.html にありますのでご覧ください。 

 

 



2．全体シンポジウム 

1．新時代の傷病鳥獣救護 ～課題の整理と解決に向けて～（Wildlife Rescue for a New 

Era: Discussion Toward Sortin g Out and Resolving the Issues ） 

主催：個体群管理委員会、共催：感染症対策委員会・野生動物保護委員会 

日時：4 日（木）12:30～15:30 

場所：黒田講堂ホール 

コーディネーター：鈴木正嗣 氏（岐阜大学）・須藤明子 氏（株式会社イーグレット・オ

フィス） 

趣旨：野生動物を救いたいという「優しい気持ち」から始まった傷病鳥獣救護ですが，い

ま現場では，鳥インフルエンザのリスクや希尐種の安楽殺問題、外来生物問題など，さま

ざまな新しい課題を抱えています。一方，日本野生動物医学会は，個体の保護を超えたレ

ベルでの生物多様性保全への社会貢献が求められています。また，人と野生動物の軋轢の

複雑化・多様化にともない，鳥獣被害関連を中心に環境行政予算は逼迫しています。この

ような状況の中，傷病鳥獣救護における課題の整理と解決に向けた発想転換が求められて

います。 

本シンポジウムは，「感覚的な PR 効果」にとどまらず，定量的・費用対効果を踏まえた「新

時代の傷病鳥獣救護」のあり方を検討する目的で企画します。 

 

 

内容： 

1）基調講演：「生物多様性を守る現場からの提言」横山隆一 氏（（財）日本自然保護協会 

常務理事）  

2）課題の整理 

講演 1．「傷病鳥獣救護と感染症対策 －北里大学獣医学部における野生動物の防疫対策に

ついて」進藤順治 氏（北里大学獣医学部生物環境科学科野生動物学研究室） 

講演 2．「種の保存法と傷病鳥獣救護」岡野 司 氏（岐阜大学野生動物管理学研究センタ

ー） 

講演 3．「教育資源としての救護動物 －地球の健康に捧げる命」福井大祐 氏（旫川市旫

山動物園） 

講演 4．「押収動物への対応のあり方 －IUCN ガイドラインの概略とサラワク州森林局(マ

レ－シア)における事例紹介－」大沼 学 氏（独立行政法人国立環境研究所） 

講演 5．「野生動物救護における市民参加」葉山久世 氏（かながわ野生動物サポートネッ

トワーク） 

総合討論 

 

 



3．全体シンポジウム 2．野生動物医学における動物福祉（Animal Welfare in Wildlife 

Medicine ）→講演要旨 

 

主催：動物福祉委員会 

日時：5 日（金）13:15～15:30  

場所：黒田講堂ホール 

コーディネーター：石川 創 氏（動物福祉委員長） 

趣旨・内容：野生動物医学会動物福祉委員会では、これまで自由集会を通じて、野生動物

の福祉の様々な側面に 関し、特に医学的観点から検討を重ねてきました。今回シンポジ

ウムでは、これまでの議論の集大成として、動物福祉委員会が考える野生動物福祉のあり

方を提示すると共に、学会員外の皆様を交えて幅広い議論を行いたいと考えています。 

講演 1．「はじめに－動物福祉とは何か」石川 創 氏（（財）日本鯨類研究所） 

講演 2．「野生動物の安楽死」淺野 玄 氏（岐阜大学応用生物科学部） 

講演 3．「野生動物の致死調査」石川 創 氏（（財）日本鯨類研究所） 

講演 4．「展示動物の福祉 －人を魅了するため野生動物医学を取り入れた健康管理」 福井

大祐 氏（旫川市立旫山動物園） 

講演 5．「教育現場での動物福祉」横畑泰志 氏（富山大学大学院理工学研究部） 

総合討論 

 

 

4 ．分野別シンポジウム．保全医学的考え方に基づく感染症との付き合い方  

（How to Deal with the Infectios Diseases Based on the Conservation Medicine ） 

 

主催：感染症対策委員会、共催：個体群管理委員会・動物福祉委員会・教育委員会 

日時：4 日（木）15:45～18:45 

場所：黒田講堂ホール 

コーディネーター：長 雄一 氏（北海道環境科学研究センター） 

趣旨・内容：2008 年度に提起された「日本野生動物医学会の感染症対応に関する基本方針」

には、保全医学という新概念が入っています。これは当学会がリードすべき分野であり、

学会員同士さらには外部との連携が不可欠な分野です。このため感染症対策委員会では、

獣医学や生態学など特定の学問領域を超えた視点で感染症を捉えて検討できるよう専門的

なチームを組織し、感染症への取り組み方を提案したいと考えています。当シンポジウム

では、学会内外の専門家を集め、まずは学会内での「保全医学」的論議を進めることを第

一目標とし、それに基づいた感染症への取り組み方についても意見の集約を行いたい。卖

なる講演会ではなく、ワークショップ的な実践的な集会にすることを目指しています。 

  



 趣旨説明．「開催趣旨及び対策チーム検討内容の説明」 高見一利 氏（大阪市立天王寺

動植物公園） 

  講演 1．「野生動物感染症と保全医学」村田浩一 氏（日本大学生物資源科学部） 

  講演 2．「白鳥の高病原性鳥インフルエンザ感染が与えた影響について」小泉伸夫 氏

（農研機構動物衛生研究所） 

  講演 3．「感染症モデルとしてのコイヘルペスウイルス病」川端善一郎 氏（総合地球

環境学研究所） 

  講演 4．「米国での保全医学事例の紹介」根上泰子  氏（国立環境研究所） 

  講演 5．「シギ・チドリ類を対象としたウエストナイルウイルスのモニタリング」大沼 

学 氏(国立環境研究所) 

  報告．「感染症対策委員会保全医学専門家チームの検討結果」長 雄一 氏（北海道環

境科学研究センター） 

  総合討論  

(この他に分野別シンポジウム「明日から使える臨床技術」が企画されていましたが、残念

ながら中止となりました） 

 

 

5．企画集会 1．学生集会 「里山 －人と野生動物の共存する世界－」 

  (Satoyama  －the land where humans and wildlives coexsist －) 

主催：学生部会 

コーディネーター：久木田優美 氏（酪農学園大学４年）・石橋知可子 氏（岐阜大学５年） 

日時：3 日（木） 16:30ー20:30 

場所：黒田講堂１階会議室 

 

内容：日本の各地に「里山」という環境があります。そこは“人と野生動物の緩衝地帯”

と言われており、昔から人と野生動物が共存して生きていると言われています。 

 今回は富山の自然保護に携わる３名の方に違う立場から講演をしていただきます。そこ

で「里山」の魅力や重要性を感じてもらい、人と野生動物のよりよい関係を作るにはどう

していけばいのか、グループディスカッションで参加者各々に考える場を持ってもらえた

らと思っています。みなさまの参加をお待ちしています。 

 補足：講演とディスカッションの間には休憩を挟みます。ディスカッション中は飲食自

由です。 

 

＜講演者＞ 横畑 泰志 氏（富山大学大学院理工学研究部・理学部) 

      山本 茂行 氏（富山市ファミリーパーク 園長) 

      小澤 俊樹 氏（イヌワシ研究会） 



6・企画集会 2．「野生動物の感染症と国際野生動物疾病通報システム」（Wildlife infectious 

diseases and International Wild Animal Disease Notification System ） 

 

主催：野生動物医学会感染症委員会 

日時：5 日（土）15:45～17:45 分 

場所：富山大学黒田講堂ホール 

コーディネーター・座長：村田浩一 氏（日本大学生物資源科学部） 

内容： 

 趣旨説明 吉川泰弘 氏（東京大学大学院農学生命科学研究科）  

 講演 1．「OIE （国際獣疫事務局）の組織・機能及び国際野生動物疾病通報システムに関

する OIE のミッション」石橋朊子 氏（農林水産省動物検疫所）  

 講演 2．「家畜と野生動物の共通感染症と我が国の対応」山本 実 氏（農水省消費安全

局動物衛生課）  

 講演 3．「ヒトと野生動物の共通感染症とその対策及び OIE への対応案」中嶋健介 氏（厚

生労働省健康局結核感染症課）  

 講演 4．「野鳥の高病原性鳥インフルエンザのモニタリング」徳田裕之 氏（環境省自然

環境局野生動物課）  

 講演 5．「国内における野生動物疾病通報システムの構築とパイロットプラン」吉川泰弘 

氏（東京大学大学院農学生命科学研究科）  

 まとめ．吉川泰弘 氏（東京大学大学院農学生命科学研究科）  

 

7．企画集会 3．東アジアにおける野生動物医学関係の学生間交流  

（Promotion of the Relationship among Students Who Are Majoring Zoo and Wildlife 

Medicine in East Asia ） 

 

主催：日本野生動物医学会国際交流委員会・日本野生動物医学会学生部会  

コーディネーター：角田真穂 氏(大阪府立大学 獣医３年) 谷川ももこ 氏(日本大学 

獣医３年) 

日時：2009 年 9 月 5 日(土) 15:45～17:45   場所：黒田講堂会議室 

 

 アジア地域における国境を越えた野生動物医学活動の進展を図るとともに、日本野生動

物医学会のさらなる国際交流化を推進するため、アジア各国の野生動物医学に関係する学

生間での日常的な交流を実現することを目的としている。 

 国際交流委員会よりアジアにおける野生動物医学のネットワーク化とこれまでの取り組

みについて話した後東アジアにおける野生動物医学の最近の話題を話す。 

 その後学生部会から学生間の交流として韓国，台湾，日本からそれぞれの演者が自国で



どういった活動をしてきたかを講演した後、これからアジアでどういった活動ができるか

参加者みんなでディスカッションを行う。 

 

＜講演者＞ 韓国：Hong Yoon Jee 氏（ソウル大学獣医学部大学院博士課程１年） 

         Kim Sang In 氏（ソウル大学獣医学部大学院修士課程１年） 

      台湾：Lee Yen Ta 氏（台湾国立大学獣医学部） 

         Yu Pin Hua 氏（台湾国立大学獣医学部） 

      日本：鈴木瑞穂 氏（帯広大学獣医学部 3 年） 

 

 

８．自由集会 1.「研究する動物園 2」 

主催：学術委員会 

コーディネーター：佐々木基樹 氏（帯広畜産大学解剖学教室、学術委員会委員長）、 

           遠藤秀紀 氏（東京大学総合研究博物館、学術委員会副委員長） 

日時：9 月 4 日（金）15：45-18：45  場所：黒田講堂１階会議室 

 

 昨年の第 14 回日本野生動物医学会神戸大会において, 学術委員会および大会実行委員会

の企画によって, シンポジウム「研究する動物園」を開催した。本大会においても, 引き継

き「研究する動物園 2」と題して自由集会を開催する。学術委員会では, 動物園, 水族館, お

よび博物館など多くの機関や広い研究領域における野生動物医学の研究促進とその研究成

果の応用に尽力していくことを目的の一つとしている。「研究する動物園」が, 日々社会教

育や治療に追われながらも好奇心と探究心を枯渇させることなく, 学術的付加価値を生み

出して行こうとする動物園, 水族館関係者のお互いの“語り場”として貢献できればと考え

ている。今回は 4 人の動物園関係者の方々から, 動物園で行われている研究や動物園の現状

について講演頂く。   

 

＜講演者＞ 

・佐藤伸高 氏（旫川市旫山動物園）「飼育係 はじめの一歩」 

・秋葉由紀 氏（富山市ファミリーパーク）「日本の野生動物及び在来家畜の飼育・展示・

繁殖」 

・森角興起 氏（横浜市立金沢動物園）「動物園での研究と課題  

－繁殖センターから動物園へ移動して実感した課題－ 

・宮川悦子 氏（よこはま動物園ズーラシア）「保全と動物園」 

 （当日演題が変更される場合があります） 

 

 



９．自由集会 2. 「漂着海棲哺乳類を活用した研究の可能性」 

 

コーディネーター：田島木綿子 氏、山田 格 氏（国立科学博物館動物研究部） 

日時：9 月 5 日（土）9：30-12：00  場所：黒田講堂１階会議室（右） 

 捕鯨全盛期を過ぎた現在、海棲哺乳類（鯨類、鰭脚類、海牛類など）の研究を進めたい、

始めたいと思い立った時、対象試料を集める、またはどんな研究が可能かを模索する時、

その情報を得ることは容易ではない現状がある。一方で、日本全国の海岸に生きたまま(座

礁)、または死んで打ち上がってしまう（漂着）海棲哺乳類は年間約 250 件を越えることも

ある。そこで、こうした漂着海棲哺乳類を研究対象とし、研究を試みると、制限はあるも

のの様々な研究を行うことが可能である。本集会では、こうした研究の最前線で活躍する

研究者による「漂着海棲哺乳類を活用した研究」の具体的な成果の紹介と、可能性につい

て語りたい。特に、演者を含めた参加者の新たな輪の構築を目指して、研究の萌芽性，今

後の研究の発展、展望について論議したい。 

＜講演者・演題＞ 

・ 進藤順治 氏（北里大学獣医学部生物環境科学科）「鯨類の舌および舌上皮の結合織芯

の観察」 

・ 宮地一樹 氏（麻布大学介在動物学研究室）「海棲哺乳類のアミノ酸解析」 

・ 磯部友彦 氏（愛媛大学沿岸環境科学研究センター）「海棲哺乳類の Pops の汚染実態」 

・ 保尊 脩 氏（名古屋大学大学院生命農学研究科）「西インドマナティ頭蓋骨の癒合に

関する予備的研究」 

 

 

10．自由集会 3.「調査研究における野生動物の利用：米国哺乳類学会ガイドラインの読解」 

主催：動物福祉委員会 

コーディネーター：石川 創 氏（日本鯨類研究所、動物福祉委員長） 

日時：9 月 5 日（土）15：45～17：45  場所：人文・社会科学系共通教育棟３階 333 番

教室 

 

 野生動物医学会動物福祉委員会では、野生動物医学研究における動物の取り扱いマニュ

アルの作成を目指しています。その手始めとして、2007 年に改訂公表された米国哺乳類学

会のガイドライン（Gannon et al. 、Journal of Mammalogy 88 ：809-823）を翻訳し、内

容を検討することで、日本型のマニュアル作成に役立てようと考えています。今回の自由

集会では、翻訳原案の内容を紹介し、日本における野生動物医学活動に必要な事、足りな

い部分などを中心に議論したいと思います。日頃野生動物の観察や捕獲を伴う研究活動を

行っている皆さんもぜひご参加いただき、皆さんの経験や御意見を取り込んだマニュアル

作りにご協力下さい。 



米国哺乳類学会ガイドラインの構成 

1．緒言          5．捕獲した野生哺乳動物の飼育下における維持 

2．一般的なガイドライン  6．安楽殺 

3．捕獲の技術       7．標本と補助的材料による信憑性の確保 

4．識別のための標識    8．人間の安全 

 

 

11．自由集会 4.「外国産野生動物のペットとしての輸入規制について」 

主催：野生動物保護委員会 

コーディネーター：中津 賞 氏（中津動物病院、野生動物保護委員会委員長） 

日時：9 月 6 日（日）9：30～12：00  場所：黒田講堂１階会議室 

 最近、動物病院で診察を受ける動物の多様性には驚かされる。そのほとんどが外国産野

生生物である。フクロモモンガは私どもの病院にはかなりの数が診察に訪れる．その輸入

総数はこうした事態から推測するとおそらく数十万頭が日本に持ち込まれていると見られ

る。充分でない知識のもとで飼育し始めるために順調に飼育できず、あるいは飼育に飽き

るとすぐに野外に放逐することになる。アライグマ、エリマキトカゲ、ハリネズミ等が記

憶に新しいところである。臨床の現場における状況を報告し，法律的な規制の可能性につ

いても言及する。 

＜講演者・演題＞ 

・中津 賞 氏（中津動物病院、野生動物保護委員会委員長）「小動物臨床から見た外国産

野生動物のペットとしての保有状況」 

・ 石橋 徹 氏（いのかしら公園動物病院）「両生／爬虫類の輸入の現状について」 

・ 羽山伸一 氏（日本獣医生命科学大学野生動物教育研究機構）「外来生物に対する対策

の考え方について」 

・ 高見一利 氏（大阪市天王寺動植物公園）「動物園における遺棄動物の飼育状況」 

 

 

大会事務局連絡先：〒930-8555 富山市五福 3190 富山大学理学部生物圏環境科学科 野生

動物保全学研究室  

        横畑泰志（よこはた やすし）Tel. and Fax. 076 -445-6376 

        E-mail ：yokohata ＠sci.u-toyama.ac.jp（送信時には＠を半角に変えて用

いてください） 

 

 

 

 



１）口頭発表 

場所：富山大学黒田講堂ホール 

日時：9 月 5 日（土）9:30～11:15、6 日（日）9:30～11:00 

 

■９月５日 9：30～11：15、黒田講堂ホール 

 

O-1-1 ヒガシオオカンガルー、オグロワラビーおよびクィーンズランドコアラの衰弱個体

に認められた胃流出障害 10 例について 

○木戸伸英・亀ヶ谷千尋・松井桐人・沖 守敏・新藤いづみ・柴田枝梨・森角興起・山本

裕彦（横浜市立金沢動物園） 

 

O-1-2 成長期ニホンザルにおける心エコー図評価基準の樹立 

○原 光弘１・須藤寿延１・鯉江 洋１・岩木俊作２・佐藤常男１・金山喜一１・泰羅雅

登３・酒井健夫１（１日本大学・生物資源、２⑭SLC、３日本大学・総合科学研究科） 

 

O-1-3 副腎皮質腺癌による原発性アルドステロン症を疑うアムールトラの１例 

○植田美弥・江村 綾・松本令以・近江谷知子（横浜市立よこはま動物園）・松井桐人（元

横浜市立よこはま動物園） 

 

O-1-4 オオカミの皮膚欠損創に対する遊離皮膚片を用いた移植手術例 

○福井大祐・中村亮平・深坂 勉・佐藤伸高・大西敏文・畠山 淳・鈴木悠太・佐橋智弘・

大内章広・佐賀真一・高橋伸広・中田真一・坂東 元（旫川市旫山動物園） 

 

O-1-5 キタオットセイ（Callorhinus ursinus ）保護の一例 

○平 治隆・富原聖一（財団法人ふくしま海洋科学館） 

 

O-1-6 知床半島羅臼町におけるエゾシカの住宅地進出と化学的不動化を伴う対応 ～その

現状と課題～ 

○石名坂 豪（知床財団・羅臼）・田澤道広（知床財団・羅臼）・遠嶋伸宏（羅臼町・環境

管理）・宮津直倫（北海道・環境生活） 

 

O-1-7 ドロップネットで捕獲した野生ニホンジカの殺処分法の検討 

○森光由樹（兵庫県立大学/兵庫県森林動物研究センター）*・田口 彰・齋田栄里奈・中村

幸子・岸本康誉（兵庫県森林動物研究センター）・室山泰之（兵庫県立大学/兵庫県森林動物

研究センター） 

 



９月６日 9：30～11：00、黒田講堂ホール 

 

O-2-1 エジプトルーセットオオコウモリにおける STAT1 のクローニングとその機能解析 

○藤井ひかる・渡辺俊平（東大・獣医微生物）・上田直也・伊波興一朗・谷口 怜・久和 茂・

吉川泰弘（東大・実験動物）・明石博臣（東大・獣医微生物） 

 

O-2-2 フィリピンのコウモリにおける新規γヘルペスウイルスの検出 

○渡辺俊平 1・水谷哲也２・上田直也３・伊波興一朗３・藤井ひかる 1・谷口 怜３・久和 

茂３・吉川泰弘３・明石博臣 1（東大・農・獣医微生物 1 、国立感染研・ウイルス１部２ 、

東大・農・実験動物３ ) 

 

O-2-3 網羅的ウイルスゲノム検出法を用いたコウモリ由来新規βヘルペスウイルスの同定 

○渡辺俊平 1・前田 健 2・水谷哲也 3・鈴木和男 4・加藤健太郎 1・吉川泰弘 5・明石博臣

1（東大・農・獣医微生物 1、山口大・農・獣医微生物 2、国立感染研・ウイルス１部 3、田

辺市ふるさと自然公園センター4、東大・農・実験動物 5) 

 

O-2-4 飼育下チンパンジーにおける上部気道感染細菌の検索 

◯郡山尚紀 13・宮部貴子 2・渡邉朗野 2・兼子明久 2・西田利貞 3・坪田敏男 1（1 北大院

獣医生態、2 京大霊長研人類進化モデルセンター健康統御研究領域、3 日本モンキーセンタ

ー） 

 

O-2-5 国内施設で飼育されているバンドウイルカ（Tursiops truncatus ）の血液生化学性状

について 

○田中悠介・和田新平・畑井喜司雄（日獣大・魚病）・望月真理子（日獣大・保健看護応用）・

滝田裕子（登別マリンパークニクス）・大津 大（横浜八景島シーパラダイス）・寺沢文男

（新江ノ島水族館）・大池辰也（单知多ビーチランド）・伊藤 修（アドベンチャーワール

ド）・寺山弘樹（ドルフィンセンター）・阪本信二（太地町立くじらの博物館）・大塚美加・

佐々木恭子（かごしま水族館）・山本桂子・小林利充（オキナワマリンリサーチセンター） 

 

O-2-6 飼育ミナミバンドウイルカの血液学および血液生化学的検査値にみられた日内変動

と季節間の比較 

○船坂徳子・吉岡 基（三重大院・生資）・植田啓一・柳澤牧央・宮原弘和・内田詮三（沖

縄美ら海水族館） 

 

 

 



口頭発表要旨 

O-1-1 ヒガシオオカンガルー、オグロワラビーおよびクィーンズランドコアラの衰弱個体

に認められた胃流出障害 10 例について 

10 cases of gastric outflow obstruction in debilitated Eastern gray kangaroo, 

Queensland koala and Gray tail wallaby  

 

 

○木戸伸英・亀ヶ谷千尋・松井桐人・沖 守敏・新藤いづみ・柴田枝梨・森角興起・山本

裕彦（横浜市立金沢動物園） 

○ Nobuhide KIDO, Chihiro KAMEGAYA, Kirito MATSUI, Moritoshi OKI, Izumi 

SHINDO, Eri SHIBATA, Kouki MORIKAKU, Yasuhiko YAMAMOTO (Kanazawa 

Zoological Garden)  

 

 

 横浜市立金沢動物園において、平成 19 年 1 月～平成 21 年 7 月までの間に様々な疾患に

より一般状態が悪化し死亡した、ヒガシオオカンガルーMacropus giganteus （11 頭）、オ

グ ロ ワ ラ ビ ー Wallabia bicolor mastersii （ 6 頭 ） お よ び ク ィ ー ン ズ ラ ン ド コ ア ラ

Phascolarctos cinereus adustus （3 頭）について、その臨床経過および解剖所見を検討し

たところ、ヒガシオオカンガルー5 頭、オグロワラビー3 頭およびクィーンズランドコアラ

2 頭で、胃から食渣が流出されない症状が認められた。このうち、ヒガシオオカンガルー2

頭とクィーンズランドコアラ 1 頭については、メトクロプラミドの投与で胃の食渣が流出

した可能性があった。 

原因に関しては、有袋類特有の胃腸の構造、解剖生理学的な機能、神経や内分泌異常によ

る胃腸の運動障害あるいは外部からのストレス等の可能性が考えられるが、今後さらなる

調査が必要である。 

 

 

O-1-2 成長期ニホンザルにおける心エコー図評価基準の樹立 

Establishment of echocardiographic reference value in the growing period Japanese 

Macaque 

 

 

○原 光弘１・須藤寿延１・鯉江 洋１・岩木俊作２・佐藤常男１・金山喜一１・泰羅雅

登３・酒井健夫１（１日本大学・生物資源、２⑭SLC、３日本大学・総合科学研究科） 

○Mitsuhiro HARA1, Toshinobu SUTO1, Hiroshi KOIE1, Shunsaku IWAKI2, Tsuneo 

SATO1, Kiichi KANAYAMA1, Masato TAIRA3, Takeo SAKAI1 （1 Biores. Sciences, Univ. 



Nihon, 2SLC, 3 Advance d Reserch Institute for the Science and Humanities Nihon 

University ） 

 

 

 ニホンザルの心機能および心構造評価を行うために大規模な心エコー図検査を実施した。

検査対象として同一環境で飼育された健康で循環器疾患のないニホンザル（雄 48 頭、雌 56

頭、平均月齢 44.3 ヶ月、平均体重 4.84 kg)を用いた。心臓構造を示す全てのパラメーター

は雌雄共に体重に対して高い相関を示した。また、心機能を表すパラメーターのうち一回

拍出量と一分間拍出量は心臓構造と同様に体重と相関を示したが、左室内径短縮率と左室

駆出率には体重増加および年齢との相関は認められなかった。また、すべての弁領域の血

流速度は年齢、体重に関わらず均一の値を示した。 

 本研究結果はヒト、カニクイザル、ビーグル犬、ラットにおける心臓の標準形態評価を

行った研究結果と類似しており、成長期ニホンザルにおける心エコー図評価の基準として

有用なものと思われた。 

 

 

O-1-3 副腎皮質腺癌による原発性アルドステロン症を疑うアムールトラの１例 

A case of Amur tiger (Panthera tigr is altaica) suspected primary hyperaldosteronism by 

adrenocortical carcinoma  

○植田美弥・江村 綾・松本令以・近江谷知子（横浜市立よこはま動物園）・松井桐人（元

横浜市立よこはま動物園） 

○Miya UEDA, Aya EMURA, Rei MATSUMOTO, Tomoko OMIYA (Yokohama Zoological 

Gardens), Kirito MATSUI (Former -Yokohama Zoological G ardens) 

 

 

 横浜市立よこはま動物園で飼育していたアムールトラ（Panthera tigiris altaica ）のオス

が、2009 年 2 月 4 日、16 歳で死亡した。死亡時の体重は 124.9kg だった。剖検所見とし

て、巨脾、穿孔を伴う食道炎、胃のポリープおよび副腎表面の不整が顕著であった。 

 病理組織学的に、胃腺癌、副腎皮質腺癌、脾臓の結節性過形成、腸間膜・肺門リンパ節

への腺癌の転移が見られた。副腎皮質腺癌の生理機能への影響を確認するため、冷凍保存

してあった血清のアルドステロン濃度を調べたところ 315.9～1289.5 pg/ml であり、当園で

飼育中のメスのアムールトラ(394.7～613.1pg/ml) と比較して明らかに高値を示した。また、

血清カリウム値は既報のトラの平均値と比較して低値を示していた。 

 以上の所見より、死亡したアムールトラは、副腎皮質腺癌に由来する原発性アルドステ

ロン症を発症していた可能性が疑われた。 

 



O-1-4 オオカミの皮膚欠損創に対する遊離皮膚片を用いた移植手術例 

A case report of reconstructive surgery using free skin g rafts for the skin defect in a wolf  

 

 

○福井大祐・中村亮平・深坂 勉・佐藤伸高・大西敏文・畠山 淳・鈴木悠太・佐橋智弘・

大内章広・佐賀真一・高橋伸広・中田真一・坂東 元（旫川市旫山動物園） 

○Daisuke FUKUI, Ryohei NAKAMURA, Tsutomu FUKASAKA, Nobutaka SATOH, 

Toshifumi OONISHI, Jun HATAKEYAMA, Yuta SUZUKI, Tomohiro SAHASHI, 

Shinichi SAGA, Nobuhiro TAKAHASHI, Sinichi NAKATA, Gen BANDO (Asahikawa 

Asahiyama Zoo)  

 

 

旫川市旫山動物園で飼育するシンリンオオカミ Canis lupus s sp.（雌、1 歳、体重 31kg）

が咬傷のため、右前肢の手根より遠位背側面のほぼ全域（12×5cm）、前腕外側 6×3.5cm

を欠損した。全身麻酔下で、創傷の洗浄、消毒、デブリードメントおよび創面を湿潤状態

に保つ創傷治癒 Moist wound healing を実践した。自咬防止のため、患部は被覆材料を厚

く重ねて保護し、ネックカラーを装着した。第 12 病日までに、両創の虚血と感染による壊

死が拡大し、遠位創 15×7cm と近位創 7×3cm がつながった。以降、細菌検査を行いつつ

抗生剤を選択し、創傷管理を継続した。十分な肉芽増生を確認後、第 35 病日に遊離皮膚全

層片を用いた移植手術を行った。遠位創には幅 5mm の strip graft  5 本と直径 8mm の

punch graft  15 個、近位創には punch graft  7 個を右胸部から採取して移植した。術後 9

日間は術創の洗浄と被覆剤の交換を行った。移植片は、すべて生着し、術後 46 日目に近位

創、66 日目に遠位創の上皮化は完了した。国内における野生動物の移植手術は前例が見当

たらない。本手技は断脚に発展しかねない皮膚損傷例で機能温存と治療期間の短縮が可能、

かつ簡便であるため、有効なテクニックである。 

 

 

O-1-5 キタオットセイ（Callorhinus ursinus ）保護の一例 

Case study, Rescue of northern fur seal  

 

 

○平 治隆・富原聖一（財団法人ふくしま海洋科学館） 

○ Harutaka TAIRA, Seiichi TOMIHARA (Marine Science Museum, Fukushima 

Prefecture)  

 

 



 ふくしま海洋科学館では、福島県内において 2000～2008 年の間に 6 頭のキタオットセ

イ（Callorhinu s ursinus ）の漂着を確認して、生存していた 3 頭を保護した。その 3 頭の

内、2 頭は収容後 3 日及び 5 日に死亡した。しかし 1 頭は治療、リハビリテーション後に放

流することが出来た。今回は放流までの間に実施した治療等について報告する。 

保護個体は 2006 年 2 月 20 日、福島県いわき市の小名浜港内に漂着した。保護時の体重は

6.4kg、雄で体の大きさから生後 7 ヶ月程度と推測した。外傷はないものの体全体が油で汚

染され、削痩、発嚔、膿様の鼻汁がみられ虚脱状態を呈していた。血液検査の結果、AST

が 274U/l 、ALT が>1000U/l と肝機能異常が認められた。保護当日は皮下輸液及び抗生物

質（アンピシリン 20mg/kg）と強肝剤（チオプロニン 30mg/kg）の皮下注射を行い、翌日

からは人工乳の強制給餌を実施した。保護 18 日目には AST が 43U/l 、ALT が 43U/l と改

善したため強肝剤を終了した。19 日目よりマアジの切身を強制給餌し、23 日目には人工乳

を終了、25 日目には切身を自力摂餌、31 日目には遊泳を確認した。その後、水槽内で活魚

が摂餌出来るまでリハビリテーションを継続し、2009 年 5 月 7 日に岩手県気仙沼市沖、表

面水温 11℃の海域で放流した。 

リハビリ期間中、グルーミング不全のため全身に多量の豆粒大の毛玉が生じた。改善策と

して塩酸メデトミジン 50μg/kg とケタミン 3mg/kg を筋肉内注射し鎮静化させた後、毛玉

をクシで除去した。処置時間は 30 分間であり、心拍数は平均 26 回/分と落ち着きを呈し、

覚醒も良好であった。 

今回は保護個体が幼獣であり、活魚を自力摂餌するまでをリハビリ期間とした。その結果 3

年間を必要としたため、期間短縮が今後の課題である。 

 

O-1-6 知床半島羅臼町におけるエゾシカの住宅地進出と化学的不動化を伴う対応 ～その

現状と課題～ 

Urban deer management with chemical immobilization method in Rausu Town, 

Shiretoko Pen., Hokkaido.  

 

 

○石名坂 豪（知床財団・羅臼）・田澤道広（知床財団・羅臼）・遠嶋伸宏（羅臼町・環境

管理）・宮津直倫（北海道・環境生活） 

○ Tsuyoshi ISHINAZAKA (Rausu Branch Office, Shiretoko Nature Foundation), 

Michihiro T AZAWA (Rausu, SNF), Nobuhiro TOOSHIMA (Rausu Town), Tadanori 

MIYATSU (Hokkaido Pref.)  

 

 

羅臼町は北海道知床半島（世界自然遺産）の東半分を占めている。同町では 2000 年頃から

エゾシカの住宅地への進出が顕著となり、花壇や家庭菜園を囲う防獣網への絡まり（羅網）



や交通事故が年間 50 件以上発生している。住宅地内での出産も認められ、母ジカの攻撃に

よる負傷者も発生している。現行法令下では、住宅地のシカに対する猟銃および麻酔銃の

使用は許可されない。そのため、2008 年 5-6 月には危険猟法の許可をとって住宅地定住ジ

カの吹き矢による捕獲を 6 回試み、計 28 頭の排除に成功した。一方、羅網や事故により傷

ついたシカを放置すると住宅地にヒグマが誘引されるため、通報があれば昼夜を問わず回

収している。上記のいずれの場合においても、先ずはキシラジン 2-3 mg / kg の筋肉内投与

による不動化を実施しており、その後状況に応じてシカ牧場への生体輸送か安楽死処置の

いずれかを選択している。課題は山積しており、薬剤にかかるコストの低減、シカが絡ま

りにくい防獣網の住民への普及、麻酔銃使用基準の緩和、隣接山地での狩猟・有害捕獲体

制の再検討および希尐猛禽類営巣地と可猟区との調整などが必要である。 

 

 

O-1-7 ドロップネットで捕獲した野生ニホンジカの殺処分法の検討 

The examination of the method to euthanize the wild Japanese deer captured by a drop 

net method  

 

 

○森光由樹（兵庫県立大学/兵庫県森林動物研究センター）・田口 彰・齋田栄里奈・中村幸

子・岸本康誉（兵庫県森林動物研究センター）・室山泰之（兵庫県立大学/兵庫県森林動物研

究センター） 

○Yoshiki MORIMITSU (Univ. Hyogo/Wildlife Management Research Center, Hyogo), 

Akira TAGUCHI, Erina SAITA, Sachiko NAKAMURA, Yasutaka KISHIMOTO (Wildlife 

Management Re search Center, Hyogo), Yasuyuki MUROYAMA (Univ. Hyogo/Wildlife 

Management Research Center, Hyogo) 

 

 兵庫県に生息しているニホンジカの農業被害額は、平成 20 年度１億 8700 万円であった。

生息地では、シカの食害により下層植生は消失し土壌の流出が深刻な地域もある。兵庫県

が策定した特定保護管理計画では、年間シカ２万頭捕獲を目指している。現在、用いられ

ている捕獲方法は、銃器および箱罠、くくり罠である。しかし、狩猟者数の減尐や高齢化

などにより捕獲頭数の減尐が懸念されている。そこで、報告者らはシカ捕獲用ドロップネ

ットを開発し、生け捕りされた個体の殺処分方法について検討した。捕獲された個体９頭

について実施した。処分方法は、１.放血殺、2.ケタミン－キシラジン不動化後のバルビツ

ール系麻酔死、3.不動化後の KCL 静脈内投与による殺処分、4.電気屠殺（藤原産業）を用

いた。シカは夜間しか捕獲することができず、鳥獣保護法の規制から銃器を選択すること

はできなかった。一般行政職員や被害農家が実施する場合、電気屠殺装置が使いやすいが、

まだ完全ではなく新たな開発が求められる。 



 

 

 

O-2-1 エジプトルーセットオオコウモリにおける STAT1 のクローニングとその機能解析 

cDNA cloning of Rousettus aegyptiacus signal transducers and activators of 

transcription 1 (STAT1)  

 

 

○藤井ひかる・渡辺俊平（東大・獣医微生物）・上田直也・伊波興一朗・谷口 怜・久和 茂・

吉川泰弘（東大・実験動物）・明石博臣（東大・獣医微生物） 

○Hikaru FUJII, Shu mpei WATANABE (Vet. Micro., Univ. Tokyo), Naoya UEDA, 

Koichiro IHA, Satoshi TANIGUCHI, Shigeru KYUWA, Yasuhiro YOSHIKAWA (Biomed. 

Sci., Univ. Tokyo), Hiroomi AKASHI (Vet. Micro., Univ. Tokyo)  

 

 

 我々は人獣共通感染症病原体のレゼルボアとして重要視されるコウモリの免疫系を解明

するため、IFN によって誘導される Jak -STAT シグナル経路の因子である STAT1 に注目し、

解析を行なった。エジプトルーセットオオコウモリ初代腎臓細胞 total RNA を用いて

STAT1 のクローニングを行ない、全塩基配列を決定した。また、既知の哺乳類 STAT1 と

同様にコウモリ STAT1 も IFN 刺激に応答してリン酸化活性を示し、核内移行したが、狂

犬病ウイルス感染細胞においては IFN 刺激時に STAT1 のリン酸化は見られるものの核内

移行は観察されなかった。今回の研究によりコウモリ STAT1 は他の哺乳類と同様の機能を

有し、ウイルスの標的となることが示された。 

 

 

O-2-2 フィリピンのコウモリにおける新規γヘルペスウイルスの検出 

Detection of a new bat gammaherpesvirus in the Philippines  

 

 

○渡辺俊平 1・水谷哲也２・上田直也３・伊波興一朗３・藤井ひかる 1・谷口 怜３・久和 

茂３・吉川泰弘３・明石博臣 1（東大・農・獣医微生物 1、国立感染研・ウイルス１部２、

東大・農・実験動物３ ) 

○ Shumpei WATANABE1, Tetsuya MIZUTANI ２ , Naoya UEDA3, Koichiro IHA3, 

Hikaru FUJII1, Satoshi TANIGUCHI3,Shigeru KYUWA3,Yasuhiro YOSHIKAWA3, 

Hiroomi AKASHI1 (1 Univ. Tokyo, Grad. Sch. Agri. Veterinary Microbiology, 2 National 

Institute of Infectious Diseases, 3 Univ. Tokyo, Grad. Sch. Agri. Biomedical Science)  



 

 

 多くの新興・再興感染症ウイルスの宿主として近年コウモリが注目されている。しかし

ながら、コウモリ由来ウイルスについての疫学的知見は尐なく、一部のウイルス種に限ら

れている。そこで我々は、フィリピンにおいて採取されたコウモリから、既知のコウモリ

由来ウイルス群を標的として PCR 法によるウイルス遺伝子の検出を試みた。約 60 種のコ

ウモリ由来ウイルスの検出が可能となるように、ウイルス間で保存された遺伝子領域を標

的に約 20 のプライマーセットを設計した。PCR 法による遺伝子検出の結果、一頭のカグラ

コウモリにおいてヘルペスウイルス様の遺伝子断片が検出された。pol および gB 領域の遺

伝子配列を部分的に決定したところ、この配列が新規のγヘルペスウイルスに由来するこ

とが示唆された。近年 Wibbelt ら（J Gen Virol, 2007 ）によって、コウモリからヘルペス

ウイルスの遺伝子検出が初めて報告されたが、他の動物種と同様に、翼種目においても未

知のヘルペスウイルスが数多く存在することが示唆される。 

 

 

O-2-3 網羅的ウイルスゲノム検出法を用いたコウモリ由来新規βヘルペスウイルスの同定 

Identification of a novel betaherpesvirus in bat using RDV method  

 

 

○渡辺俊平 1・前田 健 2・水谷哲也 3・鈴木和男 4・加藤健太郎 1・吉川泰弘 5・明石博臣

1（東大・農・獣医微生物 1、山口大・農・獣医微生物 2、国立感染研・ウイルス１部 3、田

辺市ふるさと自然公園センター4、東大・農・実験動物 5) 

○Shumpei WATANABE1, Ken MAEDA2, Tetsuya MIZ UTANI3, Kazuo SUZUKI4, 

Kentaro KATO1, Yasuhiro YOSHIKAWA5, Hiroomi AKASHI1 (1Univ. Tokyo, Grad. Sch. 

Agri. Veterinary Microbiology, 2Yamaguchi Univ. Fac. Agri., 3National Institute of 

Infectious Diseases, 4Hikiiwa  Park Center, 5Univ. Tokyo, Grad. Sch. Agri . Biomedical 

Science) 

 

 

 我々は、迅速な網羅的ウイルスゲノム検出法（RDV 法）を開発した(Emerg Infect Dis.,13. 

2007)。本法は、遺伝子組換えなしにウイルス遺伝子断片を得られるため、新興・再興ウイ

ルス感染症発生時の原因ウイルス同定に有用である。今回、我々は方法の大幅な簡便化を

図り、同簡便法を用いてコウモリより分離された新規ウイルスの同定を行った。 

 和歌山県で捕獲したユビナガコウモリの脾臓より、初代培養細胞の樹立を試みたところ、

細胞の継代過程において、細胞変性効果を観察した。同細胞の培養上清より核酸を抽出し、

RDV 法によりウイルス遺伝子断片配列の検出を行ったところ、ツパイヘルペスウイルスに



近縁な遺伝子断片配列を得た。系統解析の結果、分離ウイルスは新規のβヘルペスウイル

スであることが明らかとなった。 

 

O-2-4 飼育下チンパンジーにおける上部気道感染細菌の検索 

Screening for bacterial infection in upper respiratory tract of captive chimpanzee  

 

 

◯郡山尚紀 13・宮部貴子 2・渡邉朗野 2・兼子明久 2・西田利貞 3・坪田敏男 1（1 北大院

獣医生態、2 京大霊長研人類進化モデルセンター健康統御研究領域、3 日本モンキーセンタ

ー） 

◯Takanori KOORIYAMA1,3, Takako MIYABE2, Akino KATO -WATANABE2, Akihisa 

KANEKO2, Toshisada NISHIDA3 and Toshio TSUBOTA1 (1Lab. Wildl. Biol., Grad. Sch. 

Vet. Med., Hokkaido Univ.; 2Health Co ntl., Cent. Hum. Evol. Model Res., Primate Res., 

Kyoto Univ.; 3Japan Monkey Centre)  

 

 

 大型類人猿の保護活動が盛んになるとともに、海外からのエコツーリズムが発達してき

たが、一方でヒトと接近する機会の増えた大型類人猿がヒトの病気に感染していないか危

惧されてきた。近年の報告では、ヒト呼吸器系感染ウイルスとともにヒトの上気道常在菌

である肺炎球菌や人獣共通感染症菌のパスツレラ属菌が、死んだ野生チンパンジーの肺組

織より検出された。そこで、最もヒトと至近距離で接している飼育下のチンパンジーにお

いてヒトからの感染病原体保有の有無を調べるために、特に上気道（咽頭および鼻腔）に

感染した細菌の種類を同定し、呼吸器系病原性細菌に対する抗体検査を行った。その結果、

検出された菌の中に既報の細菌はなかったが、Staphylococcus aureus や Klebsiella 

pneumoniae など共通種が存在した。また、ヒトの急性呼吸器感染症である百日咳菌に対す

る抗体を約９割の個体(n=14)が保有していた。ボルデ・ジャンク選択培地では、百日咳菌は

検出されなかった。これらの個体では、症状も示していなかったため既に免疫を獲得して

いると考えられた。本研究から飼育下チンパンジーは、ヒト由来病原性細菌に感受性を示

すことがわかった。さらに日和見細菌に関してもヒト由来の細菌が定着する可能性が示唆

された。 

 

 

O-2-5 国内施設で飼育されているバンドウイルカ（Tursiops truncatus ）の血液生化学性状

について 

Blood biochemistry of bottlenose dolphins (Tursiops truncates) reared at some facilities 

in Japan  



 

 

○田中悠介・和田新平・畑井喜司雄（日獣大・魚病）・望月真理子（日獣大・保健看護応用）・

滝田裕子（登別マリンパークニクス）・大津 大（横浜八景島シーパラダイス）・寺沢文男

（新江ノ島水族館）・大池辰也（单知多ビーチランド）・伊藤 修（アドベンチャーワール

ド）・寺山弘樹（ドルフィンセンター）・阪本信二（太地町立くじらの博物館）・大塚美加・

佐々木恭子（かごしま水族館）・山本桂子・小林利充（オキナワマリンリサーチセンター） 

○Yusuke TANAKA, Shinpei WADA ，Kishio HATAI (Lab. Fish dis. ，NVLU), Mariko 

MOCHIZUKI (Dep. Appl. Sci., NVLU), Yuhko TAKITA (Noboribetsu Marine Park 

NIXE), Dai OHTSU (Yokohama Hakkeijima Sea Paradise), Humi o TERASAWA 

(Enoshima Aquarium), Tatsuya OH -IKE (Minami -Chita Beech Land), Shu ITOH 

(Adventure World), Hiroki TERAYAMA (Dolphine Center), Shinji SAKAMOTO (Taiji 

Whale Museum), Mika OHTSUKA, Kyoko SASAKI (Kagoshima City Aquarium), Keiko 

YAMAMOTO, Toshimitsu KOBAYASHI (Okinawa Marine Research Center)  

 

 

 国内のバンドウイルカ飼育施設より、ほぼ 1 年間にわたって得られたサンプルを用い、

血液生化学性状について統計学的解析を行なった。その結果、GLU や BUN などいくつか

の項目では正規分布を示すことがわかり、その参考範囲の算出が可能と考えられた。しか

し、正規分布の分布様式を示さない項目に関しては、推定年齢、性別や地理的要因などの

層別要因に基づいてサブクラス別の参考範囲を設定することとした。本研究の成果は今後

の国内での飼育展示動物研究に大きく貢献すると考えられる。 

 

O-2-6 飼育ミナミバンドウイルカの血液学および血液生化学的検査値にみられた日内変動

と季節間の比較 

Seasonal differences of diurnal fluctuations in hematological and blood biochemical 

parameters in captive Indo -Pacific bottlenose dolphins Tursiops aduncus  

 

 

○船坂徳子・吉岡 基（三重大院・生資）・植田啓一・柳澤牧央・宮原弘和・内田詮三（沖

縄美ら海水族館） 

○Noriko FUNASAKA, Motoi YOSHIOKA (Grad. Sch. Bio., Mie Univ.), Keiichi UEDA, 

Makio YANAGISAWA, Hirokazu MIYAHARA, Senzo UCHIDA (Okinawa Churaumi 

Aqua.)  

 

 



 ミナミバンドウイルカ Tursiops aduncus の成熟オス 4 個体（推定年齢 36～39 歳）を対

象として，冬至（2007 年 12 月）、春分（2008 年 3 月）および夏至（2008 年 6 月）に 3 時

間間隔で 24 時間の連続採血を行い、血液学的検査 7 項目および血液生化学的検査 17 項目

の日内変動を調べた結果、HT 、BUN 、UA 、TG、HGB 、RBC、WBC、T-CHO、ALP お

よび K に日内リズムが認められた。このうち HT 、BUN 、UA および TG のリズムは特に

明瞭であり（HT は 18 時に低値、BUN 、UA および TG はいずれも夕方から夜間にかけて

高値、p<0.01）、その位相はいずれの季節においてもほぼ同時刻であったことから、これら

の日内リズムは内因性の概日時計に制御されている可能性が示唆された。他の項目の日内

変動は、不規則なパルス状分泌（EOS、Alb 、GOT、GPT、T-Bil 、CPK、Na および Cl）、

経時的上昇あるいは下降（Cre および Glu ）、ほぼ不変（Ne、LYM 、TP および LDH ）に

区別できた。 

 

 

 

  



２）ポスター発表 

コアタイム日時：9 月５日（土）、6 日（日）11:00 ～12:00 

場所：人文・社会系共通教育棟 2 階 217、218、219 番教室 

 

人文・社会系共通教育棟２階 217、218、219 番教室； コアタイム：９月５・６日 11：

00～12：00 

 

P-1 アカカンガルー前後肢骨格の可動域に関する形態学的研究 

○井上生悠・佐々木基樹・山田一孝（帯畜大）・宮内亜宜 (帯広動物園)・北村延夫 (帯畜大） 

 

P-2 Observation of the skeleton of Korean water deer, Hydropotes inermis argyropus  

Yung-kun Kim1, Young -Jun Kim1, Ki -Ja Lee2, KazutakaYamada2, Motoki Sasaki2, ○

Junpei Kimura1(1College of Veterinary Medicine, Seoul National Univ, 2Obihiro Univ. 

of Agr.and Vet. Med.)  

 

P-3 ネズミイルカ前肢骨格の可動域に関する CT 画像解析 

○峯 弘・佐々木基樹 (帯畜大)・田口美緒子・松石 隆(北海道大)・山田一孝・北村延夫 (帯

畜大） 

 

P-4 走査型電子顕微鏡による４種のコウモリ類の舌乳頭の観察 

○進藤順治１・岡田あゆみ１・箕輪一博２・吉村 建３（１北里大・野生動物，２柏崎市

立博物館，３日本歯科大・解剖１） 

 

P-5 キタキツネ (Vulpes vulpes schrencki) における精巣の機能調節に関する免疫組織化

学的研究 

○横山知里 (帯畜大)・佐々木基樹 (帯畜大)・坪田敏男 (北海道大)・北村延夫 (帯畜大) 

 

P-6 リス科動物精巣の性ステロイドホルモンとレセプターに関する免疫組織化学的研究 

○段 麻優子・佐々木基樹 (帯畜大)・テグ ブディピトジョ (ガジャマダ大)・遠藤秀紀 (東

大博物館)・木村順平 (ソウル大)・押田龍夫 (帯畜大）・坪田敏男 (北海道大)・北村延夫 (帯

畜大） 

 

P-7 ジャワマメジカ精巣の細胞骨格に関する免疫組織化学的研究 

○佐々木基樹 (帯畜大)・遠藤秀紀 (東大博物館)・木村順平 (ソウル大)・ルアンノウェイチ

ョークウォラウット（カセサート大）・早川大輔（岐阜大）・ブミナンドデブコタ（トリブ

ヴァン大）・北村延夫 (帯畜大）・福田勝洋（岡山理科大） 



P-8 ネズミイルカ精巣の性ステロイドホルモン合成に関する免疫組織化学的研究 

○石川恭平・佐々木基樹 (帯畜大)・田口美緒子・松石 隆・坪田敏男 (北海道大)・横山知

里(帯畜大）・早川大輔(岐阜大）・北村延夫 (帯畜大） 

 

P-9 飼育下マレーバクの出生直後から 1 年間の行動および生理的変化に関する研究 

○金澤朊子（日本大・生物資源・院）・山本倫世（元横浜市繁殖センター）・佐藤英雄（横

浜市繁殖センター）・村田浩一（日本大・生物資源） 

 

P-10 コウモリの肝臓における薬物代謝酵素活性  

○上田直也 1・鈴木 聡 2・大松 勉 3・渡辺俊平 4・伊波興一朗 1・久和 茂 1・明石博臣

4・吉川泰弘 1(1 東大院・農・実験動物、2HAB 研究機構、3 国立感染症研究所、4 東大院・

農・微生物) 

 

P-11 複数の臓器に腫瘍が認められたコジャコウネコの２例 

○北村治亮・藤井 振（福井市足羽山公園遊園地）・河内岳史・酒井洋樹・柳井徳磨（岐阜

大学） 

 

P-12 日本産野生食肉目における住肉胞子虫症 

○久保正仁（岐阜大学・獣医病理）・岡野 司（岐阜大学・野生動物管理学研究センター）・

酒井洋樹・柳井徳磨（岐阜大学・獣医病理） 

 

P-13 法医学における外傷の見方 

〇井澗美希・宮石 智(岡山大・法医) 

 

P-14 宿主－寄生体関係がある時空間に存在したことを示す証憑標本 

○浅川満彦１・長 雄一２・遠藤大二１（１酪農大・獣医、２道環科研センター） 

 

P-15 チュウゴクワニトカゲにおける寄生虫の脳内迷入 

○釜谷大輔・吉住和規・石井里恵・橋本 渉・那須智行・三塚尚義（仙台市八木山動物公

園）・篠田理恵・浅川満彦（酪農学園大学・獣医） 

 

P-16 北海道産カモメ科およびトウゾクカモメ科鳥類から得られた寄生蠕虫類  

○吉野智生 1・遠藤大二 1・長 雄一 2・浅川満彦 1（1 酪農大・獣医，2 道環境研） 

 

P-17 ヨシゴイ（Ixobrychus sinensis ）の肝臓にみられた Pegosomum 属吸虫について 

○巖城 隆(目黒寄生虫館)・岡本宗裕・山本裕子・島田章則・濱北英明(鳥取大・農・獣医)・



伊藤壽啓(鳥取大・農・鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター／獣医)・中森純也・山口剛

士(鳥取大・農・鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター) 

 

P-18 川崎市夢見ヶ崎動物公園で飼育されている鳥類および哺乳類の寄生虫学的検査（続報） 

○牛込直人 1・鈴木 友 2・河尻睦彦 2・柾 一成 2・浅川満彦 1（1 酪農大・獣医、2 川崎

市夢見ヶ崎動物公園） 

 

P-19 九州の動物園で飼育されたイワワラビー属有袋類から得られた寄生線虫の病原性に

関する一論考  

○伊藤友貴１・外平友佳理２・浅川満彦１（１酪農大・獣、２到津の森公園） 

 

P-20 本州で飼育されていた輸入リス類の寄生蠕虫類検査  

○和田みどり１・押田龍夫２・浅川満彦１（１酪農大・獣医、２帯広畜産大・野生動物管

理） 

 

P-21 横浜单部、鎌倉、および三浦半島各市町におけるタヌキの犬糸状虫感染状況 

○木戸伸英・和田優子・亀ヶ谷千尋・松井桐人・山本裕彦（横浜市金沢動物園） 

 

P-22 沖縄県内の飼育ヒグマ Ursus arctos で確認された舌虫類被嚢若虫の濃厚寄生事例  

○上田晴香１・金城輝雄２・勝 亜矢子１・谷山弘行１・浅川満彦１（１酪農大・獣医、２

(財)沖縄こども未来ゾーン運営財団） 

 

P-23 マレーシア産ジャワマメジカ Tragulus javanicus に寄生が認められた糸状虫 Setaria 

javensis の形態学的観察 

○安田祐子(日大)・松本 淳(日大)・木村順平(ソウル大)・福田勝洋(岡山理大)・野上貞雄(日

大) 

 

P-24 北海道苫小牧に漂着したコククジラ (Eschrichtius robustus) における寄生虫学的検

査 

○村瀬真弓１・西川友貴１・田島木綿子２・岡本 実１・山田 格２・浅川満彦１（１酪

農大・獣医、２国科博） 

 

P-25 北海道および鳥取県捕獲カラス類腫瘤病変からの avian poxvirus 4b core 遺伝子の

検出とその解析 

◯濱北英明（鳥取大・農・獣医公衆衛生）・福井大祐・中村眞樹子・竹中万紀子（札幌カラ

ス研究会）・島田章則（鳥取大・農・獣医病理）・伊藤壽啓（鳥取大・農・獣医公衆衛生，



AZRC）・笛吹達史・山口剛士（鳥取大・農・AZRC） 

 

P-26  翼手目の各種サイトカインをコードする cDNA の塩基配列の解読および解析 

○伊波興一朗 1・大松 勉 2・渡辺俊平 3・上田直也 1・谷口 怜 1・藤井ひかる 3・久和 茂

1・明石博臣 3・吉川泰弘 1（1 東大農・実験動物、2 感染研・ウイルス一部、3 東大農・獣

医微生物） 

 

P-27 飼育アカウミガメ Caretta caretta の真菌感染症  

○篠田理恵１・飯間裕子２・増田 修３・豊崎浩司４・高鳥浩介５・岡本 実１・浅川満

彦１（１酪農・獣医、２釧路市動物園、３姫路市立水族館、４日和佐うみがめ博物館カレ

ッタ、５NPO 法人カビ相談センター） 

 

P-28 小笠原諸島父島における外来種グリーンアノールの Salmonella 保菌状況および薬

剤耐性 

○炭山大輔・林田生野・高橋みずき・佐々木絵美・後藤和郎（日大・生物資源）・滝口正明・

高藤裕二・三谷奈保（自然環境研）・村田浩一（日大・生物資源）  

 

P-29 北海道の畜産農場に出没する野生動物におけるサルモネラ菌保有実態調査 

○藤井 啓・尾上貞雄・仙名和浩（北海道立畜産試験場） 

 

P-30 ゴマフアザラシ Phoca larga 新生仔のクロストリジウム性腸炎に合併した鼓腸症お

よび後天性臍ヘルニア 

○岩尾 一(新潟市水族館)・小田史彦(ノブ動物病院)・田村広野（新潟市水族館） 

 

P-31 ケープハイラックス（Procavia capensis）に認められた多発性線維肉腫の 1 例 

○野田亜矢子*・野之上範之・渡辺 仁・单 心司（広島市安佐動物公園） 

 

P-32 ツチガエルの精液凍結保存 

○尾形光昭（横浜市繁殖センター）・大谷浩巳（広島大院・理・両生類研）・三浦郁夫（広

島大院・理・両生類研） 

 

P-33 ４種のヘビ類における精子の収集、性状分析および液状保存 

○太田貴樹 1*・鳥羽通久 2・三保尚志 2・川上博司 3・楠 比呂志 1 (1 神戸大院・農、2 日

本蛇族学術研究所、3 吉川爬虫類研究所)、 

 

 



P-34 エトピリカ Fratercula cirrhata の雌雄判別 

平 治隆（ふくしま海洋科学館）・○岩田惠理＊（いわき明星大生命環境） 

 

P-35 北方系コアラにおける雌雄の行動量変化と性ステロイドホルモンの関係について 

伊東英樹・内藤仁美・橋川 央（名古屋市東山動物園）・土井 守・○楠田哲士（岐阜大・

応用生物） 

 

P-36 飼育下キンシコウの繁殖生理と繁殖の季節性について 

何 学貴・○鈴木晶子・楠田哲士＊・土井 守（岐阜大・応用生物）・高橋秀明・内藤仁美・

橋川 央（東山動物園） 

 

P-37 Control Breeding によるボルネオオランウータンの繁殖成功例 

○荒蒔祐輔 1*・川上博司 2・島田幸宜 2・中根伸明 2・中谷隆二 2・浜 夏樹 2・楠 比呂

志 1（1 神戸大・院・農、2 神戸市立王子動物園） 

 

P-38 齧歯目および食虫目精子の凍結保存 

○中潟直己（熊本大学・CARD）・土屋公幸（株式会社応用生物） 

 

P-39 Semen Quality and Preservation of A Male Giant Panda  

○ Hiroshi KUSUNOKI1, Natsuki HAMA2, Hideyasu KANEMITSU2, Ryoji 

UMEMOTO2, Ken -ichi YOSHIDA2, Hiroshi KAWAKAMI2, Yujiro OHYAMA2, Kensuke 

SAKAMOTO2, Huang YAN3, Wataru YOSHITAKE2 (1Faunal Diversity Sci, Grad 

School Agric, Kobe Univ, 2Kobe Oji Zoo, 3Wolong Gian t Panda Res Center)  

 

P-40 糞中の性ステロイドホルモン代謝物を指標とした雌レッサーパンダの繁殖生理モニ

タリング 

○足立 樹（岐阜大院・連合農学）・井上こころ・楠田哲士＊・土井 守（岐阜大・応用生

物）・下川優紀・高村里美（多摩動物公園）・濱田昌平（千葉市動物公園）・田村理恵・江村 

綾（よこはま動物園） 

 

P-41 糞中ステロイドホルモン測定による雌雄レッサーパンダの繁殖機能モニタリング 

○藤田 淳１・橋本 渉３・釜谷大輔３・渡辺 元１,２・田谷一善１,２（１東京農工大学

獣医生理学研究室、２岐阜大学大学院連合獣医学研究科、３仙台市八木山動物園） 

 

P-42 ユキヒョウ(Uncia uncia) における飼育方法の違いが発情行動に与える影響について 

○木下こづえ 1・稲田早香 1・浜 夏樹 2・関 和也 2・芦田雅尚 2・長谷川昌宏 2・楠 比



呂志 1 (1 神戸大・院・農、 2 神戸市立王子動物園) 

 

P-43 キツネの頚管粘液電気抵抗値を指標とした交配とその分娩率について 

○谷津 實・佐藤光寛（蔵王キツネ村）・大澤健司・居在家義昭（岩大・農） 

 

P-44 雌ゾウのプロラクチン分泌に関する研究 

○山本ゆき 1,2・成島悦雄 3・片柳雅之 3・浜 夏樹 4・関 和也 4・小宮輝之 5・橋崎文隆

5・横島雅一 5・椎名 修 6・毛利 靖 6・井上金治 7・望月明和 7・渡辺 元 1,2・田谷一

善 1,2(１岐阜大学大学院連合獣医学研究科、２東京農工大学獣医生理学研究室、３多摩動物

公園、４神戸市立王子動物園、5 恩賜上野動物園、6 愛媛県立とべ動物園、7 埼玉大学理学

部生体制御学科) 

 

P-45 ウシバナトビエイに対する 2-phenoxyethanol 噴霧投与による鎮静・麻酔効果に関す

る検討 

○山本桂子・高橋亮太・小林利充（オキナワマリンリサーチセンター）・和田新平・畑井喜

司雄（日本獣医生命科学大学魚病学教室） 

 

P-46 サメ類における水温差による抗菌剤血中濃度動態の比較 

柳澤牧央・○濱崎育恵・若井万里子（沖縄美ら海水族館） 

 

P-47 水生動物におけるセフォベシンナトリウム血中濃度動態 

○柳澤牧央（沖縄美ら海水族館）・五十嵐一雄（神戸ライフサイエンス分析センター） 

 

P-48 日本沿岸にストランディングした鯨類の病理学的調査概要 -2008.1.1～12.31- 

○田島木綿子・真柄真実（国立科博）・谷田部明子（東京海洋大学）・石川 創（（財）日鯨

研）・山田 格（国立科博） 

 

P-49 小型鯨類の心電図基準値の樹立に関する研究 

○須藤寿延 1)・鯉江 洋 1)・鈴木美和 1)・柳澤牧央 2)・植田啓一 2)・平子 健 2)・鈴木 遥

2)・内田詮三 2)（1)日本大学・生物資源，2)沖縄美ら海水族館） 

 

P-50 シャチの妊娠中における性腺刺激ホルモンとステロイドホルモン分泌に関する研究 

○角田 満 1・上田陽子 1・勝俣悦子 2・金野征記 2・佐伯宏美 2・渡辺 元 1,3・田谷一善

1,3（1 東京農工大・農・獣医生理 2 鴨川シーワールド 3 岐阜大・院・連合獣医） 

 

 



P-51 小型鯨類の真菌感染症における薬剤感受性試験の有用性 

植田啓一・○鈴木 遥･柳澤牧央･宮原弘和･内田詮三(沖縄美ら海水族館) 

  

P-52 シャチにおける全身性真菌症の１例 

〇河内岳史・酒井洋樹・福士秀人・柳井徳磨（岐阜大学）・芝原友幸（動衛研）・白水 博

（太地町立くじらの博物館）・柿添裕香（名古屋港水族館）・加納 塁（日本大学） 

 

P-53 日本沿岸で発見されたストランディング海棲哺乳類における藻類毒素汚染状況の予

備調査 

○宮地一樹（麻布大学・獣医）・田島木綿子・真柄真実（国立科博）・大谷伸代・太田光明

（麻布大学・獣医）・山田 格（国立科博） 

 

P-54 江ノ島の鯨類で認めた菌血症 

○寺沢文男・戸倉 徹・大下 勲（新江ノ島水族館）・新井敏郎（日本獣医生命科学大）、 

 

P-55 小型鯨類における hANP,  BNP の有用性に関する研究 

○鯉江 洋 1・桑野 涼 2・柳澤牧央 3・植田啓一 3・伊藤琢也 1（1 日本大学・生物資源, 2

大分マリーンパレス・うみたまご，3 沖縄美ら海水族館） 

 

P-56 神奈川県三浦半島におけるアライグマ（Procyon lotor ）の体重の成長と季節変動  

○加藤卓也・鄭 和美・和田康佑・濱本健三・宇野太基・羽山伸一（日獣大・野生動物教

育研究機構） 

 

P-57 和歌山県田辺市におけるアライグマ (Procyon lotor) の個体群解析 

○森元萌弥１・淺野 玄１・鈴木和男２・鈴木正嗣１ (1 岐阜大学・獣医・野生動物医学、

２田辺市ふるさと自然公園センター) 

 

P-58 横浜市において有害捕獲されたメスハクビシン（Paguma larvata ）の繁殖生態につ

いて 

○鄭 和美・濱本健三・加藤卓也・羽山伸一（日獣大・野生動物教育研究機構） 

 

P-59 4 種類のワナ餌によるマングースの捕獲結果の比較 

柳田悠江 1・○小倉 剛 1・藤田耕作 1・中田勝士 2・石橋 治 1・平野昂規 1・狩谷晃司 1

（1 琉球大学農学部，2 環境省やんばる野生生物保護センター） 

 

 



P-60 ツシマヤマネコ（Prionailurus bengalensis euptilurus ）保護のための重点地域にお

けるイエネコ対策 

○越田雄史 1・山本英恵 1・羽山伸一 1,2・蔵内勇夫 3（1NPO 法人どうぶつたちの病院, 2

日本獣医生命科学大学獣医学部、九州地区獣医師会連合会ヤマネコ保護協議会 3） 

  

P-61 （社）東京都獣医師会による小笠原諸島から島外搬出されたイエネコの馴化について 

○中西せつ子（NPO 法人どうぶつたちの病院）・羽山伸一（東京都獣医師会野生動物対策

委員会） 

 

P-62 暖冬によって分布域を拡大する富山県産イノシシの個体群の現状と胃内容分析 

○安田 暁・横畑泰志*（富山大院・理工・生物圏環境科学） 

 

P-63 富山県産イノシシの下顎前臼歯欠失と蠕虫寄生状況 －地域個体群の履歴に関する検

討 

寺口知子（富山大院・教育・理科）・山崎裕治・○横畑泰志（富山大院・理工） 

 

P-64 ニホンジカ（Cervus nippon ）用ライオン（Panthera leo ）排泄物由来忌避剤の大量

精製とその効果 

○西 千秋 1・大橋真吾 1・小藤田久義 1・出口善隆 1・斎藤岳季 2・辻本恒徳 3・瀬川典久

4・松原和衛 1（1 岩手大学・院・農、2JR 東日本テクニカルセンター、3 盛岡市動物公園、

4 岩手県立大・情報）  

 

P-65 肉食獣と草食獣の排泄物のニホンジカ（Cervus nippon ）に対する忌避効果 

○大橋真吾 1・出口善隆 1・小藤田久義 1・西 千秋 1・瀬川典久 2・辻本恒徳 3・小松 守

4・松原和衛 1（1 岩手大院・連合農学,2 岩手県大・ソフトウェア情報,3 盛岡市動物公園,4

秋田市大森山動物園） 

 

P-66 淡路島に生息するニホンジカ孤立個体群の質的評価 

○齋田栄里奈 1 ・森光由樹 2 ・横山真弓 2（兵庫県森林動物研究センター1・兵庫県立大/

森林動物研究センター2） 

 

P-67 偶蹄類のマイクロサテライトマーカーを用いたニホンカモシカ（Capricornis crispus ）

の DNA 多型解析 

○西村貴志・山内貴義 1・出口善隆・青井俊樹・辻本恒徳 2・松原和衛（岩手大院・連合農

学、1 岩手県環境保健研究センター、2 盛岡市動物公園） 

 



P-68 全国の傷病鳥獣救護状況 

○岡野 司（岐阜大・野生動物管理学研究センター）・淺野 玄・鈴木正嗣（岐阜大・院・

連合獣医） 

 

P-69 東京農工大学・野生動物研究会 リハビリケージプロジェクト(RCP)の活動報告 

○綿貫宏史朗 1・岡崎祥子 1・永田絵美 1・勢川理紗 1・成島亜佐子 2・渡辺 元 1(1 東京農

工大・農・獣医、2 東京農工大・農・応用生物)、 

 

P-70 違法飼養されていた鳥類（押収鳥類）のリハビリと放野について 

野村 亮（ＮＰＯ法人自然環境アカデミー） 

 

P-71 再導入されたコウノトリ(Ciconia boyciana) の３羽の死亡事例と数羽の巣内で発生し

た異常事例 

○三橋陽子・増井光子（兵庫県立コウノトリの郷公園） 

 

P-72 北海道における希尐猛禽類の感電事故 －傾向と対策－ 

○齊藤慶輔・渡辺有希子・酒井淳一（猛禽類医学研究所） 

 

P-73 アカガシラカラスバトの保全活動状況 

堀越和夫、○鈴木 創（小笠原自然文化研）  

 

P-74 油汚染等の海洋生態系への影響評価技術の開発 

○長 雄一・濱原和広（北海道環境研）・金子正美（酪農学園大学）・亀山 哲（国立環境研）・

濱田誠一・木戸和男（北海道地質研）・赤松里香・田中克佳（エンヴィジョン環境保全事務

所）、 

 

 

  



ポスター発表要旨 

P-1 アカカンガルー前後肢骨格の可動域に関する形態学的研究 

A morphological study on the mobile range of the limb skeleton in the red kangaroo  

 

 

○井上生悠・佐々木基樹・山田一孝（帯畜大）・宮内亜宜 (帯広動物園)・北村延夫 (帯畜大） 

○Hayu INOUE, Motoki SASAKI, Kazutaka YAMADA (Obihiro Univ.), Aki MIYAUCHI 

(Obihiro Zoo), Nobuo KITAMURA (Obihiro Univ.)  

 

 

 アカカンガルー（Macropus rufus ）は, 双前歯目カンガルー科に属する有袋類の１種で

ある。カンガルー科の動物は, 跳躍のために後肢を高度に特殊化させている。しかし, これ

までにアカカンガルーの四肢における非破壊的な機能形態学的解析は行われていない。そ

こで, 本研究ではアカカンガルーの前後肢骨格の可動域を把握するために, CT スキャナー

を用いた三次元立体画像解析を行った。 

 解析の結果, 肩甲骨を固定し上腕骨を前後に動かした場合には, 肩関節は皮膜があるた

め前方へはあまり動かなかった。また, 橈骨と尺骨は癒合しておらず顕著な回内, 回外運動

が可能であった。手根関節では, 手骨格は前腕骨格と一直線の状態から約 90 度の屈曲が可

能であったが, 背側方向へは伸展しなかった。また, 股関節を固定し膝関節を可動させた場

合も, 皮膜の存在が前肢の場合と同様に可動範囲を制限し, 大腻骨と脛骨は 90 度以上開く

ことはなかった。足根関節においては, 屈曲で足骨格と脛骨のなす角度が 90 度以下にはな

らなかった。 

 

P-2 Observation of the skeleton of Korean water deer, Hydropotes inermis argyropus  

 

 

Yung-kun KIM1, Young -Jun KIM1, Ki -Ja LEE2, Kazutaka YAMADA2 , Motoki 

SASAKI2, ○Junpei KIMURA1 (1College of Veterinary Medicine, Seoul National Univ., 

2Obihiro Univ. Agr. Vet. Med.)  

 

 

  The water deer is the only species of Genus Hydropotes which belongs to Family 

Cervidae, Subfamily Hydropotinae. The original distri bution of this species has been 

recognized over most parts of South Korea and some limited areas in the eastern part of 

China. Basic biological data is useful for the conservation and management of wild life 

species. However, the accumulation of the ecolog ical and morphological information on 



the wild mammals in South Korea have not been processed. There has been no detailed 

research on the osteological characteristics of this animal until now. Thus, 

osteologicalobservation of the Korean water deer was perf ormed macroscopically and 

also with the aid of a CT scanner to illustrate and describe their characteristics. 

Canines showed the sexual dimorphism in this species. No cranial appendages (antlers) 

were observed.Vertebrae consisted of seven cervical, thirtee n thoracic, six lumbar, five 

sacral, and eightcoccygeal vertebrae. Ribs are composed of eight true ribs, four false ribs, 

and one floating rib. Second and fifth metacarpalsare needle -like shaped and retained 

distal ends (telemetacarpal) whicharelinked to t he second and fifth hooves.This is 

different from Subfamily Cervinae which retained proximal ends (plesiometacarpalian 

deer). Because of the uniqueness of the taxonomic status of this species among Family 

Cervidae, it will be important to understand their osteological characteristics forthe 

elucidation of the evolution of Family Cervidae.  

 

 

P-3 ネズミイルカ前肢骨格の可動域に関する CT 画像解析 

CT imaging analyses on the mobile range of the forelimb skeleton in the harbor porpoise  

 

○峯 弘・佐々木基樹 (帯畜大)・田口美緒子・松石 隆(北海道大)・山田一孝・北村延夫 (帯

畜大） 

○ Hiroshi MINE, Motoki SASAKI (Obihiro Univ.), Mioko TAGUCHI, Takashi 

MATSUISHI (Hokkaido Univ.), Kazutaka YAMADA, Nobuo KITAMURA (Obihiro Univ.)  

 

 

 ネズミイルカ(Phocoena phocoena)は, 日本海を含む北半球の寒冷な沿岸域に生息してい

るネズミイルカ科ネズミイルカ属の鯨類である。これまでに鯨類における骨格形態の研究

は多数報告されているが, 骨格の可動性を非破壊的に解析した報告はない。そこで本研究で

は, ネズミイルカの前肢を様々な位置で固定し CT 撮影することによって, 筋や腱を破壊す

ることなく前肢骨格の可動域について検索した。 

 観察の結果, 前肢の動きは肩甲骨の移動をほとんど伴わないで肩甲骨と上腕骨の間の肩

関節の可動によってもたらされることが明らかになった。また, 上腕骨と橈骨および尺骨の

間の肘関節の可動性はほとんど認められず, さらに橈骨と尺骨の位置の変化によっておこ

る前腕の回内, 回外といった回旋運動も確認できなかった。 

 

 

P-4 走査型電子顕微鏡による４種のコウモリ類の舌乳頭の観察 



Scanning electron microscopic study on the lingual papillae of 4 species of Chiroptera  

 

 

○進藤順治１・岡田あゆみ１・箕輪一博２・吉村 建３（１北里大・野生動物，２柏崎市

立博物館，３日本歯科大・解剖１） 

○Junji SHINDO1, Ayumi OKADA1, Kazuhiro MINOWA2, Ken YOSHIMURA3 ( １Lab. 

Wildl. Sc i., Kitasato Uni., 2Kashiwazaki City Museum, 3Dep. Anatomy, Nippon Dental 

Univ.)  

 

 

 コウモリは昆虫，果実，花蜜，肉や血液など種によりさまざまな食性があり，これまで

食性と舌形態の関連について数種で報告され，食性と舌形態の特徴が明らかになりつつあ

る。今回，昆虫食性のコウモリである，アブラコウモリ２頭，ヒナコウモリ２頭，テング

コウモリ３頭，ウサギコウモリ１頭の舌乳頭を走査型電子顕微鏡(SEM)にて観察し，既知の

コウモリと比較し種間や食性との関連性について検討した。4 種コウモリの舌は棒状を呈し，

舌前部は平坦であるが舌後部約 1/3 には良く発達した舌隆起部がみられ，とくにアブラコウ

モリとヒナコウモリは高く隆起していた。舌乳頭は，いずれも糸状乳頭，茸状乳頭，有郭

乳頭および葉状乳頭が観察された。糸状乳頭は，舌尖部に限局する分岐型，舌前部に分布

する切頭円柱型，隆起部に分布するシャベル型，舌後部に円錐型の 4 タイプの基本形態に

分類された。茸状乳頭は舌前部から舌隆起部に分布し，舌後部には，明瞭な輪状郭に囲ま

れた 1 対の有郭乳頭が観察され，また舌後部両側面に葉状乳頭が観察された。今回観察し

た昆虫食性の 4 種のコガタコウモリ類は，舌隆起部の存在，茸状乳頭の形態，有郭乳頭の

数，葉状乳頭の有無など，共通点し，また，糸状乳頭は若干の形態的差異は見られるもの

の，基本形態は類似していた。 

 

 

P-5 キタキツネ (Vulpes vulpes schrencki) における精巣の機能調節に関する免疫組織化

学的研究 

Immunohistochemical studies on the regulation of testicular functions in Ezo red  fox 

 

 

○横山知里 (帯畜大)・佐々木基樹 (帯畜大)・坪田敏男 (北海道大)・北村延夫 (帯畜大) 

○ Chisato YOKOYAMA (Obihiro Univ.), Motoki SASAKI (Obihiro Univ.), Toshio 

TSUBOTA (Hokkaido Univ.), Nobuo KITAMURA (Obihiro Univ.)  

 

 



 キタキツネ(Vulpes vulpes schrencki) 精巣の機能およびその調節機構を明らかにするた

めに、繁殖期である 1 月から 3 月に捕獲されたキタキツネ成熟雄 4 頭から採材した精巣を

用い、ステロイド合成酵素、アンドロジェンレセプター、そして細胞骨格タンパクの存在

と分布を免疫組織化学的に検索した。免疫染色の結果、P450scc、P450c17、3βHSD 、

P450arom は全ての個体でライディッヒ細胞の細胞質にのみ認められ、アンドロジェンレセ

プターはセルトリ細胞、筋様細胞、およびライディッヒ細胞の核に認められた。これらの

結果から、ステロイドホルモンであるテストステロンおよびエストロジェンはライディッ

ヒ細胞において合成され、テストステロンはアンドロジェンレセプターを通してセルトリ

細胞、筋様細胞およびライディッヒ細胞に影響を与えていることが示唆された。細胞骨格

タンパクについては、アクチンは精細管周囲の筋様細胞の細胞質、ビメンチンはセルトリ

細胞とわずかにライディッヒ細胞の細胞質、チューブリンはセルトリ細胞の細胞質にのみ

認められ、これら細胞の構造と機能に関する主要な細胞骨格を担っていると思われる。 

 

 

P-6 リス科動物精巣の性ステロイドホルモンとレセプターに関する免疫組織化学的研究 

Immunohistochemical studies on the  steroid hormones and receptors in the testis of the 

Sciuridae  

 

 

○段 麻優子・佐々木基樹 (帯畜大)・テグ ブディピトジョ (ガジャマダ大)・遠藤秀紀 (東

大博物館)・木村順平 (ソウル大)・押田龍夫 (帯畜大）・坪田敏男 (北海道大)・北村延夫 (帯

畜大） 

○Mayuko DAN, Motoki SASAKI (Obihiro Univ.), Budipitojo TEGUH (Gadjah Mada 

Uviv.), Hideki ENDO  (Univ. Museum, Tokyo Univ.), Junpei KIMURA (Seoul Univ.), 

Tatsuo OSHIDA (Obihiro Univ.), Toshio TSUBOTA (Hokkaido Univ.), Nobuo 

KITAMURA (Obihiro Univ.)  

 

 

 精巣での性ステロイドホルモンの合成には多くのステロイド合成酵素が関与している。

本研究では, インドネシアにて捕獲されたオレンジクサビオモモンガ（Hylopetes lepidus ）, 

ミケリス（Callosciurus prevostii ）, バナナリス（C. notatus ）精巣におけるステロイド合

成酵素およびレセプターの存在と分布について免疫組織化学的に検索した。 

 組織学的検索のために HE 染色を行い, さらにステロイド合成酵素である P450scc, 

P450c17 および P450arom, そしてステロイドレセプターであるアンドロジェンレセプタ

ー(AR)の存在と分布を ABC 法による免疫染色で調べた。  P450scc, P450c17, P450arom

はライディッヒ細胞で認められ, 未成熟個体よりも成熟個体でその反応は強かった。AR は



筋様細胞, セルトリ細胞, ライディッヒ細胞に認められた。本研究においてリス科動物では, 

ライディッヒ細胞はエストロジェンやテストステロンといったステロイドホルモンを産生

していることが示唆された。 

 

 

P-7 ジャワマメジカ精巣の細胞骨格に関する免疫組織化学的研究 

Imm unohistochemical study on the cytoskeleton in the testis of the lesser mouse deer  

 

 

○佐々木基樹 (帯畜大)・遠藤秀紀 (東大博物館)・木村順平 (ソウル大)・ルアンノウェイチ

ョークウォラウット（カセサート大）・早川大輔（岐阜大）・ブミナンドデブコタ（トリブ

ヴァン大）・北村延夫 (帯畜大）・福田勝洋（岡山理科大） 

○Motoki SASAKI (Obihiro Univ.), Hideki ENDO (Univ. Museu m, Tokyo Univ.), Junpei 

KIMURA (Seoul Univ.), Worawut RERKAMNUAYCHOKE (Kasetsart Univ.), Daisuke 

HAYAKAWA (Gifu Univ.), Devkota BHUMINAND (Tribhuvan Univ.), Nobuo 

KITAMURA (Obihiro Univ.), Katsuhiro F UKUTA (Okayama Univ. Sci.)  

 

 

 ジャワマメジカ(Tragulus javanicus )は, 偶蹄目反芻亜目マメジカ科に属し, 最も小さく

そして最も原始的な有蹄類である。ジャワマメジカは, タイ, ラオス, カンボジア, ベトナ

ム, ミャンマー, 半島マレーシア, そしてスマトラ島、ジャワ島, ボルネオ島といった東单

アジアに生息している。本研究では, ボルネオ島コタキナバルのマメジカファームで飼育さ

れていたジャワマメジカ 6 個体から精巣を採材し, 精巣内の細胞骨格タンパクの局在と分

布を免疫組織化学的に検索した。 

 細胞骨格タンパクのうち,ビメンチンは, セルトリ細胞, ライディッヒ細胞, そして筋様

細胞に認められ, αチューブリンはセルトリ細胞に,α平滑筋アクチンは筋様細胞に認めら

れた。また, デスミンは精巣では毛細血管のみに認められた。サイトケラチンは精巣には認

められなかった。 

 

P-8 ネズミイルカ精巣の性ステロイドホルモン合成に関する免疫組織化学的研究 

Immunohistochemical study on the sex steroid hormone synthesis in the testis of the 

harbor porpoise  

 

 

○石川恭平・佐々木基樹 (帯畜大)・田口美緒子・松石 隆・坪田敏男 (北海道大)・横山知

里(帯畜大）・早川大輔(岐阜大）・北村延夫 (帯畜大） 



○Kyohei ISHIKAWA, Motoki SASAKI (Obihiro Univ.), Mioko TAGUCHI, Takashi 

MATSUISHI, Toshio TSUBOTA (Hokkaido Univ.), Daisuke HAYAKAWA (Gifu Univ.), 

Nobuo KITAMURA (Obihiro Univ.)  

 

 

 ネズミイルカ(Phocoena phocoena)は, 鯨目ネズミイルカ科ネズミイルカ属に分類され, 

英名でharbor porpoise と呼ばれるように主に沿岸の入江や湾といった比較的浅い海域で確

認される。これまでにネズミイルカの体長, 体重, 生殖腺重量といった生物学的データの解

析は報告されているが, 生殖腺の性ステロイドホルモン合成に関する研究はなされていな

い。そこで本研究では, 北海道沿岸で混獲またはストランディングした個体から精巣を採材

し, ステロイドホルモン合成酵素の局在と分布を検索した。 

精巣の組織学的観察では, 観察した全ての個体において精子を確認することはできなかっ

たが, セルトリ細胞, ライディッヒ細胞, 生殖細胞を確認することができた。また, ステロ

イドホルモン合成酵素に対する免疫染色では, コレステロールをプレグネノロンに変換す

る P450sccをライディッヒ細胞に確認することができた。 

 

 

P-9 飼育下マレーバクの出生直後から 1 年間の行動および生理的変化に関する研究 

Study on the behavioral and physiological changes of the captive Malayan tapir 

(Tapirus indicus) during a year since the birth  

 

 

○金澤朊子（日本大・生物資源・院）・山本倫世（元横浜市繁殖センター）・佐藤英雄（横

浜市繁殖センター）・村田浩一（日本大・生物資源） 

○Tomoko KANAZAWA (Grad. Sch. Bio. Sci., Univ. Nihon), Michiyo  YAMAMOTO 

(former Preserv. Res. Cent. City Yokohama), Hideo SATO (Preserv. Res. Cent. City 

Yokohama), Koichi MURATA (Sch. Bio. Sci., Univ. Nihon)  

 

 

【背景と目的】マレーバク（Tapirus indicus ）は、絶滅危惧 IB 類にランクされている希尐

種であり、生理・生態や行動に関する情報が尐ない。そこで，飼育下個体を用いて仔の成

長に伴う行動変化および育仔期間中の母乳成分の変化を分析し、本種の科学情報蓄積に役

立てることを目的とした。【材料と方法】供試動物は横浜市繁殖センターで飼育されている

母仔 1 組で、行動観察は仔の誕生から 1 年間をビデオカメラに録画し連続記録で行った。

体重測定は、電気抵抗線体重計を用いて定期的に行った。母乳を定期的に採取し、タンパ

ク成分を生化学自動分析装置で測定した。【結果と考察】行動および生理変化と体重変化と



の間に関連が認められた。成長曲線の変曲点（約 200 日齢）前に摂食・乳飲み行動の日内

割合が最大値を示した。220 日齢以降に乳中 TP 値の著しい増加が認められ、泌乳の終了時

期に近づいていることが推察された。この時期の授乳に栄養給与の意義は薄く、実質的な

離乳時期であることが示唆された。しかし、未だに仔の授乳要求行動が観察されたため、

心理的な母仔分離には更に時間を要すると考えられた。 

 

P-10 コウモリの肝臓における薬物代謝酵素活性  

Activities of bat hepatic xenobiotic -metabolizing enzymes  

 

 

○上田直也 1・鈴木 聡 2・大松 勉 3・渡辺俊平 4・伊波興一朗 1・久和 茂 1・明石博臣

4・吉川泰弘 1 

(1 東大院・農・実験動物、2HAB 研究機構、3 国立感染症研究所、4 東大院・農・微生物) 

○Naoya UEDA1, Satoshi SUZUKI2, Tsutomu OMATSU3, Shumpei WATANABE4, 

Koichiro IHA4, Shigeru KYUWA1, Hiroomi AKASHI4, Yasuhiro YOSHIKAWA1 (1Dept. 

Biomed. Sci, GSALS, The Univ. of Tokyo ，2HAB Res. Org., 3NIID, 4Lab. of Vet. 

Microbiol, GSALS, The Univ. of Tokyo)  

 

 

 コウモリは極地を除く全世界に広く生息し、哺乳類で唯一空中生活に適用するなど独特

な生活様式を有している。我々は、和歌山県田辺市で捕獲したココウモリであるユビナガ

コウモリ Miniopterus fuliginosus 、ならびに本学動物施設で飼育しているオオコウモリで

あるデマレルーセットオオコウモリ Rousettus leschenaulti について、外来異物の代謝に

重要である薬物代謝酵素の活性を検索したので報告する。各個体から肝臓を取り出し、ミ

クロソーム分画の抽出を行った後、代表的な酵素に対する特異的な基質と反応させ、生成

物の量を HPLC で測定し、各酵素の活性を算出した。コウモリの肝臓においては、CYP2E

や CYP3A の活性が高かった。ヒトの酵素活性と比較すると、コウモリでは CYP3A の活性

が顕著に低かった。また、ユビナガコウモリではヒトやデマレルーセットオオコウモリと

比べて CYP1A の活性が高かった。今後、UGT など抱合酵素の活性や CYP、UGT の塩基

配列からコウモリにおける外来異物の体内動態のさらなる解明を進める予定である。 

 

 

P-11 複数の臓器に腫瘍が認められたコジャコウネコの２例 

Tumors originating from multiple organs in two small Indian civet (Viverricula indica)  

 

 



○北村治亮・藤井 振（福井市足羽山公園遊園地）・河内岳史・酒井洋樹・柳井徳磨（岐阜

大学） 

○Haruaki KITAMURA, Osamu FUJI(Fukui City Asuwayama Zoo), Takeshi KAWACHI, 

Hiroki SAKAI, Tokuma YANAI(Vet. Pathol., Univ. Gifu)  

 

 

 コジャコウネコはジャコウネコ科の雑食性の哺乳類であり、東アジア、東单アジアに生

息する。日本では数頭が飼育されており、病気の発生等についての報告は尐ない。今回、

２頭のコジャコウネコの複数の臓器に腫瘍を認めたので、その病理学的特徴を報告する。 

 【症例１】オス、２０歳。剖検において、膵臓に鶏卵大灰白色腫瘤を認めた。組織学的

検査において、膵臓に卵円形核と好酸性顆粒状細胞質を有する腺房細胞由来の腫瘍細胞が

腺房状に増殖していた（膵癌）。腼胱においては、移行上皮に異型性が認められるほか、分

裂像も散見された(移行上皮癌)。甲状腺においては、濾胞上皮由来の腫瘍細胞が乳頭状に増

殖する領域が認められた（甲状腺腫）。 

 【症例２】メス、２０歳。剖検において、肝臓に鶏卵大およびくるみ大結節を認めた。

膵臓には小指頭大灰白色結節を一個認めた。組織学的には、膵臓において膵外分泌腺由来

の腫瘍細胞が小さな胞巣状に増殖していた（膵癌）。肝臓においては膵癌の転移が認められ、

胆管由来と思われる腫瘍細胞が大小の不規則な管腔状に増殖していた（胆管癌）。甲状腺に

おいては、甲状腺濾胞上皮由来と思われる腫瘍細胞が大小の不規則な管腔状に増殖してい

た（濾胞腺癌）。食道においては、末梢神経様の腫瘍細胞が錯綜配列を示しつつ増殖してい

た（神経鞘腫）。 

 

P-12 日本産野生食肉目における住肉胞子虫症 

Muscular sarcocystosis in Japanese wild carnivores  

 

 

○久保正仁（岐阜大学・獣医病理）・岡野 司（岐阜大学・野生動物管理学研究センター）・

酒井洋樹・柳井徳磨（岐阜大学・獣医病理） 

○Masahito KUBO, Tsukasa OKANO, Hiroki SAKAI, Tokuma YANAI (Gifu Univ.)  

 

 

 住肉胞子虫 Sarcocystis spp.は通常 2 宿主性の生活環をもつ寄生性原虫であり、中間宿主

体内では横紋筋にサルコシストを形成して寄生し、終宿主の腸管粘膜で有性生殖を行なう。

食肉目は一般的に住肉胞子虫の終宿主となるが、中間宿主となることもある。日本では食

肉目における住肉胞子虫症の報告はない。 

2007 年 1 月から 2009 年 7 月にかけて当研究室で剖検されたホンドタヌキ 27 例、ホンドギ



ツネ 3 例、ホンドテン 10 例、ニホンアナグマ 2 例、ニホンイタチ 1 例、シベリアイタチ 2

例、アライグマ 2 例、ハクビシン 6 例の舌、咬筋、横隔膜、食道、心臓を組織学的に検査

した。一部のサルコシストについては透過型電顕を用いてシスト壁の構造を観察した。 

 サルコシストはタヌキ 12 例、キツネ 1 例、テン 3 例、アナグマ 2 例で認められた。サル

コシストに対する炎症反応はみられなかった。電顕的に、タヌキ、キツネ、テンでみられ

たサルコシストのシスト壁は薄く、微細な波状を呈し、アナグマでみられたサルコシスト

のシスト壁は厚く、多数の指状の突起を有していた。今回の研究では住肉胞子虫の種を特

定することはできなかった。 

 

 

P-13 法医学における外傷の見方 

Examination of the injury in legal medicine  

 

 

〇井澗美希・宮石 智（岡山大・法医） 

〇Miki ITANI, Satoru MIYAISHI (Okayama Univ. Legal Med.)  

 

 

 外傷のある野生動物の死因または救護原因を決定する際に、これが衝突や転落によるも

のか、交通事故によるものか、判断に窮することがある。その動物の発見場所は大きな判

断材料になるが、道路にいたから交通事故、道路から離れていたところにいたから転落、

衝突と判断することは甚だ安着である。 

 法医解剖例においても、高所からの落下損傷と、交通事故損傷との判別などを要求され

ることがあるが、被毛のないヒトにおいても外表所見からだけでの判断は困難で誤診しや

すい。被毛の豊かな動物においてはなおさら注意が必要である。 

 発表では、法医解剖における外傷検査を、実際例を挙げながら紹介し、その上で動物の

解剖における外傷検査のあり方について考察する。 

 

P-14 宿主－寄生体関係がある時空間に存在したことを示す証憑標本 

Voucher specimens served to document a host -parasite relationship at a certain 

geographic locality at a specific date  

 

 

○浅川満彦１・長 雄一２・遠藤大二１（１酪農大・獣医、２道環科研センター）  

○Mitsuhiko ASAKAWA1, Yuichi OSA2, Daiji ENDO1 (1Sch. Vet. Med., Rakuno Gakuen 

Univ., 2Hokkaido Inst. Environ. Sci.)  



 

 本学会で提案される予定の『感染症対策委員会保全医学専門家チーム』（仮称）の責務の

一つとして、宿主－寄生体関係の把握といったことが検討課題にあげられると考えられる

が、今後、たとえ詳細な調査が実行されても対象動物（通常、宿主となる）の分類が不確

定（例：トガリネズミ類、ヤチネズミ類、イタチ・テン類など）、あるいは近縁亜種が人為

的に放逐された場合（例：シマリス、キタリス、メジロ、オオタカなど）、さらには野生下

での雑種化が頻繁に生ずる（例：野生カモ類間、アイガモとマガモ間など）などの現象は、

誤った結論に導かれる危険性を孕んでいる。また、疫学調査では宿主の年齢・季節や分布

域など時空間に関する宿主個体の情報が不可欠である。しかし、公表時点であやふやな宿

主情報ではあっても、宿主標本が完備しておればある程度の再検討が可能となろう。そこ

で、宿主－寄生体関係が特定の時・空間に分布したことを示す証憑標 本（voucher 

specimen(s)）が希求される。寄生虫や病原体自体の標本化は自明であるが、疫学調査や宿

主－寄生体関係の生態研究で調べた動物に目的とする寄生虫あるいは病原体が「不在」で

あるという情報の証憑は見落とされる。不在証明された動物は、宿主とは称されないが「調

査対象動物」として証憑標本化すべきである。研究費、スペース、労力などが非常に限ら

れた研究環境では、現実的には非常に困難ではあるが、そこで、2004 年、酪農学園大学野

生動物医学センターWAMC が開設されたのを機に、可能なところからこの証憑標本を残す

努力を継続している。今回はその概要を紹介し、その過程で作成した標本カタログを配布

する（数に限りあり先着順）。 

 

 

P-15 チュウゴクワニトカゲにおける寄生虫の脳内迷入 

Parasitic aberration of cerebral in Chinese Crocodile Lizard  

 

 

○釜谷大輔・吉住和規・石井里恵・橋本 渉・那須智行・三塚尚義（仙台市八木山動物公

園）・篠田理恵・浅川満彦（酪農学園大学・獣医） 

○Daisuke KAMATANI, Kazuki YOSHIZUMI, Sat oe ISHII, Wataru HASHIMOTO 

(Sendai Yagiyama Zoological Park), Rie SHINODA, Mitsuhiko ASAKAWA (Vet. Med., 

Rakuno Gakuen Univ.)  

 

 

 当該個体は，2007 年 11 月に成田空港で密輸摘発され，当園で飼育することになった 13

匹中の 1 匹であった。来園 2 カ月後から，頭部が左側に傾き始め，立位状態で体の彎曲姿

勢を示した。その後，歩行困難になり，左側に体を回転させながら移動するようになった。

レントゲン検査により，異常は確認できず，神経性疾患の疑いで投薬し始めた。次第に，



頭部の傾きが軽減し,緩慢ながらも歩行可能になった。しかし,1 カ月後に症状が悪化し,死亡

した。 

 剖検結果より，脳に全長 12mm の寄生虫が裂刺していた。今回の異常な姿勢・動作は，

寄生虫が脳内に介入したことにより生じたものであると考えられた。得られた寄生線虫に

ついて形態学的に検討したところ,ある種の雌第 4 期であることが分かったが,形態分類的な

手掛かりとなる特徴的な形質が観察されなかったことから,属種同定はできなかった。 

 今後は，他の同時期導入個体の定期的な検査および治療,予防を実施し，健康状態の維持

に努めたい。 

 

P-16 北海道産カモメ科およびトウゾクカモメ科鳥類から得られた寄生蠕虫類  

A helminthological survey of waterfowls belongs to the families Laridae and 

Stercorariidae in Hokkaido, Japan  

 

 

○吉野智生 1・遠藤大二 1・長 雄一 2・浅川満彦 1（1 酪農大・獣医，2 道環境研）  

○Tomoo YOSHINO1, Daiji EN DOH1, Yuichi OSA2, Mitsuhiko ASAKAWA1 (1Vet. Med., 

Rakuno Gakuen Univ.; 2Hokkaido Inst. Environ. Sci.)  

 

 カモメ科およびトウゾクカモメ科鳥類は海洋生態系の上位に位置し、多様な食性を持ち、

北海道には多くの種が生息する。カモメ科鳥類は大規模コロニーを形成して繁殖し、漁業

被害が知られるほか近年は都市部へ進出するなど人間生活と密接に関わっている。一方で、

近年は繁殖数が減尐しているとの報告もあり、繁殖状況や病原体保有状況の情報は不足し

ているため、このような種の疫学、生態学的解析の基礎情報として寄生蠕虫相を調査した。

検査個体は 1996 年から 2007 年にかけて道内各地で回収され酪農大野生動物医学センター

に送付された両科鳥類計 8 種 62 個体であり、全臓器を実体顕微鏡下で精査し、得られた蠕

虫類は 70％エタノールにて固定後、ラクトフェノール透徹或いは酢酸カーミン染色により

形態を観察した。検査個体の 87.1%から線虫 8 種、吸虫 12 種、条虫 3 種、鉤頭虫 2 種の計

25 種の蠕虫類が得られ、Inglisonema sp., Aporchis massiliensis, Rossicotrema lari, 

Diplostomum helveticum および Arythmorhynchus teres は国内初記録であり、セグロカ

モメの A. tere s、オオセグロカモメの Inglisonema sp. と Apatemon gracilis およびシロカ

モメの Corynosoma sp.は新宿主記録であった。またオオセグロカモメからは高病原性とさ

れる線虫 Cyathostoma lari が検出されたほか、ヒトと動物の共通寄生虫症の一種である横

川吸虫が検出され、本種の近年の都市部への進出とあいまって疫学的に注目すべきと考え

られた。 

 

 



P-17 ヨシゴイ（Ixobrychus sinensis ）の肝臓にみられた Pegosomum 属吸虫について 

Pegosomum sp. in a liver of a Chinese little bittern (Ixobrychus sinensis)  

 

 

○巖城 隆(目黒寄生虫館)・岡本宗裕・山本裕子・島田章則・濱北英明(鳥取大・農・獣医)・

伊藤壽啓(鳥取大・農・鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター／獣医)・中森純也・山口剛

士(鳥取大・農・鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター) 

○ Takashi IWAKI(Meguro Parasitol. Museum), Munehiro OKAMOTO, Yuko 

YAMAMOTO , Akinori SHIMADA, Hideaki HAMAKITA(Vet. Med., Fac. Agr., Tottori 

Univ.), Toshihiro ITO  (AZRC/Vet. Med., Fac. Agr., Tottori Univ.), Jyunya NAKAMORI, 

Tsuyoshi YAMAGUCHI(AZRC, Fac. Agr. , Tottori Univ.)  

 

 2008 年 6 月、鳥取県鳥取市湖山池で捕獲されたヨシゴイの肝臓に白色結節が認められ、

割すると暗赤色膿様物の貯留とともに、吸虫 1 虫体が検出された。虫体周囲には著明な好

酸球浸潤・線維化が認められた。虫体はホルマリン固定のため十分に圧平できず収縮した

状態であったが、全長 x 最大幅：4.4x2.8 mm 、頭棘数:24（25?）、口吸盤：幅 172 μm、

腹吸盤（長さ x 幅）：435x565 μm、卵(子宮内)：107-114x70-82 μm であった。形態から

棘口吸虫科（Echinostomatidae ）に属し、胆管に寄生することから Pegosomum 属と考え

られた。Pegosomum 属は現在 12 属が知られ(Eduardo, 1 991)、卵黄腺の分布などから P. 

bubulcum と P. egretti のいずれかと考えられたが、最終的な同定には至らなかった。日本

では Murata et al. （1998）と内田ら（2005）がアマサギからの Pegosomum sp.を報告し

ている。本例は日本で 3 例目で、ヨシゴイからは初報告である。 

 

 

P-18 川崎市夢見ヶ崎動物公園で飼育されている鳥類および哺乳類の寄生虫学的検査（続報） 

Parasitological survey on captive birds and mammals in K awasaki Yumemigasaki 

Zoological Park, Kanagawa Prefecture, Japan  

 

 

○牛込直人 1・鈴木 友 2・河尻睦彦 2・柾 一成 2・浅川満彦 1（1 酪農大・獣医、2 川崎

市夢見ヶ崎動物公園） 

○Naoto USHIGOME1, Yuu SUZUKI2, Mutsuhiko KAWAJIRI2,Kazunari MASAKI2, 

Mitsuhiko  

ASAKAWA1 (1Vet.Med. Rakuno Gakuen Univ., 2Kawasaki Yume migasaki Zoological 

Park)  

 



 

 演者らは昨年の第 14 回大会において、川崎市夢見ヶ崎動物公園における公衆および動物

衛生の推進の一環として、キツネザル類の寄生虫侵淫状況を報告した。しかし、その後も

鳥類を含む当該園で飼育される他の動物種にまで対象を広げ、網羅的な検査を継続実施し

ている。現在までに 20 種について糞便検査もしくは消化管の精査を実施したので、その中

間報告を行い、関係者各位のご参考とした。糞便検査は 19 種の動物を対象としてショ糖遠

心浮遊法、ホルマリン・エーテル法及び直接塗抹法を行った。19 種の内訳はキジ目 8 種、

霊長目 5 種、偶蹄目 3 種、奇蹄目 1 種、食肉目 2 種である。また、消化管の精査はハリネ

ズミとフサホロホロチョウの死亡個体で行った。線虫卵は 13 種の動物から、コクシジウム

のオーシストは 8 種から、Trichomonas sp. は 4 種から検出された。線虫卵の形態からフサ

ホロホロチョウの Heterakis 属、シベリアヘラジカの Trichuris 属と毛細頭線虫科

（Capillaria 属など）などが確認された。糞便検査では線虫卵が検出された動物種は 68.4%

に上り、当該園の飼育動物は線虫を広く保有していることが明らかになった。本研究は川

崎市夢見ヶ崎動物公園と酪農学園大学野生動物医学センターとの学術研究連携協定に基づ

き実施された。 

 

 

P-19 九州の動物園で飼育されたイワワラビー属有袋類から得られた寄生線虫の病原性に

関する一論考  

Parasitic nematodes obtained from captive rock wallabies and its pathogenicity  

 

 

○伊藤友貴１・外平友佳理２・浅川満彦１（１酪農大・獣、２到津の森公園） 

○Yuki ITO1, Yukari SOTOHIRA2, Mitsuhiko ASAKAWA1(1Sch. Vet. Med., Rakuno 

Gakuen Univ., 2Itozu -no-mori Zoological Park)  

 

 

 2006 年から 2008 年、福岡県北九州市ひびき動物ワールドで飼育されるイワワラビー属

のある種（Petrogale sp.; 以下、ロックワラビー）のうち、７個体（内訳♂2，♀3、性別不

明 2）が死亡したため全てについて剖検したところ、全個体の胃内から多数の線虫類の寄生

を確認した。そこで死因との関連性を探るため、これら線虫について分類学的な検討を実

施し、文献比較を行った。得られた虫体は 70％エタノールで固定・保存後、ラクトフェノ

ール液で透徹し、光学顕微鏡にて形態を指標に同定した。これまでに計 90 虫体の検査が終

了し属レベルまで判明したが、いずれも円虫類であった。判明した属は Rugopharynx 、

Cloacina および Macroponema であった。Macroponema 属は検査したロックワラビー７

個体のうち 5 個体で確認され、3 属中最高寄生率を示した。しかし、調べた 90 虫体におけ



る比率としては、Rugopharynx が 58 で Macroponema の 19、Cloacina の 13 を凌駕した。

カンガルー科 Macropodidae の円虫類は宿主特異性が高く、原産地での報告は多数あるが、

国内の飼育種での報告は見あたらない。野生個体におけるこれら円虫類による疾病はほと

んど知られていないが、直接発育型であるので飼育下で濃厚感染し易く、ほかの病原体や

ストレスなどが加わった場合、ウマ類で知られるような種々の円虫症を惹起する可能性も

あるので、これら線虫の寄生状況は飼育個体の健康管理をする上で必要な基本情報であっ

た。 

 

 

P-20 本州で飼育されていた輸入リス類の寄生蠕虫類検査  

Parasitic helminths obtained from exotic sciurids under captivity in Honshu, Japan  

 

 

○和田みどり１・押田龍夫２・浅川満彦１（１酪農大・獣医、２帯広畜産大・野生動物管

理） 

○Midori WADA １ , Tatsuo OSHIDA ２ , Mitsuhiko ASAKAWA １(１Sch. Vet. Med., 

Rakuno Gakuen Univ. , 2Lab. Wildl. Ecol., Obihiro Univ.)  

 

 

 日本ではリス類は愛玩動物として人気が高く、中国、米国、タイ、オランダの各国から

40 種類以上の外国産リス類動物がペット用に輸入されている。これら国外原産のリス類が

逸走した場合、国内で外来種化する事例も尐なくなく、これら動物に起因する新興寄生虫

症発生の可能性も指摘されている。そのような背景から、今回、いくつかの国内展示施設

（本州某所）に飼育されていたリス類を中心に蠕虫類保有状況の予備調査を実施した。材

料は冷凍保存されていたキタリス Sciurus vulgaris （北海道およびユーラシア大陸原産）、

ヤシリス類（属不明）、クリハラリス Callosciurus erythraeus およびシマリス類 Tamias sp.

などの死体を用い肉眼および実体顕微鏡を用い全ての臓器・消化管を精査した。これまで

のところ、北海道原産のキタリスのみから次 2 種の線虫類 Brevistriata skrjabini （小腸）

および Syphacia sp.（盲腸）が得られた。演者らの研究チームを含めたこれまでの北海道

産野生キタリスの調査で Syphacia 属を見出されたことはなかった。ユーラシア大陸原産の

キタリスでは、S. thomsoni Pricw, 1928 ( 中国）および S. sobolevi (Gubanov, 1964)（旧ソ

連）が報告されている。両種（タクサ）とも記載が不十分で、最新の分類学的研究（たと

えば Hugot, 1988 ）の非対象種なので再検討の必要はあるが、北海道に生息する野生キタリ

スに Syphacia 属寄生の可能性は指摘されていた。しかし、今回の検出は飼育下であり、ほ

かのリス類からの寄生の可能性もあり、自然分布であるかどうかの結論は下せなかった。 

 



 

P-21 横浜单部、鎌倉、および三浦半島各市町におけるタヌキの犬糸状虫感染状況 

Status of Dirofilaria immitis infection in wild raccoon dogs in the southern part of 

Yokohama, Kamakura and cityies and town of the Miura Peninsula  

 

 

○木戸伸英・和田優子・亀ヶ谷千尋・松井桐人・山本裕彦（横浜市金沢動物園） 

○ Nobuhide KIDO, Yuko WADA, Tihiro KAMEGAYA, Kirito MATSUI, Yasuhiko 

YAMAMOTO (Kanazawa Zoological Garden)  

 

 

 犬糸状虫 Dirofilaria immitis は、野生動物、特にイヌ科動物にも感染することが知られ

ている。野生動物と犬や猫の間での病気の伝播の可能性があることから、野生動物におけ

る犬糸状虫の寄生状況を調査することは意義の高いことである。本研究では、横浜市立金

沢動物園に保護されたタヌキ Nyctereutes procyonoides の血液と解剖検査結果から、犬糸

状虫の寄生状況について調査した。 

 平成 19 年 4 月～平成 21 年 7 月に横浜市立金沢動物園に保護されたタヌキ 139 頭のうち、

134 頭の保護地は横浜市单部（12 頭）、鎌倉市（53 頭）、逗子市（19 頭）、葉山町（25 頭）、

横須賀市（10 頭）および三浦市（15 頭）であった。検査に供された個体数の総数は 99 頭

で（ミクロフィラリアと血中成虫抗原の検出による血液検査には 71 頭、病理解剖検査には

28 頭）、そのうち 9 頭から犬糸状虫の感染を確認した。地域別では、横浜市单部 2 頭、鎌倉

市 4 頭、および逗子市 3 頭であった。 

 この結果は、過去の神奈川県内のタヌキの犬糸状虫感染調査の結果より低く、家庭にお

ける犬糸状虫の予防が広く浸透した結果であると考えられる。また、過去の感染状況調査

は死亡個体の剖検であることから、今回のような生存個体中心の感染状況調査は、実際の

状況により近いものと考えられる。 

 

P-22 沖縄県内の飼育ヒグマ Ursus arctos で確認された舌虫類被嚢若虫の濃厚寄生事例  

A case report of pentastomid parasitism in a captive bear Ursus arctos  

 

 

○上田晴香１・金城輝雄２・勝 亜矢子１・谷山弘行１・浅川満彦１（１酪農大・獣医、２

(財)沖縄こども未来ゾーン運営財団） 

○Haruka UEDA1, Teruo KINJO2, Ayako KATSU1, Hiroyuki TANIYAMA1, Mitsuhiko 

ASAKAWA1 (1Sch. Vet. Med., Rakuno Gakuen Univ., 2 Okinawa Kids Discovery 

Kingdom Foundation)  



 

 

 2006 年、沖縄県内の動物園で斃死したヒグマ（Ursus arctos ）について剖検を実施した

ところ、舌形動物門 Porocephalida 目舌虫（シタムシ）類の被嚢若虫寄生が大網、腸間膜、

諸臓器漿膜面などに多数、認められた。一部の体腔内のリンパ節では実質に侵入していた

が、同部の病理組織標本には被嚢若虫周囲に顕著な組織反応は認められなかったことから、

本虫寄生が今回のヒグマの直接的な死因とは無関係であろう。本虫は Porocephalinae 亜科

の Porocephalus 属か Armillifer 属と考えられ、中間宿主はヒト（そのために zoonotic)を

含むサル目とイヌやカワウソなどのネコ目であるが、終宿主はニシキヘビなどの肉食性爬

虫類であることから、Porocephalinae 亜科の成虫は、日本には自然分布しない。そこで、

ほぼ同時期に当該園で斃死したビルマニシキヘビ（Python molurus bivittatus ）について

予備的に調べたが、消化管から蛔虫類 Ophidascaris sp. と擬葉目条虫類 Bothridi um sp.が

得られたのみで、舌虫成虫が寄生する肺含め、諸臓器では寄生虫は認めらなかった。前述

のようにヒトにも感染するので、今後は飼育爬虫類の糞便検査を詳細に行い感染ルートの

特定が必要となろう。 

 

 

P-23 マレーシア産ジャワマメジカ Tragulus javanicus に寄生が認められた糸状虫 Setaria 

javensis の形態学的観察 

A morphological study of Setaria javensis from Tragulus javanicus in Malaysia  

 

 

○安田祐子・松本 淳(日大)・木村順平(ソウル大)・福田勝洋(岡山理大)・野上貞雄(日大) 

○Yuko YASUDA, Jun MATSUMOTO (Nihon Univ.), Junpei KIMURA (Seoul National 

Univ.), Katsuhiro FUKUTA (Okayama Sci. Univ.), Sadao NOGAMI (Nihon Univ.)  

 

 

 マメジカ類 Tragulus spp. は、熱帯林に生息する小型の有蹄類で、現存する反芻動物の原

型と考えられている。本研究では、マレーシア・サバ州で入手したジャワマメジカ Tragulus 

javanicus の腹腔から検出された糸状虫 Setaria javensis について、形態学的観察をおこな

った。また、血液塗抹標本にて有鞘ミクロフィラリア(幼虫)を検出し、主要構造の定点測定

をおこなった。S. javensis ミクロフィラリアの詳細については初の記載となる。現存する

多くの Setaria 属糸状虫の口部は、歯状突起を有する口唇クチクラ冠によって囲まれている

のが特徴的である。一方、今回観察した S. javensis を含む「祖先型」と称される一部の

Setaria 属糸状虫種は、歯状突起を欠き、口唇が卖純な楕円形である。また、同じくマメジ

カに寄生する原始的な糸状虫である Papillosetaria 属は、楕円形の口唇が頭端から突出せず、



より卖純な形態を示す。このように、Setaria 属および近縁の糸状虫類では、口部の形態が

その進化の過程を端的に示す特徴のひとつであると考えられる。これらの糸状虫は、宿主

動物も進化学的に古いという共通点があり、宿主動物との共生による寄生虫の共進化を考

察するうえで興味深い。 

 

 

P-24 北海道苫小牧に漂着したコククジラ(Eschrichtius robustus) における寄生虫学的検査 

Parasitological examination of a western gray whale (Eschrichtius robustus) stranded 

on Tomakomai, Hokkaido, Japan  

 

 

○村瀬真弓１・西川友貴１・田島木綿子２・岡本 実１・山田 格２・浅川満彦１（１酪

農大・獣医、２国科博） 

○Mayumi MURASE1, Tomoki NISHIKAWA1, Yuko TAJIMA2, Mino ru OKAMOTO1, 

Tadasu K. YAMADA2, Mitsuhiko ASAKAWA1(1Sch. Vet. Med., Rakuno Gakuen Univ., 

2Nat. Mus. Natr. Sci.)  

 

 

 2007 年 8 月 1 日、苫小牧市錦岡海岸に漂着していたコククジラ Eschrichtius robustus

（雌、体長 1223m;国科博登録番号 NSMT M 34546, 酪農大登録番号 WAMC AS 7903 ）に

ついて寄生虫学的な検査をしたので報告する。体表（下顎、胸鰭、生殖孔周囲）にオニフ

ジツボ類 Cryptolepas rachianecti (Cirripeda: Coronulidae) が集族（大きい個体の周囲に小

さい個体）していた。このフジツボ類は皮膚内に数 mm 埋没し、同部の組織学的検索によ

り、フジツボ類のセメント腺から分泌されたミネラル成分が皮膚角化上皮細胞に注入され、

かつ同組織の過形成が認められたが、炎症性細胞は認められなかった。生殖孔周囲と左胸

鰭 の フ ジ ツ ボ 群 の 中 と 左 尾 柄 部 に ク ジ ラ ジ ラ ミ Cyamus scammoni (Amphipoda: 

Cyamidae) 約 60 個体が付着していた。以上 2 種の甲殻類は北米で座礁したコククジラでも

報告がある。しかし、今回のクジラジラミの寄生数は明らかに尐なかった。今回の個体は

腐敗が著しく、漂流中などに多くが失われたと考えられた。内部寄生虫を検索するため、

肺、肝臓および腎臓に割を入れ観察するが認められなかった。現在、現地で採集され、冷

凍保存された腸内容物（腸の長さ 約 109 m でほぼ半量を回収）を実体顕微鏡下で検索中で

あるが、これまでのところ、蠕虫類は未検出である。コククジラでは吸虫 Ogmogaster と

Orthosplanchnus, 条虫 Priapocephalus と Tetrabothrius, 鉤頭虫 Corynosoma の各属蠕虫

類が報告されている。中でも吸虫は微小なので、慎重に注意をすべきであるが、腐敗して

おり検出は難しいであろう。本調査研究の一部は文部科学省戦略的研究拠点形成支援事業

助成(酪農学園大学大学院)、同省科学研究費基盤研究(18510205,20380163)の助成を受けた。 



 

 

P-25 北海道および鳥取県捕獲カラス類腫瘤病変からの avian poxvirus 4b core 遺伝子の

検出とその解析 

Phylogenetic analysis of the 4b core protein gene of avian poxvirus from wild crows in 

Japan  

 

 

◯濱北英明（鳥取大・農・獣医公衆衛生）・福井大祐・中村眞樹子・竹中万紀子（札幌カラ

ス研究会）・島田章則（鳥取大・農・獣医病理）・伊藤壽啓（鳥取大・農・獣医公衆衛生，

AZRC）・笛吹達史・山口剛士（鳥取大・農・AZRC） 

◯Hideaki HAMAKITA (Tottori Univ.), Daisuke FUKUI, Makiko NAKAMURA, Makiko 

TAKENAKA (The Sapporo Crow Research), Akinori SHIMADA (Tottori Univ.), 

Toshihiro ITO, Tatsufumi USUI, Tsu yoshi YAMAGUCHI(AZRC, Tottori Univ.)  

 

 

 北海道のカラス類に avian poxvirus (APV) 感染が認められているが，その詳細は明らか

にされていない。今回我々は，2006 年から 2009 年に札幌市で捕獲された 9 羽および鳥取

県で捕獲した 19 羽のカラス類腫瘤病変から APV 4b core 遺伝子を検出し，分子系統学的解

析を行った。北海道由来 7 例，鳥取由来 1 例から対象遺伝子が検出され，塩基配列を決定

した北海道由来 3 例は，捕獲年によらず塩基配列が一致，BLAST 検索で他の APV と 82-97%

の相同率を示した。鳥取由来１例は，他の APV と 82-99%の相同率であった。近隣結合法

による分子系統解析で，いずれも主にスズメ目由来 APV からなるクレードに属した。北海

道検体からの配列は，既報の APV とは遺伝的に離れており，カラス類を特異的宿主とする

APV である可能性が推察された。発育鶏卵継代では，3 代で漿尿膜の肥厚とポック形成が

認められた。現在，細胞を用いた分離株の培養と蛍光抗体法による抗体検出を検討してい

るので，併せて報告したい。 

 

P-26  翼手目の各種サイトカインをコードする cDNA の塩基配列の解読および解析 

Molecular cloning and sequencing of the cDNAs encoding bat cytokines  

 

 

○伊波興一朗 1・大松 勉 2・渡辺俊平 3・上田直也 1・谷口 怜 1・藤井ひかる 3・久和 茂

1・明石博臣 3・吉川泰弘 1（1 東大農・実験動物、2 感染研・ウイルス一部、3 東大農・獣

医微生物） 

Koichiro IHA1, Tsutomu OMATSU2, Shumpei WATANABE3, Naoya UEDA1, Satoshi 



TANIGU CHI1, Hikaru FUJII3, Shigeru KYUWA1, Hiroomi AKASHI3, Yasuhiro 

YOSHIKAWA1 (1 Dept. Biomed. Sci, Univ. Tokyo, 2Virology1, NIID, 3Dept. Vet. 

Microbiol., Univ. Tokyo)  

 

 

 近年翼手目（コウモリ）は、エボラ出血熱ウイルス、SARS コロナウイルス、ニパウイル

ス等を始めとする様々な動物由来感染症の自然宿主として、公衆衛生上注目を集めている。

本実験では、コウモリとウイルスとの関係を探るための基礎研究として、コウモリの抗ウ

イルス免疫に関する各種サイトカイン (IL -2,IL -4,IL -6,IL -10,IL -12p40, TNF -α)をコード

する cDNA の塩基配列の決定およびその配列から予測されるアミノ酸配列を他動物におけ

る相同分子と比較した。それぞれのサイトカインは動物種間で高い相同性を示し、アミノ

酸配列において予測されるサイトカインの立体構造に関連するシステインの位置、および

サイトカインの機能にとって重要である N-結合型グリコシル化部位も動物種間でよく保存

されていることから、コウモリにおいてもこれらのサイトカインは他の動物同様の機能を

有していることが示唆された。また、これらの塩基配列の確定によってこれまで不可能で

あった Real-time RT -PCR によるコウモリのサイトカインの定量的解析が可能となり、コ

ウモリの免疫系と感染症との相互作用に関する研究の進展が期待される。 

 

 

P-27 飼育アカウミガメ Caretta caretta の真菌感染症  

Case report of mycotic infection of captive loggerhead tur tle (Caretta caretta)  

 

 

○篠田理恵１・飯間裕子２・増田 修３・豊崎浩司４・高鳥浩介５・岡本 実１・浅川満

彦１ 

（１酪農大・獣医、２釧路市動物園、３姫路市立水族館、４日和佐うみがめ博物館カレッ

タ、５NPO 法人カビ相談センター）  

○Rie SHINODA １, Yuko IIMA ２, Osamu MASUDA ３, Koji TOYOZAKI ４, Kosuke 

TAKATORI ５, Minoru OKAMOTO １, Mituhiko ASAKAWA １ (１Vet.Univ.Rakuno, ２

Kushiro City Zoo, ３Municipal Aquarium in Himeji, ４Hiwasa Sea Turtle Museum, ５

Center for Fungal Consultation)  

 

 

 2008 年 2 月、姫路市立水族館と日和佐うみがめ博物館カレッタで飼育されていたアカウ

ミガメ Caretta caretta 亜成体および幼体の各 3、計 6 個体が急死した。亜成体 1 例の肉眼

所見では肺炎像が得られ、ほかの亜成体も含め、全例で諸臓器の病理組織所見で真菌病巣



が確認された。幼体では全例で皮膚に広範囲の白色病変が認められ、表在性および深在性

真菌皮膚炎と中心部凝固壊死巣を含む多発性壊死性肉芽腫病変の所見を得た。また、肺や

肝臓では真菌感染による凝固壊死層が認められ、真菌性血栓による塞栓症が認められた。

幼体 1 例では抗酸菌結節も認められた。しかし、消化管は漿膜・粘膜ともに、全例で病変

は認められず、真菌感染が経口的なものではなく、皮膚創傷部からの感染が疑われた。そ

こで、皮膚肉芽腫病変部および飼育されていた水槽水を材料に真菌検査を実施したところ、

Rhodotorula rubra 、Monascus rubrum 、Paecilomyces lilacinus 、Penicillium chrysogenus 、

Penicillium sp. および Monoverticillata sp. が得られた。それらのうち、R. rubra と P. 

lilacinus は脊椎動物全般に高病原性を示す可能性が示唆されている真菌で、今回、後者が

皮膚病変から得られたことから本症起因病原体である可能性は高いと考えられた。日本の

飼育施設におけるウミガメ類の真菌症に関する情報は極めて尐なく、貴重な症例報告とな

った。 

 

P-28 小笠原諸島父島における外来種グリーンアノールの Salmonella 保菌状況および薬

剤耐性 

Salmonella Oranienburg from the green anole, an invasive alien species, i n Chichi -jima, 

Ogasawara Islands, and its drug resistance  

 

 

○炭山大輔・林田生野・高橋みずき・佐々木絵美・後藤和郎（日大・生物資源）・滝口正明・

高橋裕二・三谷奈保（自然環境研）・村田浩一（日大・生物資源） 

○Daisuke SUMIYAMA, Ikuno HAYASHIDA, Mizuki TAKAHASHI, Emi SASAKI, 

Kazuo GOTO (Sch. Bio. Sci., Univ. Nihon), Masaaki TAKIGUC HI, Yuji TAKAFUJI, 

Naho MITANI (JWRC), Koichi MURATA (Sch. Bio. Sci., Univ. Nihon)   

 

 

【背景と目的】グリーンアノール（Anolis carolinensis ）は、北米单東部を原産地とするが、

外来種としてグアム、ハワイ諸島、日本などにも分布している。国内では、小笠原諸島の

父島と母島で著しく増殖し生態系攪乱要因となっており、侵略的外来生物に指定されてい

る。我々は、2007 年と 2008 年の調査で父島個体の 39.1%（36／92）が Salmonella 

Oranienburg に感染していることを報告した（三橋ら、2008）。外来種が保有する病原微生

物の環境保全上もしくは公衆衛生上のリスクを評価するため、Salmonella 保菌状況と薬剤

耐性を調べた。  

【材料と方法】2007 年から 2009 年の 3 年間、小笠原諸島父島内各所で捕獲したグリーン

アノールのクロアカスワブ 141 検体と冷凍保存個体の腸内容 18 検体、ノヤギ（Capra hircus ）

の糞便 16 検体、オガサワラオオコウモリ（Pteropus pselaphon ）の糞便 1 検体および公衆



トイレ 8 か所からの拭き取り試料 38 検体を供試した。前培養と増菌培養後に選択培地で培

養した後、分離株の生化学性状を確認し菌種同定した。分離株については 12 種の抗生剤を

選択し、Kirby -Bauer 法で薬剤感受性試験を行った。 

【結果と考察】グリーンアノールの 35.8%（57/159）、ノヤギ糞便の 12.5%（2/16）、オガ

サワラオオコウモリ糞便の 100%（1/1）、公衆トイレ拭き取り試料の 10%（1/10）から

Salmonella が分離された。2009 年のグリーンアノール試料における採取地別陽性率は、大

神山公園が 19.6%、中山峠が 5.4%、宮の浜が 3.6%、時雤ダムが 10.7%であった。ノヤギ

糞便に関しては、中山峠の 1 検体、時雤ダムの 1 検体から分離された。調査地間の陽性率

の差は有意でなかった（P＞0.05）。3 年間に分離された Salmonella 30 株のうち、13 株が

オキシテトラサイクリン耐性であり、17 株がテトラサイクリンに対し中間性を示した。グ

リーンアノールが保有する薬剤耐性の Salmonella は、ヒト生活環境から“Spill -Over”し

たものであると考えられ、今後，島嶼環境へ“Spill -Back”し新たな生態系撹乱要因になる

可能性がある。本研究は、日本大学学術助成、文部科学省ハイテク・リサーチ・センター

整備事業および学術フロンティア推進事業の援助を受けた。 

 

 

 

P-29 北海道の畜産農場に出没する野生動物におけるサルモネラ菌保有実態調査 

Survey of Salmonella enterica in wildlife in farms at Hokkaido  

 

 

○藤井 啓・尾上貞雄・仙名和浩（北海道立畜産試験場） 

○Kei FUJII, Sadao ONOE, Kazuhiro SENN A (Hokkaido Animal Research Center)  

 

 

 畜産農場には様々な野生動物が生息もしくは出入りしており，これらの野生動物が家畜

へのサルモネラ菌の感染源の一つとなっている可能性がある．そこで，感染源としてのリ

スクを検討するために，農場に出没する野生動物の保菌実態を調査した． 

 2009 年 1 月から 7 月にかけて北海道内 8 市町村の畜産農場敷地内（乳牛・肉牛）および

その周辺で捕獲もしくは拾得されたキタキツネ 4 頭、タヌキ 1 頭、アライグマ 18 頭、ドブ

ネズミ 3 頭、ハツカネズミ 15 頭、エゾアカネズミ 29 頭、エゾヤチネズミ 9 頭、ヒメネズ

ミ 2 頭、ハシブトガラス 2 羽、ハシボソガラス 78 羽、ドバト 4 羽、スズメ 2 羽の腸内容物

と脚からサルモネラ菌の分離を試みた．その結果、アライグマ 2 頭（11.1％）とハシボソガ

ラス 2 羽（2.5％）の腸内容物からサルモネラ菌が分離された．分離された菌の血清型は，

アライグマが Thompson，ハシボソガラスが Infantis であった． 

 いずれの血清型も，北海道内でウシからの分離が記録されている．畜舎および飼料庫に



はアライグマやカラスが容易に侵入できることから、これらの野生動物は家畜にとって感

染源となり得るだろう．また，今回分離された血清型はいずれも国内外で人の食中毒の原

因となっている型であり，公衆衛生の観点からも，身近な野生動物の保菌実態に注目して

おく必要があると考えられる． 

 

 

P-30 ゴマフアザラシ Phoca larga 新生仔のクロストリジウム性腸炎に合併した鼓腸症お

よび後天性臍ヘルニア 

Clostridial enteritis concurrent with flatulence and acquired umbilical hernia in a 

newborn pup of the spotted seal Phoca larga  

 

 

○岩尾 一(新潟市水族館)・小田史彦(ノブ動物病院)・田村広野（新潟市水族館） 

○Hajime IWAO(Niigata City Aquarium), Nobuhiko ODA(Nobu Animal Clinic), Hi rono 

TAMURA(Niigata City Aquarium)  

 

 2009 年 3 月 18 日に生まれたゴマフアザラシ新生仔が生後 2 日目(第 1 病日)の朝に, 黄褐

色水様下痢と嘔吐を示し, 衰弱に陥った. 下痢便のグラム染色で多数の Clostridium 様グラ

ム陽性大型桿菌を認め, レントゲンでは胃および大腸内のガス貯留像を得, Clostrdium 属

菌産生ガスによる鼓腸症と推定された. 一時, ショックをともなった危篤状態になったが, 

保温, 皮下補液, 浣腸, NSAIDs, ステロイド剤, 抗生剤による対処療法の結果, 同日, 夕方

までには元気回復した. 後日, 下痢便からは C. perfringens が分離された. 第 2 病日早朝, 

臍帯脱落部から, 腹壁まで達する直径約 5mm の穴が開き, 大網が 5cm ほど露出しているの

を発見し, 同日午後に吸入麻酔下で腹壁切開による臍ヘルニア整形術を施した. クロスト

リジウム症および術創は抗生剤(ABPC, MZ) と生菌剤の投与, 授乳制限で管理した. 抜糸は

第 10 病日に行い, クロストリジウム症治療は第 19 病日で終了した. クロストリジウム症治

療の評価には, 便のグラム染色と頻回のレントゲン検査が有効であった. 動物のクロスト

リジウム症は急性の致死的経過をたどり, 死後判明することが多いが, 本症例は生前診断

がつき, 治療に成功した稀な例と思われる. 臍ヘルニアの発症原因には, 鼓腸症での腹圧増

加による臍帯脱落部の脆弱化も一因として考えられた. 

 

 

P-31 ケープハイラックス（Procavia capensis）に認められた多発性線維肉腫の 1 例 

A case of multiple fibrosarcoma in a Cape Hyrax （Procavia capensis） 

 

 



○野田亜矢子・野之上範之・渡辺 仁・单 心司（広島市安佐動物公園） 

○Ayako NODA, Noriyuki NONOUE, Hitoshi WATANABE, Shinji MINAMI(Hiroshima 

City Asa Zoological Park)  

 

 

 ケープハイラックス（Procavia capensis）は解剖学的に興味深い特徴を有する小型の草

食獣で，広島市安佐動物公園では約 40 頭ほどの群れを飼育している。過去 450 頭あまりの

飼育歴の中で，腫瘍の発生はほとんど認められていないが，今回，右眼瞼下部と左耳介に

線維肉腫の発生が認められた症例があったので報告する。症例は 9 才，オスのケープハイ

ラックスで，2009 年 2 月に腫瘤を発見し 2 月 15 日に右眼瞼下部の腫瘤の切除術を行った。

腫瘤は限界が明瞭で，その割面は白色であった。腫瘤のスタンプ標本では，紡錘形のやや

異型性をもった細胞が散見された。これらはその後の病理組織学的検査により線維肉腫と

診断された。また，5 月 30 日には左耳介の腫瘤を同様に切除した。この腫瘤も限界明瞭で

白色を呈していた。スタンプ標本では眼瞼の腫瘤と同様に紡錘形の腫瘍細胞が認められ，

病理組織学的検査により線維肉腫と診断された。いずれも紡錘形の線維芽細胞様の腫瘍細

胞が増生しており，細胞の異型性や浸潤傾向が見られたことから線維肉腫と診断したが，

臨床上は肉眼的には限界も明瞭で，切除困難ではなかった。また，摘出手術において部位

的にマージンを十分にとることができなかったが，現在に至るまで再発は認めていない。

当園での飼育経験では，ほとんど腫瘍の発生を認めておらず，希尐な症例であると思われ

た。 

 

P-32 ツチガエルの精液凍結保存 

Cryopreservation of the Japane se frog Rana rugosa 

 

 

○尾形光昭（横浜市繁殖センター）・大谷浩巳（広島大院・理・両生類研）・三浦郁夫（広

島大院・理・両生類研） 

○Mituaki OGATA (Preservation and Research Center, Yokohama), Hiromi OHTANI, 

Ikuo MIURA  (Ins. Amphibian Bio. Grad. Sch. of Sci., Hiroshima Univ.)  

 

 

 日本列島のカエル類は種数が尐ないものの、その殆どが固有種である。しかし近年、生

息地の環境開発などにより生息域が減尐しており、その保護対策が急務とされる。そこで

本研究では、カエル類の保全策の一環として、カエル類の精液の凍結保存を試みた。研究

対象として、日本列島内に広く分布するツチガエル(Rana rugosa)を用い、同種精液の凍結

保存における凍害防止剤と凍結保存液の組成を検討した。凍害防止剤の検討にはジメチル



スルホキシド(DMSO)とグリセリンを用い、両者を添加した 1/10 倍両生類リンゲル液にお

ける精子活性を比較した。その結果、グリセリン添加では精子活性が全くなくなる一方、

DMSO については添加の有無で精液活性に殆ど影響がなかった。このことからツチガエル

の精液保存の凍害防止剤としては DMSO が有効であることが示された。さらに、最適

DMSO 濃度について 2%～6％の範囲で比較した。その結果、５％以上では精子活性がなく

なることから２～4％が適していることが明らかとなった。一方、凍結保存液について、蒸

留水、両生類リンゲル液（等倍および 1/10 倍）、0.1M グルコース溶液を比較した。精液に

各溶液と DMSO 液（最終濃度 4％）を添加し、液体窒素中に 1 日間保存した後に解凍し、

精子活性を測定した。その結果、各溶液ともに精子活性が非常に低下していたが、両生類

リンゲル液（等倍）ではわずかながら精子活性が保たれていた。この結果から、凍結保存

液としては両生類リンゲル液（等倍）が適していることが示唆された。 

 

 

P-33 ４種のヘビ類における精子の収集、性状分析および液状保存 

Sperm collection, evaluation and liquid preservation in four common snakes  

(Elaph e quadrivirgata, E. climacophora, Gloydius blomhoffii and Rhabdophis tigrinus)  

 

 

○太田貴樹 1・鳥羽通久 2・三保尚志 2・川上博司 3・楠 比呂志 1 (1 神戸大院・農、2 日本

蛇族学術研究所、3 吉川爬虫類研究所) 

○Takaki OHTA1 ・Michihisa TORIBA2 ・Hisashi MIHO2 ・Hiroshi KAWAKAMI3 ・Hiroshi 

KUSUNOKI1 (1Grad.School Agri., Kobe Univ ., 2Jap.Snake Inst., 3YRRC)  

 

 

 日本産のシマヘビ、アオダイショウ、ニホンマムシおよびヤマカガシの 4 種のヘビをモ

デル動物として、生体および死体からの精子の収集を試みるとともに得られた精子の性状

を検査した。またその一部を液状保存し、性状の経時的な変化を観察した。生体からの精

液採取は、経皮または経直腸電気射精法と腹部圧搾法を試み、後二者の方法で精液が採取

できた。死体からの精子回収は基本的に低温下で死後 0~48 時間経過した死体を用いて行わ

れた。灌流法と細切法および精管直接圧搾法を試み、後二者の方法によって精子が回収で

きた。精子の収集の可否や性状は時期の影響を受けやすかった。また、常温下で尐なくと

も 12 時間近く保管された死体からは運動性のない精子しか回収されなかった。液状保存実

験では、保存温度は常温よりも低温のほうが好ましかった。ただしニホンマムシでは、保

存 8 日目に運動性の附活化が生じ、その後急激に性状は低下したが、生存率は 10 日以上も

維持された。なお本研究では、生死判定にニグロシン・エオジン染色法を用いたが、ヘビ

精子では尾部のエオジン染色性で判定するのが妥当であると考えられた。 



 

P-34 エトピリカ Fratercula cirrhata の雌雄判別 

Sex identification in Tufted Puffin Fratercula cirrhata  

 

 

平 治隆（ふくしま海洋科学館）・○岩田惠理（いわき明星大生命環境） 

Harutaka Taira (Aquamarine Fukushima), ○Eri Iwata (Dep. Envi. Sci., Iwaki Meisei 

Univ.)  

 

 

 DNA 解析を用いた性判別法は、外観から雌雄を判別することが困難な鳥類の性判別や、

性的二型がまだ明らかでない幼鳥時に性判別が必要になった場合において、非常に有効な

手段である。ペンギン類においては、性染色体上に存在する CHD（chromo-helicase-DNA 

binding protein ）遺伝子の一部を PCR 法により増幅し、RFLP （制限酵素断片長多型）法

を用いた性判別法が確立され、実用に供されている（中澤ら、2001）。 

 本研究では、ペンギン類同様に外観からの性判別が困難なエトピリカ Fratercula 

cirrhata の羽毛から DNA を抽出し、CHD 遺伝子を増幅することによって性判別を試みた。

まず、ペンギン類で用いられているのと同じ部位での増幅を試みたところ、配列決定はで

きたものの増幅効率が不安定で再現性に乏しかったため、同じ CHD 遺伝子の他の部位

（Fridolfson, 1999 ）の増幅を試みた。この部位は Z 染色体と W 染色体でイントロンの長

さが異なることが知られており、エトピリカにおいてもメスでは 2 本、オスでは 1 本のバ

ンドを検出することでき、PCR 法のみを用いて簡便に雌雄判別を行うことが可能であった。 

 

 

P-35 北方系コアラにおける雌雄の行動量変化と性ステロイドホルモンの関係について 

Relationship between behavioral activity and sex steroid hormones in female and male 

koalas 

 

 

伊東英樹・内藤仁美・橋川 央（名古屋市東山動物園）・土井 守・○楠田哲士（岐阜大・

応用生物） 

Hideki ITO, Hitomi NAITO, Hisashi HASHIKAWA (Nagoya Higashiyama Zoo), Osa mu 

Doi,  

○Satoshi KUSUDA, (Fac. Appl. Biol. Sci., Gifu Univ.)  

 

 



 東山動物園における北方系コアラの行動量は、雌では発情に伴い増加し、雄では冬から

春にかけて増加することが日常の観察から経験的に分かっていたが、これまでに詳細な行

動調査の報告例はほとんどない。そこで、雌雄の行動量を解析し、性ホルモン動態との関

連性を調査した。2003 年から約 4 年間、5 頭の雌と 1 頭の雄について地上への降下回数、

地上移動時間（樹から降りて地面を歩き回る行動）と採食時間を調べ、雄では発声回数に

ついても集計した。また、1 週間間隔で採糞し、糞中性ホルモン含量を測定した。雌では、

発情期全 38 例で、非発情期に比べ夜間の地上移動時間が増加し、また日中の移動時間も 32

例で増加した。採食時間は全例で減尐した。これらの変化を指標に雌雄を同居させた結果、

同居 23 例中 14 例で交尾に至った。交尾後には雌の地上移動時間が明らかに減尐し、糞中

プロジェステロン含量の上昇がみられた。一方、雄の行動量と糞中アンドロステンジオン

（AD）値の変化はほぼ一致し、1～7 月頃に比較的高く、8～11 月に低値を示す周年変化が

みられた。以上のことから、地上移動行動の増加と採食行動の減尐が北方系雌コアラの発

情兆候であることが確認でき、交尾に伴うこれら変化の消失は排卵による生理的変化を反

映したものと考えられた。また、雄の行動や生理状態は、必ずしも個々の雌の発情に影響

を受けているわけではなく、主に年周期的に変化しているものと考えられた。 

 

 

P-36 飼育下キンシコウの繁殖生理と繁殖の季節性について 

Reproductive physiology and seasonality of golden monkey in captiv ity  

 

 

何 学貴・○鈴木晶子・楠田哲士・土井 守（岐阜大・応用生物）・高橋秀明・内藤仁美・

橋川 央（東山動物園） HE XUE GUI, ○Akiko SUZUKI, Satoshi KUSUDA, Osamu DOI 

(Gifu Univ.), Hideaki Takahashi, Hitomi NAITO, Hisashi HSASHIKAWA (Nagoya 

Higashiyama Zoo)  

 

 

 飼育下キンシコウの繁殖生理とその季節性を明らかにするため、性ステロイドホルモン

の動態を尿と糞を材料として非侵襲的に調査した。名古屋市東山動物園の雌 2 頭（HaoHao、

AiAi ）から、それぞれ尿（2001 年 8 月(約 3.4 歳)～2006 年 7 月）または糞（2008 年 5 月(約

13 歳)～現在）を定期的に採取し、酵素免疫測定法によりエストラジオール代謝物（E）と

プレグナンジオール・グルクロニド（PdG）を測定した。その結果、HaoHao で、約 5.1

歳から尿中 E と PdG に周期的な変動を認め、尿中 E 値の周期性から、27.5±6.4 日間の発

情周期を確認した。調査期間中に、2 頭で計 3 回の妊娠があり、妊娠中は尿中・糞中の PdG、

E 共に受胎後から上昇し、妊娠期間中高値を維持した。出産後は、尿中 E 値の再上昇を基

に 99 日および 143 日（共に、死産またはコドモが人工哺育）で発情回帰が確認された（3



例目の出産は自然哺育中で現在追跡調査中）。キンシコウにおける尿中または糞中 E および

PdG の測定は、春機発動、発情周期、妊娠および出産後の発情回帰時期を正確に捉えるの

に有用な方法であった。2 頭においてこれまでに 7 回の出産例があり、出産日から推定した

受胎月はすべて 10～1 月の間であった。これらの季節的偏りは、生息国中国の飼育施設に

おける報告とほぼ同様であったが、排泄物中ホルモン値の測定結果からは生理学的に周年

繁殖可能な状態が示された。 

 

 

P-37 Control Breeding によるボルネオオランウータンの繁殖成功例 

Successful Control Breeding of Bornean Orangutan  

 

 

○荒蒔祐輔 1・川上博司 2・島田幸宜 2・中根伸明 2・中谷隆二 2・浜 夏樹 2・楠 比呂志

1 

1 神戸大・院・農、2 神戸市立王子動物園 

○ Yusuke ARAMAKI1, Hiroshi KAWAKAMI2, Yukinobu SHIMADA2, Nobuaki 

NAKANE2, Ryuji NAKATANI2, Natsuki HAMA2, Hiroshi KUSUNOKI1 (1Grad. School 

Agri., Kobe Univ., 2Kobe Oji Zoo)  

 

 

 神戸市立王子動物園で、ボルネオオランウータン Pongo pygmaeus の雄の新規導入に伴

い、内分泌などの指標に基づいた Control Breeding を試みた。雌雄は常時別居飼育とし、

連日雌から採取した尿中の発情ホルモン(E2)および黄体ホルモン(P4)の量をエンザイムイ

ムノアッセイ法で測定して交配(排卵)日を決定した。また雌の発情行動を排卵日付近で確認

してこれらに基づいて同居を行い、07/12/30 から 08/8/7 までの期間に計 9 度の交尾が行わ

れた。8/7 の交尾以降、雌の E2 および P4 はともに濃度が上昇し続け、ヒト妊娠判定用の

hCG kit で陽性反応がみられた。その後 P4 は 09/3/10 にピークに達し、その 23 日後の 4/2

早朝に健康な雄の仔を一頭出産した。最終交尾が確認された生理周期内で他に雌雄の同居

を行った日がないため、妊娠期間は正確に 238 日と確定できた。本研究から、雌の尿中ホ

ルモン動態から本種の交尾・妊娠・出産といった繁殖過程の把握が十分に可能であり、こ

れに基づいて排卵時にのみ短期同居にすることで生来の生態に近い状態で Control 

Breeding を行えば、飼育上の負担もかなり軽減できると考えられた。 

 

P-38 齧歯目および食虫目精子の凍結保存 

Cryopreservation of Rodentia and Insectivora Sperm  

 



 

○中潟直己（熊本大学・CARD）・土屋公幸（株式会社応用生物） 

○ Naomi NAKAGATA (CARD, Kumamoto University), Kimiyuki TSUCHIYA 

(OOYO-SEIBUTSU INC.)  

 

 

【目的】近年、野生動物にも生殖工学技術が応用されつつあるが、小動物への積極的な取

り組みは、ほとんど成されていないのが現状である。そこで、本研究では世界の齧歯目お

よび食虫目に属する種の精子の凍結保存を試み、若干の知見が得られたので報告する。 

【材料および方法】トガリネズミ科およびネズミ科に属する約 30 種の雄を実験に供した。

精子の凍結保存は、凍結保存液（R18S3）中へ精子を懸濁した後、凍結保存用ストローに

精子懸濁液を充填し、液体窒素保管器内に静置することにより行った。精子の融解は 37℃

の温水中で行い、それら凍結融解精子の受精能力の検査は、融解した精子を幼若ラットの

透明帯除去卵子と媒精することにより行った。 

【結果】融解後の運動性：ほとんどの種において比較的良好であった（3～60％）。凍結精

子の受精能力：食虫目、キヌゲネズミ、ハタネズミおよびミラードヤワゲネズミに属する

種においては、精子のラット卵子への侵入はまったく認められなかったが、その他の種に

おいては、ラット卵子への精子の侵入あるいは前核の形成が認められた（57～100％）。 

 

 

P-39 Semen Quality and Preservation of A Male Giant Panda  

 

○ Hiroshi KUSUNOKI1, Natsuki HAMA2, Hideyasu KANEMITSU2, Ryoji 

UMEMOTO2, Ken -ichi YOSHIDA2, Hiroshi KAWAKAMI2, Yujiro OHY AMA2, Kensuke 

SAKAMOTO2, Huang YAN3, Wataru YOSHITAKE2 (1Faunal Diversity Sci, Grad 

School Agric, Kobe Univ, 2Kobe Oji Zoo, 3Wolong Gian t Panda Res Center)  

 

 

  Giant panda (Ailuropoda melanoleuca) is listed under the Category I (maximum 

level of conservati on) of the 1988 Wildlife Protection Law in People's Republic of China, 

and one of the most famous threatened and precious animals in the world. In this study,  

we collected sixteen electroejaculates from a male Giant Panda kept at the Kobe Oji Zoo, 

during t he period between ages 7.46 and 13.84 years old, and analyzed their 

characteristics. Rectal electroejaculation and semen analysis were done according to the 

methods described elsewhere (Kusunoki et al., 2006). Ejaculate volume and pH were 

2.6±0.3 (Mean±SEM ) ml and 7.3±0.1, respectively. And total sperm counts, viability, 



motility index and normal morphology were 2621±487 million, 77.5±3.0%, 57.6±6.7 and 

62.2±4.9%, respectively. These values were within the same range as those reported in 

other pandas (Platz  et al., 1983; Masui et al., 1989; Saito, 1993; Feng et al., 1998; 

Huang, 2001; Olson et al., 2003; Tsutsui et al., 2006). After analyzing, semens were 

preserved under the several conditions. And the results showed that sperm survival 

rates after thawing w ere better when they were frozen rapidly with low concentration of 

glycerol than slowly with high concentration, and sperm quality could be well sustained 

for a few days when they were stored at low temperature.  

 

P-40 糞中の性ステロイドホルモン代謝物を指標とした雌レッサーパンダの繁殖生理モニ

タリング 

Monitoring reproductive physiology by fecal steroid measurement in female Red pandas  

 

 

○足立 樹（岐阜大院・連合農学）・井上こころ・楠田哲士・土井 守（岐阜大・応用生物）・

下川優紀・高村里美（多摩動物公園）・濱田昌平（千葉市動物公園）・田村理恵・江村 綾

（よこはま動物園） 

○Itsuki ADACHI (Uni. Grad. Sch. Agr. Sci., Gifu Univ.), Kokoro INOUE, Satoshi 

KUSUDA, Osamu Doi (Fac. Appl. Biol. Sci., Gifu Univ.), Yuuki SHIMOKAWA, Satomi 

TAKAMURA (Tama Zoo), Masahira HAMADA (Chiba Zoo), Rie TAMURA, Aya EMURA 

(Yokohama Zoo) 

 

 国際血統登録に基づくレッサーパンダの世界の飼育頭数は、約 800 頭を超え（2007 年）、

このうち 3 分の 1 が日本で飼育されている。そのため、生息域外保全に果たす日本の役割

は大きい。本種の繁殖内分泌に関する報告例は僅かで、発情周期、排卵様式、着床遅延や

偽妊娠など未だ不明な点が多い。本研究では、その繁殖生理を明らかにするため、国内 4

施設のシセンレッサーパンダ雌 6 頭から糞を週 1～3 回採取し、エストラジオール-17β(E2)

とプロジェステロン(P4)抗体を用いた酵素免疫測定法により、糞中代謝物の定量を行った。

E2 代謝物含量は 1～4 月に上昇する傾向が認められ、発情兆候のみられる時期とほぼ一致

した。P4 代謝物含量は 2～3 月から上昇し始め、6～7 月頃まで高値を維持する傾向が認め

られた。この増加がみられた 8 例中、出産に至ったのは 3 例のみであった。P4 代謝物含量

の上昇期間は 130～157 日間と幅がみられた。以上の結果から、糞中 E2 および P4 代謝物

の測定により、レッサーパンダの繁殖期と黄体活動期をそれぞれ捉えることができるが、

P4 代謝物は出産していない場合にも妊娠時同様の変化が認められたことから、本法により

妊娠を判定することは困難であると思われた。 

 



 

P-41 糞中ステロイドホルモン測定による雌雄レッサーパンダの繁殖機能モニタリング 

Reproductive monitoring from fecal steroid hormones in Red Panda （Ailurus fulgens 

fulgens ） 

 

 

○藤田 淳１・橋本 渉３・釜谷大輔３・渡辺 元１,２・田谷一善１,２（１東京農工大学

獣医生 

理学研究室、２岐阜大学大学院連合獣医学研究科、３仙台市八木山動物園） 

○Jun FUJITA １，Wataru HASHIMOTO ３，Daisuke K AMATANI ３，Gen WATANABE

１,２，Kazuyoshi  

TAYA １,２（１Lab. Vet. Physiol., Tokyo Univ. Agri. Tech., １,２Fac. Vet. Sc., Grad. Sch. 

Gifu Univ., ３Sendai Yagiyama Zoological Park ） 

 

 

 レッサーパンダ（Ailurus fulgens fulgens ）は、ＩＵＣＮレッドリスト絶滅危惧・Ｂ類(Ｅ

Ｎ)に分類されており、各国の動物園において飼育下での繁殖が行われている。しかし、生

殖生理学的には、未解明の部分が多い。本研究では、糞を用いて非侵襲的に性ステロイド

ホルモンをモニターすることで、繁殖特性を明らかにすることを目的とした。 

 仙台市八木山動物園において飼育されている雌雄各１頭のレッサーパンダ（雄コンタ ５

歳、雌サクラ ５歳）から週３回採取した糞を、凍結乾燥後、８０％メタノール水溶液で溶

解した。上清中のエストラジオール‐１７β（Ｅ２）、プロジェステロン（Ｐ）、テストス

テロン（Ｔ）をＲＩＡ法にて測定した。観察期間中に交尾は認められなかった。Ｅ２濃度

は雄に比べて雌では明らかに高値を示し、周期的な増減が認められた。しかし、Ｐ濃度は

雌雄で差が認められなかったことから、排卵していないものと判断した。以上の結果から、

レッサーパンダの雌は、交尾排卵であろうと推定された。Ｔ濃度は、繁殖期と考えられて

いる１月に、雄が雌に比べて高値を示したが、その他の月では雌雄に差が認められなかっ

た。 

 

P-42 ユキヒョウ(Uncia uncia) における飼育方法の違いが発情行動に与える影響について 

Effect of housing conditions on reproductive behavio rs in captive snow leopards (Uncia 

uncia)  

 

 

○木下こづえ 1・稲田早香 1・浜 夏樹 2・関 和也 2・芦田雅尚 2・長谷川昌宏 2・楠 比

呂志 1 (1 神戸大・院・農、 2 神戸市立王子動物園) 



○Kozue KINOSHITA1, Sayaka INADA1, Natsuki HAMA2, Kazuya SEKI2, Masanao 

ASHIDA2,  

Masahiro HASEGAWA2, Hiroshi KUSUNOKI1 (1Grad. School Agri., Kob e Univ., 2Kobe 

Oji Zoo) 

 

 

 本種は卖独性の季節繁殖動物であるにもかかわらず、我が国の飼育動物園では、主に施

設面での制約のため雌雄を同居展示させている場合がある。そこで本研究では、神戸市立

王子動物園で飼育管理されている 1 ペアについて、通年同居、または繁殖季のみ同居を行

い、3 年間にわたって行動変化を詳細に調べたのでその結果を報告する。2006 年 6 月 1 日

からおよそ 1 年間は夜間以外、展示場にて雌雄を同居飼育した。2007 年 6 月 22 日からは、

発情行動が観られ始めた 1 月中旪頃までは別居飼育を行い、その後前年と同様の条件下で

2009 年の研究終了時まで同居飼育を行った。行動観察は週 2～7 回の割合で行い、朝、展

示場に個体を放飼した後、31 項目を連続記録法で 60 分間観察した。その結果、繁殖季のみ

同居飼育を行った 2007 年度のみ交尾が確認された。また、繁殖季のみ同居飼育を行った

2007 年度のほうが通年同居飼育を行った 2006 と 2008 年度よりも雌雄共通で頻度が有意に

高かった行動は、Locomotion 、Flehmen 、Prusten 、Rubbing 、Sniffing 、Approaching 、

Attacking 、Separating 、Social grooming、および Stretching であり、前 5 者は本種の雌

で発情行動 (Kinoshita et al., 2009) と言われるものであった。 

 

 

P-43 キツネの頚管粘液電気抵抗値を指標とした交配とその分娩率について 

The relationship of progress of cervical mucosa electrical resistance and the timing of 

breeding affect parturition rate on small hard of fox  

 

 

○谷津 實・佐藤光寛（蔵王キツネ村）・大澤健司・居在家義昭（岩大・農） 

○Minoru YATSU,  Mituhiro SATO （Zao kitune Mura ）,Takeshi OSAWA,  Yosiaki 

IZAIKE (Fac. Agri., Iwate Univ.)  

 

 

 キツネの飼育環境下における繁殖性については、発情の外部兆候が乏しく、授精適期の

判断が困難であるなど、その繁殖生態については不明な部分が多い。我々はキツネの飼育

条件下における安定的な繁殖性を得る目的で、頚管粘液電気抵抗値と交配時期が分娩率に

及ぼす影響について検討した。実験は 2008 年 1 月から 2009 年 3 月にかけて、延べ 20 頭

を用いて実施した。 



 頚管粘液電気抵抗値は犬用に開発された DRAMINSKI 排卵測定器を用い、繁殖シーズン

中、2～3 日ごとに計測した。交配は雌の許容状態を観察して、シーズン中に 1～２回、雌

雄を 1 時間程度同居させて、交配を確認した。分娩率は交配後約 54 日目の分娩によって計

測した。 

 電気抵抗値は発情期に一過性に増減が認められたが、その値は個体によりばらついてい

た。雌が雄を許容する時期は、電気抵抗値がピークから減尐期にかけてであった。20 頭中、

雌が雄を許容したのは 11 頭であった。この 11 頭はすべて妊娠し、1 頭あたり平均 5．3 頭、

総計 58 頭の子狐を出生した。以上の結果、子宮頚管粘液電気抵抗値の測定は、交配時期を

決定する上で、有益であることが示唆された。 

 

P-44 雌ゾウのプロラクチン分泌に関する研究 

Studies on prolactin secretion in female elephants  

 

 

○山本ゆき 1,2・成島悦雄 3・片柳雅之 3・浜 夏樹 4・関 和也 4・小宮輝之 5・橋崎文隆

5・横島雅一 5・椎名 修 6・毛利 靖 6・井上金治 7・望月明和 7・渡辺 元 1,2・田谷一

善 1,2 (1 岐阜大学大学院連合獣医学研究科、2 東京農工大学獣医生理学研究室、3 多摩動物

公園、4 神戸市立王子動物園、5 恩賜上野動物園、6 愛媛県立とべ動物園、7 埼玉大学理学

部生体制御学科) 

○Yuki YAMAMOTO1,2, Etsuo NARUSHIMA3, Masayuki KATAYANAGI3, Natsuki 

HAMA4, Ka zuya  

SEKI4, Teruyuki KOMIYA5, Fumitaka HASHIZAKI5, Masakazu YOKOSHIMA5, 

Osamu SHIINA6, Yasushi MOURI6, Kinji INOUE7, Akikazu MOCHIDUKI7, Gen 

WATANABE1,2 and Kazuyoshi TAYA1,2 (1Fac. Vet. Sc., Unit. Grad. Sch. Gifu 

Univ.,2Lab. Vet. Physiol., Tokyo Univ. Ag ri. Tech.,3Tama Zoological Park,4Kobe Ouji Zoo, 

5Ueno Zoological Gardens, 6Ehime Tobe Zoological Park, 7Dep. Regulation -Biology, Fac. 

Sci., Saitama Univ.)  

 

 プロラクチン（PRL）は、下垂体から分泌され、乳腺発達を促すホルモンとして知られ

ているが、生殖機能調節作用やストレスへの適用作用なども明らかとなってきている。本

研究では、雌ゾウの生殖生理学の解明を目的として、動物園で飼育されている雌アフリカ

ゾウ 4 頭と雌アジアゾウ 3 頭の各種生理的状態下における血中 PRL 濃度を測定した。発情

周期中の変化；アフリカゾウの血中 PRL 濃度は、卵胞期に高く黄体期に低い変化を示し、

エストラジオール 17β（E）と類似した周期性を示した。アジアゾウでは、１頭で血中 PRL

は卵胞期に低く黄体期に高い値を示し、プロジェステロンと類似の周期性を示した。卵巣

機能との関連；採血期間中に排卵の停止したアジアゾウで、停止以降の PRL 濃度の有意な



上昇が認められた。また、排卵が停止し、発達した乳房を持つアフリカゾウで、PRL 濃度

が高値を示した。妊娠中の変化；アフリカゾウ、アジアゾウともに、血中 PRL 濃度は妊娠

後半期に高値を示し、分娩後に基底値まで低下した。また、胎盤組織のホモジネートから

高濃度の PRL 様物質が検出され、免疫組織染色にても胎盤組織中に PRL 様物質が存在す

ることが確認された。以上の結果より、雌ゾウでは PRL が卵巣機能と関連すること、並び

に胎盤が妊娠期の PRL 分泌源であることが強く示唆された。発情周期中の PRL 分泌パタ

ーンがアフリカゾウとアジアゾウで異なる理由については、不明である。 

 

 

P-45 ウシバナトビエイに対する 2-phenoxyethanol 噴霧投与による鎮静・麻酔効果に関す

る検討 

A study of the effects of 2 -phenoxyethanol spray as a sedative and/or an anesthetic on 

cow-nosed ray (Rhinoptera javanica)  

 

 

○山本桂子・高橋亮太・小林利充（オキナワマリンリサーチセンター）・和田新平・畑井喜

司雄（日本獣医生命科学大学魚病学教室） 

○Keiko YAMAMOTO, Ryota TAKAHASHI, Toshimitsu KOBAYASHI (Okinawa Marine 

Research Center,, Shinpei WADA, Kishio HATAI (Laboratory of Fish Diseases, Nippon 

Veterinary and Life Science University)  

 

 

 昨年の報告で2-phenoxyethanol による浸漬麻酔はエイ類で有効であることが判明したが、

大型のエイに対し浸漬麻酔を使用することは、設備の規模および使用水量の点から困難と

思われる。そこで、本研究では高濃度の 2-phenoxyethanol を噴水孔より鰓に直接噴霧する

方法により、十分な鎮静・麻酔効果が得られるか否かについて検討した。 

 ウシバナトビエイ（Rhinoptera javanica ）計 11 尾に対し、600,800,1000 および 1200 ppm

となるよう濾過海水で希釈した 2-phenoxyethanol を、左右噴水孔内に噴霧した。手指の刺

激に対する抵抗性等を指標として鎮静・麻酔の状態を観察し、5 分ごとに呼吸数を計数した。 

 以上の結果から、噴霧による投与では 1200ppm で鎮静効果が得られ、運搬・体重測定・

採血等の簡卖な処置を行うことはできるが、長時間に及ぶ外科的処置を行うのは難しいと

考えられた。 

 

P-46 サメ類における水温差による抗菌剤血中濃度動態の比較 

The comparison of antibiotics pharmacokinetics in blood on two water temperature zone 

in sharks  



 

 

柳澤牧央・○濱崎育恵・若井万里子（沖縄美ら海水族館） 

Makio YANAGISAWA, ○ Ikue HAMASAKI, Mariko WAKAI (Okinawa Churaumi 

Aquarium)  

 

 

 環境温度により薬物の吸収排泄速度の異なるサメ類の適正薬物投与量の資料を得るため、

2 つの水温帯で、抗菌剤マルボフロキサシン(MBFX) の血中濃度動態を比較した。 

 供試個体はイヌザメ Chiloscyllium  punctatum （体重 4.8kg-5.4kg）であった。供試薬

剤は MBFX （商品名：ゼナキル、ファイザー）を用い、経口投与で実施した。 

 試験方法は、・水温 22℃、MBFX5mg/kg 、採血数は 144 時間で 10 回（n=2）、・水温 22℃、

MBFX40mg/kg 、採血数は 264 時間で 11 回（n=2）、・水温 26℃、MBFX5mg/kg 、採血数

は 72 時間で 10 回（n=1）であった。得られた血液は遠心後血清を回収し、高速液体クロ

マトグラフィーにて、MBFX 血中濃度を測定した。 

 結果、・最高血中濃度到達時間（Tmax ）は 24h、最高血中濃度（Cmax）は 0.61μg/ml、

半減期（T1/2）は 57.83h、・Tmax は 48h、Cmax は 4.68μg/ml、T1/2 は 73.22h、・Tmax

は 24h、Cmax は 1.55μg/ml であった。 

 イヌザメは水温 22℃と 26℃では、22℃において、吸収排泄が遅かった。イヌの投与基準

量では、いずれの水温でもイヌと同等の血中濃度が得られず、22℃では 8 倍量の投与が必

要であった。 

 

 

P-47 水生動物におけるセフォベシンナトリウム血中濃度動態 

Plasma concentration of Cefovecin sodium in aquatic animals  

 

 

○柳澤牧央（沖縄美ら海水族館）・五十嵐一雄（神戸ライフサイエンス分析センター） 

○Makio YANAGISAWA （Okinawa Churaumi Aquarium ）、Kazuo IGARASHI （Kobe Life 

Science） 

 

 

 セフォベシンナトリウム（CFV）は、イヌ及びネコ用セファロスポリン系抗生剤で、投

与後 14 日間感受性菌に対して有効な血中・組織内濃度が持続する。水族館飼育動物に対し

ても、長期間の有効血中濃度が維持できるか確認するため、血中濃度動態試験を実施した。 

 供試動物は、ミナミバンドウイルカ（n=2）、タイマイ（n=3）、イヌザメ（n=3）であっ



た。供試薬剤は、CFV（コンベニア注、ファイザー（株））で、投与量は 8mg/kg、静脈内

に投与した。採血は、投与直前、1、24、72、120、168、336 時間後に実施し、遠心（3,000

回転/分、20 分）後、血漿を得た。血漿は、高速液体クロマトグラフィー/ダイオードアレイ

法にて、血漿中 CFV 濃度を測定した。 

 ミナミバンドウイルカは、最高血中濃度到達時間（Tmax ）が 1 時間、最高血中濃度（Cmax）

が 14.99μg/ml 、半減期（t1/2）が 37.97 時間であった。タイマイは、Tmax が 1 時間、Cmax

が 47.44μg/ml、t1/2 が 25.71 時間であった。イヌザメは、Tmax が 1 時間、Cmax が 64.16

μg/ml、t1/2 が 10.59347 時間であった。薬物有効濃度維持時間は、ミナミバンドウイルカ

で 1~3 日、タイマイで 5 日、イヌザメで 1~2 日であると考えられた。試験を実施した水生

動物は、イヌ及びネコと比較し CFV 有効血中濃度持続は短期間であった。 

 

 

P-48 日本沿岸にストランディングした鯨類の病理学的調査概要 -2008.1.1～12.31- 

A summary of pathological examinations on cetaceans stranded along the coasts of 

Japan in 2008  

 

 

○田島木綿子・真柄真実（国立科博）・谷田部明子（東京海洋大学）・石川 創（（財） 日

鯨研）・山田 格（国立科博） 

○Yuko TAJIMA, Manami MAKARA (Natl. Mus. Nat. Sci.), Akiko YATABE (Tokyo Univ. 

Mar. S ci. Tec.), Hajime ISHIKAWA (Inst. Cet. Res.) and Tadasu K. YAMADA (Natl. Mus. 

Nat. Sci.)  

 

 

 日本沿岸に漂着する海棲哺乳類について、国立科学博物館では各地の協力者とともに体

制的な調査を継続している。今回はその中から 2008 年に実施した病理学的調査概要を報告

する。この調査により漂着個体の死因解明ならびに生前の健康状態評価を目指している。

2008 年日本沿岸での漂着・迷入・混獲の記録は 481 件（鯨類；463 件 491 頭，鰭脚類；18

件 18 頭であり、同期間中に病理解剖を実施した個体は 31 例（ヒゲクジラ類 1 例，ハクジ

ラ類 30 例）であった。新鮮個体は 12 例（39％）、死亡原因が特定できたのは 11 例（35％）

であった。病理学的に死因を特定した症例は化膿性肺炎 4 例および寄生虫性肉芽腫性肺炎 2

例であった。この他に、漁網内での発見、外的要因による頭骨破損、切断面が鋭利な尾柄

部や尾ビレ先端の欠損、未消化な餌生物を含む豊富な胃内容物などの所見が得られた個体

は、混獲・事故の可能性が示唆され、同期間では 5 例を経験した。偶発病変としては 1 例

に子宮筋腫を認めた。化膿性肺炎のうち２例の肺からは Klebsiella pneumoniae が検出さ

れ、もう 1 例では，血管腫症（Angiomatosis Turnbull B.S. and Cowan D.F., 1999 ）が観



察された。2 例の寄生虫性肺炎では、肺実質から気道内にかけて線虫（Halocercus 属）虫

体が多数認められ、石灰化した寄生虫結節も観察された。2008 年は病理学的に死因を特定

できた症例は、全て日和見感染症に属する症例であったが、その背景となる要因の有無に

ついては今後も検討を重ねる必要がある。 

 

 

P-49 小型鯨類の心電図基準値の樹立に関する研究 

The normal electrocardiographic parameters in small cetaceans  

 

 

○須藤寿延 1)・鯉江 洋 1)・鈴木美和 1)・柳澤牧央 2)・植田啓一 2)・平子 健 2)・鈴木 遥

2)・内田詮三 2)（1)日本大学・生物資源，2)沖縄美ら海水族館） 

○Toshinobu SUDOU1), Hiroshi KOIE1), Miwa SUZUKI1), Makio YANAGISAWA2), 

Keiichi UEDA2 ), Takeshi HIRAKO2), Haruka SUZUKI2), Senzou UCHIDA2) （1)Biores., 

Univ. Nihon, 2)Okinawa Churaumi Aquarium ） 

 

 

 小型鯨類は水中での生活に特化しているため、その生理学的特徴は他の哺乳類とは異な

っている。今回我々は小型鯨類の生理学機能研究のひとつとして心電図検査を行った。 

 沖縄美ら海水族館で飼育展示されている小型鯨類 6 種(ミナミバンドウイルカ、バンドウ

イルカ、カマイルカ、シワハイルカ、交雑イルカ、オキゴンドウ)、計 16 頭(平均年齢 23.1

才)に A-B 誘導にて心電図検査を行い、鯨種ごとに各波形の振幅、持続時間、間隔について

平均値を算出した。すべての鯨種において陰性の QRS 波形が記録された。鯨種間差異の検

討は例数の多いミナミバンドウイルカとオキゴンドウにおいて実施し、S 波振幅と平均電気

軸において有意な差異が認められた。これは体の大きさの違い、心臓の形態、心臓の解剖

学的な傾きが関与しているものと考えられた。今回得られた結果は小型鯨類における心電

図参考基準値として適用できるものと思われるが、鯨種別の基準値の確立には、さらなる

データの蓄積と、鯨類の心臓の解剖学的・組織学的解析が必要と思われる。 

 

 

P-50 シャチの妊娠中における性腺刺激ホルモンとステロイドホルモン分泌に関する研究 

Studies on secretion of gonadotropins and steroid hormones of captive killer whales 

(Orcinus orca) during pregnancy  

 

 

○角田 満 1・上田陽子 1・勝俣悦子 2・金野征記 2・佐伯宏美 2・渡辺 元 1,3・田谷一善



1,3（1 東京農工大・農・獣医生理 2 鴨川シーワールド 3 岐阜大・院・連合獣医） 

○Mitsuru TSUNODA1, Yoko UEDA1, Etsuko KATSUMATA2, Seiki KONNO2, 2Hiromi 

SAEKI2, Gen WATANABE1,3, Kazuyoshi TAYA1,3 （1Lab. Vet. Physiol., Tokyo. Univ. 

Agri. Tech, 2Kamogawa S ea World, 3Unit. Grad. Sch., Gifu Univ. ） 

 

 

 雌シャチの生殖生理学を明らかにする一環として、鴨川シーワールドで飼育されている

２頭の雌シャチ(マギー、ステラ)の妊娠中の血中黄体形成ホルモン(LH) 、卵胞刺激ホルモン

(FSH) およびプロジェステロン(P)濃度を測定した。また、正常に分娩された胎盤中のホル

モン含有量を測定すると共に、免疫組織化学によりインヒビンサブユニットとステロイド

生合成酵素の局在を調べた。２頭の雌シャチで５回(マギー２回、ステラ３回)の妊娠中の血

中 LH 、FSH、P 濃度を一週間間隔で測定した結果、LH と FSH は、妊娠全期間を通して

低値を維持し、分娩後に上昇した。一方、P は妊娠全期間を通して 10～30ng/ml の高値を

維持し、また分娩後に速やかに低下した。胎盤中 P 含有量は、高値を示した。また、胎盤

中にインヒビンα鎖、βB 鎖、Aromatase 、17α-hydroxylase の局在が認められた。 

以上の結果から、シャチの妊娠中には、胎盤が P を大量に分泌して妊娠を維持すると共に

下垂体からの LH と FSH の分泌を抑制することにより卵胞発育を調節しているものと推察

された。 

 

 

P-51 小型鯨類の真菌感染症における薬剤感受性試験の有用性 

Utility of test for chemical sensitivity in small cetacean fungal infection  

 

 

植田啓一・○鈴木 遥･柳澤牧央･宮原弘和･内田詮三(沖縄美ら海水族館) 

Keiichi UEDA, ○Haruka SUZUKI, Makio YANAGISAWA, Hirokazu MIYAHARA, 

Senzou UCHIDA  (Okinawa Churaumi Aquariu m) 

  

 飼育鯨類で真菌感染症を疑った症例に酵母真菌薬剤感受性キット(ASTY･極東)を用いて

薬剤選択･投与を行ったので報告する。 

 薬剤感受性試験は飼育鯨類 5 個体 7 症例 12 検体で行い、罹患個体から分離した真菌を、

キット使用方法に準じて実施した。結果、薬剤に対する感受性は、アムホテリシンで

0.5MIC ･8 例、1MIC ･4 例、フルシトシンで 0.125MIC ･8 例、0.25MIC ･4 例、フルコナゾ

ールで 0.25MIC ･1 例、0.5MIC ･5 例、1MIC ･4 例、2MIC ･1 例、＞64MIC ･1 例、ミコナゾ

ールで 0.06MIC ･1 例、0.25MIC ･3 例、0.5MIC ･1 例、1MIC ･3 例、2MIC ･4 例、ミカファ

ンギンで 0.03MIC ･2 例、0.06MIC ･5 例、0.125MIC ･4 例、0.25MIC ･1 例、イトラコナゾ



ールで、0.06MIC ･1 例、0.125MIC ･3 例、0.25MIC ･3 例、0.5MIC ･2 例、1MIC ･1 例、＞

8MIC ･2 例であった。ボリコナゾールは 12 症例中 10 症例で実施し、0.015MIC ･1 例、

0.03MIC ･2 例、0.06MIC ･3 例、0.125MIC ･3 例、＞8MIC ･1 例であった。得られた結果か

ら感受性の高い薬剤を投与し、平均 14 日で有効な治療効果が得られた。キットの手技は簡

便であり、真菌同定の有無に関わらず、感受性に併せた薬剤の選択が迅速に実施でき、鯨

類臨床において、有用であった。 

 

P-52 シャチにおける全身性真菌症の１例 

Disseminated mycosis in a killer whale (Orcinus orca)  

 

 

〇河内岳史・酒井洋樹・福士秀人・柳井徳磨（岐阜大学）・芝原友幸（動衛研）・白水 博

（太地町立くじらの博物館）・柿添裕香（名古屋港水族館）・加納 塁（日本大学） 

〇Takesi Kawati, Hiroki Sakai, Hideto Fukushi, Tokuma Yanai (Gifu University), Hirosi 

Sirouzu (Taiji Whale Museum), Yuka Kakizoe (Port of Nagoya Public Aquarium), Rui 

Kano (Nihon University)  

 

 

 シャチはハクジラの一種で水中を最も早く泳ぐ哺乳動物である。その生態や社会性は次

第に明らかにされているが，感染症を含めた疾病については不明な点が多い。今回，シャ

チの 1 例に全身性真菌症が認められたので報告する。 

症例：雌の成獣，推定 18 歳。2008 年 7 月 23 日突然に食欲廃絶。8 月 18 日抗ヘルペス抗

体の上昇確認。皮膚に水泡。8 月 22 日 WBC34,000。8 月 23 日抗ヘルペス剤（バルトレッ

クス）投与。９月 5 日真菌症も疑いトラネキサム酸と抗生剤を投与。9 月 19 日死亡。剖検

では，全身の筋肉に３～５cm 大不定形の多発性淡褐色病巣，全身リンパ節の腫大，左右心

室の拡張および心筋の変性，肝臓腫張，脾腫，第二胃の憩室形成，肺の膿瘍形成が認めら

れた。組織学的には，皮下・筋の多発性の肉芽腫内に変性した円形～卵円形の真菌壁が異

物巨細胞内，あるいは細胞外に多数認められた。心臓では多発性心筋炎および菌塞栓症を

伴う多発性梗塞巣が認められた。肺では空洞形成を伴うアスペルギ性肺炎が認められた。

免疫組織学的には，心臓，筋肉内の播種性肉芽腫では接合菌，肺ではアスペルギルに陽性

菌体が認められた。直接的な死因は，播種性真菌症，心筋壊死に伴う心不全と考えられた。 

 

 

P-53 日本沿岸で発見されたストランディング海棲哺乳類における藻類毒素汚染状況の予

備調査 

The preliminary analysis on the exposure of domoic acid to stranded marine mammals 



in Japan  

 

 

○宮地一樹（麻布大学・獣医）・田島木綿子・真柄真実（国立科博）・大谷伸代・太田光明

（麻布大学・獣医）・山田 格（国立科博） 

○ Kazuki MIYAJI (Vet. Med., Azabu Univ.), Yuko TAJIMA, Manami MAKARA (Nat. 

Mus. Natl. Sci.), Mitsuaki OHTA, Nobuyo OHTANI (Vet. Med., Azabu Univ.), Tadasu K. 

YAMADA (Nat. Mus. Natl. Sci.)  

 

 

 太平洋に面する米国のカリフォルニア州沿岸では、1998 年にカリフォルニアアシカ

（Zalophus californianus ）の大量死および大量救護が報告された(Scholin et al., Nature, 

2000)。死亡個体の体内からはドウモイ酸と呼ばれる藻類毒素の一種が検出され、海馬領域

にはドウモイ酸による空胞変性が確認された。さらに、ストランディング海棲哺乳類から

は、サキシトキシンやブレビトキシンといった藻類毒素も検出されている。一方、日本を

含む太平洋西部の諸国では海棲哺乳類に関する藻類毒の影響については予備調査すら行わ

れていない。そこで本調査では、日本沿岸にストランディングしたハクジラ 15 例、鰭脚類

1 例の血液からドウモイ酸検出を試みた。解析にはまず競合 ELISA kit (Biosense, Norway)

を用いたが、現在までにドウモイ酸は検出されなかった。今後はサキシトキシンやブレビ

トキシンの解析も追加するとともに、高速液体クロマトグラフィー（HPLC ）あるいは液体

クロマトグラフタンデム型質量分析計（LC/MS/MS ）といったアッセイ系を含む調査体制

の確立を進めながら、海棲哺乳類に対する藻類毒の影響評価を継続していきたい。 

 

 

P-54 江ノ島の鯨類で認めた菌血症 

Bacteremia of Cetaceans observed in Enoshima  

 

 

○寺沢文男・戸倉 徹・大下 勲（新江ノ島水族館）・新井敏郎（日本獣医生命科学大） 

○Fumio TERASAWA, Tohru TOKURA, Isao OHSHITA (Enoshima Aquarium), Toshiro 

ARAI (Nippon Veterinary and Life Science University)  

 

 飼育下鯨類の臨床において、菌血症は時々見られることであるが、敗血症に移行すると

致死率は高い。そこで今回、江ノ島水族館マリンランドおよび新江ノ島水族館で、治療時

に認められた菌血症前後での、血液性状、体温および全身症状などの変化を調べた。 

 1991 年 8 月～2009 年 7 月までに、バンドウイルカ 13 頭、カマイルカ 3 頭、オキゴンド



ウ 1 頭、スナメリ 1 頭、ハナゴンドウ 1 頭で、合計 57 回血液細菌培養を実施した。 

 その内、菌血症は、10 頭 17 回で合計 18 細菌を分離した。最も出現頻度が多かったのは、

コアグラーゼ陰性ブドウ球菌（CNS）7 回、次いで、Erysipelothrix rhusiopathiae 2 回だ

った。Corynebacterium sp. 、Vibrio sp. 、Vibrio alginolyticus 、Pseudomonas sp.、

Acinetobacter sp. 、Peptostrptococcus sp.、Streptococcus sp.、Staphylococcus aureus 、C

群溶血性レンサ球菌は、それぞれ 1 回分離された。 

 菌血症の多くでは、フィブリノーゲン増加、総蛋白およびα2 分画増加、GOT 増加など

を示した。加えて、治癒個体では白血球数が増加し、死亡した 2 個体では白血球数が激減

した。CNS の 3 例では血液性状の明らかな変化を認めなかった。また、ほとんどでの症例

で、微熱、摂餌不良あるいは食欲廃絶が見られた。併せて、剖検時に分離された細菌およ

びその個体の生前の血液性状の分析も進める予定である。 

 

 

P-55 小型鯨類における hANP,  BNP の有用性に関する研究 

Study of clinical usefulness of hANP and BNP for small cetaceans  

 

 

○鯉江 洋 1・桑野 涼 2・柳澤牧央 3・植田啓一 3・伊藤琢也 1 

(1)日本大学・生物資源, 2 大分マリーンパレス・うみたまご，3 沖縄美ら海水族館) 

○Hiroshi KOIE1,  Ryo KUWANO2, Makio YANAGISAWA3, Keiichi UEDA3, Takuya 

ITOU1,  

(1Biores., Univ. Nihon ，2Oita Marin Palace, 3Okinawa Churaumi Aquarium)  

 

 小型鯨類の循環器に関する研究は現在までのところほとんど行われていない。今回、我々

はヒトの循環器疾患の予後判定に使用される心臓内分泌検査を小型鯨類に実施し有用性の

検討を行った。沖縄美ら海水族館で飼育展示されている小型鯨類 8 頭（ミナミバンドウイ

ルカ、バンドウイルカ、カマイルカ、交雑イルカ、オキゴンドウ）ならびに大分マリーン

パレスで飼育展示されているバンドウイルカ 4 頭の尾鰭から採血を行った。採取した血液

は凍結保存後、ヒトの検査センターにて hANP,BNP,NT -proBNP の測定を行った。 

 hANP の平均値は 10.1 pg/dl 、BNP はほとんどの個体が限界値(4.0 pg/ml) 以下、

NT-proBNP はすべての個体が限界値(6.0 pg/ml) 以下を示した。全 8 例のうち、採血時に暴

れた 1 個体の hANP 値のみ高値(29.7 pg/ml) を示したことから、ヒト検査センターでの

hANP の測定は可能であり、循環器疾患を疑う小型鯨類は血液学的に心疾患の有無を判定

することが可能であることが示唆された。 

 

 



P-56 神奈川県三浦半島におけるアライグマ（Procyon lotor ）の体重の成長と季節変動  

Growth pattern and seasonal changes of body weights of raccoons (Procyon lotor) in 

Miura Peninsula, Kanagawa  

○加藤卓也・鄭 和美・和田康佑・濱本健三・宇野太基・羽山伸一（日獣大・野生動物教

育研究機構） 

○Takuya KATO, Kazumi TEI, Kosuke WADA, Kenzo HAMAMOTO, Taiki UNO, 

Shin -ichi HAYAMA (Center for Wildlife Conservation and Management, Nippon 

Veterinary and Life Science University)  

 

 

 神奈川県では、外来生物アライグマ（Procyon lotor ）の対策モニタリングのために捕獲

時期、性別、体重を調べ、体重から成獣の判別が試みられているが、神奈川県の個体で体

重が年齢区分の指標となるか調査されていない。そこで、本研究では神奈川県のアライグ

マの年齢区分ごとの体重の違いや季節変動について明らかにすることを目的とした。 

 2005 年 3 月から 2008 年 3 月までに神奈川県三浦半島で捕獲されたうち 534 頭の個体を

対象とした。性別判定、外部計測（体重、全長、尾長など）を行い、年齢区分のために頭

蓋骨を採材した。すべての個体について Montgomery（1964）、Grau ら（1970）、Junge and 

Hoffmeister （1980）の手法を組み合わせて・：5 ヶ月齢未満、・：5 ヶ月齢以上 12 ヶ月齢

未満、・：12 ヶ月齢以上 18 ヶ月齢未満、・：18 ヶ月齢以上 24 ヶ月齢未満、・：24 ヶ月齢以

上の 5 つに区分した。 

性・年齢ごとの体重を比較したところ、メスでは・と・の年齢区分との間に有意差がみら

れないことがわかった。神奈川県では 12 ヶ月齢以上のメスは繁殖可能であり（Kato et al., 

In press ）、体重のみで成獣を区分するのは難しいと考えられた。12 ヶ月齢で区切って体重

と頭胴長について回帰分析を行ったところ、12 ヶ月齢未満の個体（n=302, r=0.81 p<0.01 ）、

12 ヶ月齢以上の個体（n=232, r=0.47, p<0.01 ）ともに相関がみられた。12 ヶ月齢以上の個

体でばらつきが大きかったので、季節的な体重変化の解析が必要と考えられた。12 ヶ月齢

以上の個体について 1-3 月、4-6 月、7-9 月、10-12 月の 4 期に分けて体重の平均値を比較

したところ、4-6 月に低下し 10-12 月に増加していることがわかった（n=302, F=8.72, 

p<0.01）。 

 

 

P-57 和歌山県田辺市におけるアライグマ (Procyon lotor) の個体群解析 

Analysis of population dynamics in raccoons (Procyon lotor) captured in Tanabe City, 

Wakayama Prefecture  

 

 



○森元萌弥１・淺野 玄１・鈴木和男２・鈴木正嗣１ (1 岐阜大学・獣医・野生動物医学、

２田辺市ふるさと自然公園センター) 

○Tomoya MORIMOTO1, Makoto ASANO1, Kazuo SUZUKI2, Masatsugu SUZUKI1 (1 

Lab. Zoo and Wildlife Medicine, Gifu Univ. ，2 Hikiiwa Park Center, Tanabe City)  

 

 

【目的】アライグマの効率的な防除実施計画には年齢構成や繁殖率などの個体群指標の分

析が必要である。本研究では和歌山県田辺市で捕獲されたアライグマの個体群動態の解明

を試みたので報告する。 

【材料と方法】2003 年 4 月から 2007 年 3 月に有害捕獲(N=576)、狩猟(N=8)、交通事故死

(N=3)によって回収されたアライグマ 587 頭（雌 240 頭，雄 347 頭）を用いた。犬歯のセ

メント質年輪法によって 4/1 を出生日と仮定して年齢査定を行った。さらに、本地域の妊娠

率や産子数などの雌の繁殖指標（尾形ら，2007）を参考に生命表作成や個体群の増加予測

を行った。 

【結果と考察】齢構成は雌で 0 歳：112 頭、1 歳：71 頭、2 歳以上：57 頭、雄では 0 歳：

174 頭、1 歳：133 頭、2 歳以上：40 頭であった。2 歳以上では雌雄比に有意差は認められ

なかったが、0 歳では雌：雄＝1：1.55、1 歳では 1：1.87 と有意に雄の比率が高かった。

妊娠個体における胎児(N=16)の性比に差は認められなかったことから、0 歳と１歳におけ

る罠での捕獲されやすさは雌雄で異なることが示された。今後はさらに分析を進め、生命

表の作成や個体群の推移についての考察を行う予定である。 

 

P-58 横浜市において有害捕獲されたメスハクビシン（Paguma larvata ）の繁殖生態につ

いて 

Reproduction in captured masked palm civets ( Paguma larvata) in Yokohama  

 

 

○鄭 和美・濱本健三・加藤卓也・羽山伸一（日獣大・野生動物教育研究機構） 

○Kazumi TEI, Kenzo HAMAMOTO, Takuya KATO, Sin -ichi HAYAMA （Center for 

Wildlife Conservation and Management, Nippon Veterinary and Life Science Univ. ）  

 

 

 近年、日本ではハクビシン（Paguma larvata ）による被害が多発し、有害捕獲が増加し

ている。しかし、ハクビシンの研究はあまり行われておらず、繁殖生態の知見は尐ない。

そこで、本研究ではメス個体の繁殖状況を知るために、2007 年 4 月から 2009 年 3 月に神

奈川県横浜市で有害捕獲により捕獲されたハクビシン 163 頭を用いて出産期やメス個体の

妊娠率について研究した。捕獲個体は中西・羽山ら（1996）の方法に従い、歯の萌出度合



から月齢を推定し、・（6 ケ月齢未満）、・（6 ケ月齢前後）、・（6 ケ月齢以上 10 ケ月齢未満）、・

（10 ケ月齢以上 12 ケ月齢未満）、・（12 ケ月齢以上 17 ケ月齢未満）、・（17 ケ月齢以上）の

発育段階に区分した。出産期は・の個体の出生月から推定した。妊娠率は・と・の 69 個体

について妊娠の有無、胎盤痕の有無を用いて推定した。 

 捕獲されたハクビシンは・と・の個体の割合が大きく、各々35.6%、33.1%であった。ハ

クビシンの出産期は通年において観察され、その中でも 7 月から 11 月にかけてピークが見

られた。メス個体の妊娠率については、12 ケ月齢未満（・＋・＋・＋・）の個体では 0.0%、・

は 53.3%（n=15）、・は 44.4%（n=54）、12 ケ月齢以上（・＋・）の個体では 46.4%であっ

た。 

 

 

P-59 4 種類のワナ餌によるマングースの捕獲結果の比較 

Comparison of CPUE of the mongoose using four kinds of bait  

 

 

柳田悠江 1・○小倉 剛 1・藤田耕作 1・中田勝士 2・石橋 治 1・平野昂規 1・狩谷晃司 1

（1 琉球大学農学部，2 環境省やんばる野生生物保護センター） 

Hisae YANAGIDA1, ○Go OGURA1, Kousaku FUJITA1, Katsushi NAKATA2, Osamu 

ISHIBASHI1,  Koki HIRANO1 and Kouji KARIYA1 (1Faculty of Agriculture, University 

of the Ryukyus, 2Yambaru Wildlife Center, Ministry of the Environment)  

 

 

 沖縄島のジャワマングース駆除事業で使われているワナ餌（ブタの塩漬け）よりも優れ

たワナ餌をみつける目的で、飼育下のマングースに対して誘引効果の高かったワナ餌であ

る、ブタの塩漬け、ゆで卵、ツナ缶詰、子猫用粉ミルクを用いて、沖縄島中单部において

マングースの捕獲（1,500 Trap Day ）を行い、餌ごとの卖位努力量あたりの捕獲数（CPUE ）

を比較した。その結果、CPUE はツナ缶詰が 10.40、豚肉塩漬けが 9.07、鶏卵 5.87、子猫

用ミルクが 5.33 であった。ツナ缶詰は、豚肉塩漬けと同等以上にマングースを捕獲できる

ワナ餌として利用できると考えられた。現時点でできることは、ブタの塩漬けで捕獲され

ない個体をツナ缶詰で捕獲できる可能性があるので、例えば、ブタの塩漬けとツナ缶詰を

１ヶ月おきに交互に使用して嗜好性の異なる個体の捕獲をめざす、といったことである。

このように基本となる数種類のワナ餌を確保し、基本餌を一定期間ごとに変更する、ある

いは全てを混ぜて使用する、といった対応が必要である。（これらの研究開発の大部分は、

環境省の平成 18-20 年度環境技術開発等推進費によって実施した。） 

 

 



P-60 ツシマヤマネコ（Pri onailurus bengalensis euptilurus ）保護のための重点地域にお

けるイエネコ対策 

The measures of controling domestic cat in the prioritized area for conservation of 

Tsushima leopard cat  

 

 

○越田雄史 1・山本英恵 1・羽山伸一 1,2・蔵内勇夫 3（1NPO 法人どうぶつたちの病院, 2

日本獣医生命科学大学獣医学部、九州地区獣医師会連合会ヤマネコ保護協議会 3） 

○Yushi KOSHI DA1, Hanae YAMAMOTO1, Shin -ichi HAYAMA1,2, Isao KORAUCHI3 

(1CAW Trust, 2School of Veterinary Medicine, NVLU, 3Wildcat Conservation 

Conference, Kyushu Veterinary Union)  

  

 ツシマヤマネコは国内で最も絶滅が危惧される哺乳類の一種である。これまでにイエネ

コ由来と考えられる FIV/FeLV に感染したツシマヤマネコが合計 5 頭確認され、イエネコ

の存在は大きな脅威である。 

 2006 年、「ツシマヤマネコ PHVA ワークショップ」において FIV 感染高リスク地域が示

されている。それを受け対馬地区ネコ適正飼養推進連絡協議会は、上県町佐護、上対馬町

舟志などの 5 地区を重点対策地域とし、イエネコの個体数の把握・個体登録・疫学調査・

不妊化手術等の対策を実施している。 

約 3 年間にわたる活動からイエネコの生息頭数、FIV/FeLV への感染率が把握されてきた。

舟志では、全ての飼いネコの個体登録と FIV 陽性ネコの把握に成功した。佐護では 90%以

上の飼いネコの個体登録と不妊化を終え、現在は飼い主のいないネコ対策を進めている。 

 これまでの活動から明かになった成果と課題を整理した。今後はこれらの課題解決のた

め、各方面に対馬でのツシマヤマネコとイエネコの関係と問題点、それに対する活動を報

告し、迅速かつ適切な対策に努める必要がある。 

 

 

P-61 （社）東京都獣医師会による小笠原諸島から島外搬出されたイエネコの馴化について 

Taming in feral cats from Bonin Island by Tokyo Veterinary Medical Association  

 

 

○中西せつ子（NPO 法人どうぶつたちの病院）・羽山伸一（東京都獣医師会野生動物対策

委員会） 

○Setsuko NAKANISHI (Conservation and Animal Welfare Trust), Shin -ichi HAYAMA 

(Wild Animal Committee, Tokyo Veterinary Medical Association)  

 



 

 小笠原諸島では、アカガシラカラスバトなどの希尐野生動物が野生化したイエネコによ

る捕食などの影響で絶滅に瀕している。小笠原ネコに関する連絡会議（環境省小笠原自然

保護官事務所、小笠原総合事務所国有林課、東京都小笠原支庁、小笠原村、小笠原村教育

委員会、NPO 小笠原自然文化研究所）は、海鳥の繁殖地である母島单崎とアカガシラカラ

スバトの繁殖地である父島東平などで野生化したイエネコを捕獲・島外搬出し、（社）東京

都獣医師会はこのネコを引き取り、協力病院において人と暮らせるネコとして馴化し、新

しい飼い主に譲渡するという野生動物保護活動を行っている。 

 2005 年 6 月から 2008 年 2 月までに捕獲・島外搬出されたネコ 36 頭について、引き受け

病院に対し、ネコの受け入れ時の状態、馴化に要した期間、馴化の方法、病院スタッフの

意識の変化などのアンケート調査を行った。受け入れ時には全頭が攻撃的であったが、31

頭は最長で 3 カ月以内に人と暮らせるネコになった。全頭に対して FIV 、FeLV 検査を行い、

3 頭が FIV 陽性。FeLV については全頭が陰性であった。また、追跡のできた 35 頭のうち

8 頭が、2008 年 7 月までに動物病院スタッフやその家族を含む一般家庭に譲渡された。 

 

 

P-62 暖冬によって分布域を拡大する富山県産イノシシの個体群の現状と胃内容分析 

Population status and stomach contents of wild boars (Sus scrofa) which are enlarging 

their distribution in Toyama Prefecture with warm winter  

 

 

○安田 暁・横畑泰志（富山大院・理工・生物圏環境科学） 

○Akira YASUDA, Yasushi YOKOHATA （Environ. Biol. Chem., Grad. Sch. Sci. Eng., 

Univ. Toyama） 

 

 

 富山県を含む北陸の多くの地域のイノシシ Sus scrofa は、多雪と狩猟圧の相乗的効果に

よって、明治から大正期に絶滅したとされてきたが、現在は降雪量の減尐などによって分

布が拡大し増加している。2007 年 9 月～2008 年 2 月および 2008 年 10 月～2009 年 2 月に

富山県内 5 市町で捕殺された 104 頭のイノシシの齢構成、繁殖状況および胃内容物を調査

した。下顎永久歯の萌出状況などにより齢を推定したところ、雌雄ともに 2008 年度冬期（12

～1 月）の齢構成は 2007 年度よりも明瞭に若齢化しており、捕獲の効果などによるものと

考えられた。若齢雌（19～20 ヵ月齢）の妊娠や秋期の出産が確認され、個体数が今後も急

速に増加すると予想された。 

 18 頭の胃内容物を重量パーセント法によって分析したところ、最も多く検出されたのが

塊根類で、若齢（齢群 0-2）および高齢（齢群 3-5）個体の胃内容の平均 56.2％、43.5％を



占めていた。これについで地上茎が多く見られ、若齢の個体では堅果類が多く見られたが、

高齢の個体では堅果類は尐なく、逆に葉がやや多い傾向を示した。水稲などの農作物を食

べていたのは 2 頭のみであった。食性の幅を示す Simpson の多様度指数は 3.48 となり、ヨ

ーロッパの幾つかの地域の分析結果からの算出値より低かった。 

 

 

P-63 富山県産イノシシの下顎前臼歯欠失と蠕虫寄生状況 －地域個体群の履歴に関する検

討 

Premolar loss in mandibles and parasitic helminth infection of the wild boars in Toyama  

Prefecture －Examination on the history of local population  

 

 

寺口知子（富山大院・教育・理科）・山崎裕治・○横畑泰志（富山大院・理工） 

Tomoko TERAGUCHI （ Major Sci. Edu., Grad. Sch. Edu., Univ. Toyama ） , Yuji 

YAMAZAKI,  

○Yasushi YOKOHATA （Grad. Sch. Sci. Eng., Univ. Toyama ） 

 

 

 イノシシ Sus scrofa は富山県や石川県では明治～大正期に絶滅したとされていたが、近

年は急速に個体数が増加している。富山県産の個体は他県からの侵入によるものとされて

いたが、ミトコンドリア（Mt ）DNA に近隣地域にみられないハプロタイプ（J09）をもつ

ものが多く、県内かその付近に小規模な集団が存続していた可能性が高い（山崎、2008）。

本種には時おり下顎の第一前臼歯の欠失が見られるが、その欠失率を MtDNA ハプロタイ

プの異なる集団間で比較したところ、統計的に有意ではなかったが（J09 以外を合一、χ2

＝1.94）、J09 で最も高く、J09 集団で近親交配の進んだ時期があった可能性がある。 

 日本産のイノシシの内臓からは、吸虫、条虫、線虫、鉤頭虫類を含む様々な寄生蠕虫類

が報告されているが、今回の調査では内臓から 4 種の線虫（Ascaris suis 、Globocephalus 

samoensis、Metastrongylus elongatus 、M. salmi ）しか発見されなかった。小規模な島嶼

などに隔離された宿主個体群において、見出される寄生蠕虫類の種数が尐なくなることが、

様々な野生哺乳動物において知られている（横畑、2005）。富山県に現在見られるイノシシ

の一部が県内かその付近に隔離されていた小規模な個体群に由来するとすれば、その過程

でいくつかの寄生蠕虫が絶滅し、寄生蠕虫相の卖純化が起こった可能性がある。 

 

P-64 ニホンジカ（Cervus nippon ）用ライオン（Panthera leo ）排泄物由来忌避剤の大量

精製とその効果 

Large -scale purification and its effect of repellent derived from lion (Panthera leo) feces 



on shika deer (Cervus nippon)  

 

 

○西 千秋 1・大橋真吾 1・小藤田久義 1・出口善隆 1・斎藤岳季 2・辻本恒徳 3・瀬川典久

4・松原和衛 1（1 岩手大学・院・農、2JR 東日本テクニカルセンター、3 盛岡市動物公園、

4 岩手県立大・情報）  

○Chiaki NISHI1, Shingo OHASHI1, Hisayoshi KOFUJITA1, Yoshitaka DEGUCHI1, 

Takeki SAITO2, Tsunenori TSUJIMOTO3, Norihosa SEGAWA4, Kazuei 

MATSUBARA1 (1Graduate School of Agricultural Sciences, Iwate Universit y, 

2JR-EAST Tech. Center, 3Morioka Zoological park,  4 Faculty of Software and 

Information Sciences, Iwate Prefrctural University)  

 

 

【目的】当研究室では、ニホンジカ（以下シカ）と列車の衝突事故防止のために、ライオ

ンの排泄物から抽出した粗精製物質によるシカの忌避効果について研究してきた。その結

果、ライオン排泄物を溶媒で抽出した液体は危険率 0.1%以下でシカを有意に忌避させた。

さらに、その抽出物を HPLC に適用し、それぞれの画分をシカへ提示する生物試験を行っ

た。その結果、特に忌避効果の高い画分（Fr.2 ）が存在する事が明らかになった（特許申請

済）。そこで本研究では、Fr.2 を実際に鉄道沿線に散布するための大量精製を行い、粗精製

物の収量および、その効果について検討した。 

【材料および方法】精製方法は、すでに発表した方法（※）を一部改良して実施した。大

量精製は乾燥させたライオンの排泄物約 30kg 程度を原料とし、Lot.1 から Lot.6 までの計

6 回行い、回収率および忌避効果を比較した。 

【結果】乾燥原料 1kg 当りの抽出物収量は Lot.1 を 1.0 とすると、0.3 倍～0.8 倍であった。

抽出物を HPLC に適用して得られた抽出物当りの Fr.2 の収量は、44%から 54%であった。

Lot.1 から Lot.6 それぞれについて生物試験を実施した結果、危険率 0.1～1％で有意な忌避

効果が認められた。粗精製物収量に差が見られた要因として、原料自体に含まれている忌

避成分量の差が考えられた。（※）大橋真吾、松原和衛、出口善隆、小藤田久義． 2009. ラ

イオン（Panthera leo ）排泄物に対するニホンジカ（Cervus nippon ）の忌避現象．Aroma 

Research, 10: 50-53． 

 

 

P-65 肉食獣と草食獣の排泄物のニホンジカ（Cervus nippon ）に対する忌避効果 

Repellent effects of fecal odor of carn ivore and harbivore on sika deer (Cervus nippon)  

 

 



○大橋真吾 1・出口善隆 1・小藤田久義 1・西 千秋 1・瀬川典久 2・辻本恒徳 3・小松 守

4・松原和衛 1（1 岩手大院・連合農学,2 岩手県大・ソフトウェア情報,3 盛岡市動物公園,4

秋田市大森山動物園） 

Shingo OHASHI1,Yoshitaka DEGUCHI1, Hisayoshi KOFUJITA1 ,Chiaki NISHI1, 

Norihisa SEGAWA2, Tsunenori TSUJIMOTO 3, Mamoru KOMATSU4, Kazuei 

MATSUBARA1 (1Graduate School of Agricultural Sciences,Iwate University, 2Faculty 

of Software and Information Science, Iwate Prefrctural University, 3Morioka Zoological 

park, 4Akita Omoriyama Zoo)  

 

 

［目的］我々の以前の研究ではライオン(Panthera leo )の排泄物がニホンジカに対して忌避

効果を持つことを明らかにした(本学会第 13、14 回大会発表済)。しかし、ライオン以外の

肉食獣の臭いに対するシカ類の忌避も報告されている。そこで、本研究では他の草食獣や

肉食獣の排泄物のシカに対する忌避効果を検証した。 

［材料と方法］飼育されているシカ 6 頭を供試動物とした。ゾウ(Loxodonta africana) 、ヤ

ギ(Capra aegagrus hircus) 、アムールトラ(P. tigris altaica) 、ピューマ(P. concolor)の排泄

物を乾燥させた後、ジエチルエーテルで抽出した。希釈した各抽出物は、実験場の餌場へ

の 2 本の通路に限定した一方の通路に設置し、通過回数を VTR により計測した。左右の通

過回数はχ二乗検定で有意差を求めた。 

［結果および考察］ゾウの排泄物抽出液に有意な忌避効果は認められなかったため、草食

獣の排泄物には忌避するだけの効果はないものと思われる。一方アムールトラとピューマ

の排泄物は現在調製中であり、今後の試験によって、動物種差による忌避効果の違いが明

らかになると思われる。 

 

 

P-66 淡路島に生息するニホンジカ孤立個体群の質的評価 

Evaluation of reproductive status of sika deer in Awajishima, Hyogo Prefecture  

○齋田栄里奈（兵庫県森林動物研究センター）・森光由樹・横山真弓（兵庫県立大/森林動物

研究センター）   

○Erina SAITA1, Yoshiki MORIMITSU1,2, Mayumi YOKOYAMA1,2 (1Wildlife Manag. 

Res. Center, Hyogo, 2Univ. Hyogo ） 

 

 

 ニホンジカは高密度化や資源制限によって、妊娠率の低下や体格の小型化など個体群の

質的务化が発生することが知られている。孤立個体群では特にその影響が急激に発生する

可能性がある。兵庫県には島嶼的に孤立した淡路島地域個体群が生息し、近年、生息頭数



の高密度化が進行し下層植生の減尐・森林更新の阻害など生息環境の务化が認められてい

る。本研究では淡路島孤立個体群の健全性の指標となる繁殖状況と栄養状態（体重・後足

長・腎臓周囲脂肪量・胃内容物）について現状評価を実施することを目的とした。使用し

たサンプルは、2003、2004、2007 年度に学術捕獲および狩猟で捕獲された 75 個体である。

成獣妊娠率は 2007 年度が 67%であり、2003 年度（96%）、2004 年度(88%) と比較して減

尐傾向を示した。また、2007 年度に捕獲した 3 歳以上の個体の黄体遺残物を検索した結果、

2006 年度の成獣妊娠率は 92％であった。諭鶴羽山系の中でも高密度化が早くからおこった

西部においては、2007 年度の妊娠率が 59%と著しく低値を示した。さらにこの地域では 2

歳で連産できない個体が認められた。また、2003 年度と比較して採食物の低質化が認めら

れた。しかし、体格などについて年度間および妊娠・非妊娠個体間で有意差は認められず、

長期的な生息環境の悪化により体格の変化は現れていないが、妊娠率の低下や初回妊娠年

齢の上昇が発生し始めている可能性が示唆された。2003 年度から 2007 年度にかけて、淡

路島のシカ捕獲圧は 1.4 倍に上昇し、生息密度指標（目撃効率）は減尐傾向である。しかし、

長期的な生息環境の务化により、個体の繁殖パラメーターへの影響が表れてきていると判

断された。 

 

 

P-67 偶蹄類のマイクロサテライトマーカーを用いたニホンカモシカ（Capricornis crispus ）

の DNA 多型解析 

Characterization of polymorphic artiodactyl microsatellite markers in Japanese serow 

(Capricornis crispus)  

 

 

○西村貴志・山内貴義 1・出口善隆・青井俊樹・辻本恒徳 2・松原和衛（岩手大院・連合農

学、1 岩手県環境保健研究センター、2 盛岡市動物公園） 

○Takashi NISHIMU RA, Kiyoshi YAMAUCHI1, Yoshitaka DEGUCHI, Toshiki AOI, 

Tsunenori TSUJIMOTO2 and Kazuei MATSUBARA (The United Graduate School of 

Agricultural Sciences, Iwate University, 1Research Institute for Environmental 

Sciences and Public Health of Iwa te Prefecture, 2 Morioka Zoological Park)  

 

 

 ニホンカモシカの遺伝的情報の収集を目的に、盛岡市周辺を中心に岩手県内の 60 頭の滅

失個体から採取した体組織をサンプルとして、マイクロサテライトマーカーを用いた DNA

多型解析を実施した。マーカーは、近縁種のシロイワヤギ（Oreamnos americanus ）とオ

ナガゴーラル（Nemorhaedus caudatus ）で多型性に関する報告がある計 58 座位の偶蹄類

のマイクロサテライトを選択した。フェノール・クロロホルム法で抽出した DNA をもとに



PCR 増幅を行った。2％アガロースゲル電気泳動によって増幅性を試験するとともに、至適

な PCR 条件を決定した。電気泳動の結果、55 マーカーで増幅が可能であった。そのうち

21 マーカーでは特に増幅が良好であり、allele を確認するため蛍光標識プライマーを用い

た PCR と Genetic Analyzer （ABI ）による多型解析を実施した。その結果、18 マーカー

で多型性が認められたが、allele 数（ NA ）はわずか 2～10 の範囲に留まり、遺伝的多様性

が低下していることが推察された。ヘテロ接合率の平均は観測値 HO=0.50 、期待値

HE=0.57 であった。さらに、比較的 allele が多かった 8 マーカー（NA ≧4）による個体識

別を試みたところ、全ての個体を識別することが可能であった。また個体識別確率

P(ID)=7.41 ×10-7 であり、盛岡市周辺地域の個体群の個体識別に十分有用であることが示

唆された。 

 

 

P-68 全国の傷病鳥獣救護状況 

Situation of wildlife rescue in Japan  

 

 

○岡野 司（岐阜大・野生動物管理学研究センター）・淺野 玄・鈴木正嗣（岐阜大・院・

連合獣医） 

○Tsukasa OKAN O (Gifu Univ. Research Center for Wildlife Management), Makoto 

ASANO, Masatsugu SUZUKI (Uni. Grad. Sch. Vet. Sci., Gifu Univ.)  

 

 

 狭義の傷病鳥獣救護とは、人間活動などにより傷ついた野生動物の命を救い野生復帰さ

せることであるといえる。「鳥獣保護思想の普及啓発に資するため」として行われてきた傷

病鳥獣救護は、現在、傷病鳥獣を通した環境モニタリングなど個体の保護を超えたレベル

での公的効果も求められている。 

 一方、傷病鳥獣救護の現場では、野生復帰できない傷病鳥獣の永久飼育・安楽殺処分、

外来種や有害鳥獣の対応、野鳥ヒナの救護、鳥インフルエンザをはじめとした感染症対策

などの課題を抱えている。このような状況の中，より効果的に意義のある活動を行うため、

傷病鳥獣救護における課題の整理が必要である。 

 そこで、全国における傷病鳥獣救護状況の把握を行うため、全都道府県の傷病鳥獣救護

担当部署を対象にアンケート調査を行った。アンケート調査では、平成 18～20 年度の傷病

鳥獣救護状況、現在の傷病鳥獣救護体制、および予算等についての聞き取りを行った。ア

ンケートの回答率は、93.6％（44／47 都道府県：7 月 31 日現在）であった。今回は、その

調査結果について報告する。 

 



 

P-69 東京農工大学・野生動物研究会 リハビリケージプロジェクト(RCP)の活動報告 

Activity report of Wild -birds Rehabilitation Cage Project in Tokyo Univ. of Agri. and 

Tech. 

 

 

○綿貫宏史朗 1・岡崎祥子 1・永田絵美 1・勢川理紗 1・成島亜佐子 2・渡辺 元 1(1 東京農

工大・農・獣医、2 東京農工大・農・応用生物) 

○Koshiro WATANUKI1, Sachiko OKAZAKI1, Emi NAGATA1, Risa SEGAWA1, Asako 

NARUSHIMA2, Gen WATANABE1 (1Agri. Vet., Tokyo Univ. of Agri. and Tech., 2Agri. 

Applied Bio. Sci., Tokyo Univ. of Agri. and Tech.)  

 

 

 東京農工大学・リハビリケージプロジェクト（略称・RCP）は、学生サークル野生動物

研究会内に設置されたグループで、東京都の鳥獣保護事業との連携で、学生スタッフとし

て傷病鳥の野生復帰前のケア・健康管理・リハビリに取り組んでいる。 

 2008 年 4 月に結成し、東京農工大府中キャンパス内にあるプレハブ小屋を借り受け、NPO

法人自然環境アカデミーの協力の下「リハビリケージ」として改造し、同年 7 月より個体

の受け入れを開始した。収容個体第一号のアカアシカツオドリ（2008 年 7 月 21 日収容、8

月 5 日放鳥）以降、2009 年 7 月までの 1 年間で 27 種約 350 個体を受け入れ、順調に活動

を継続している。 

 また、傷病鳥のケアやリハビリのみならず、近隣の小中学校・地域に対する教育普及活

動にも積極的に学生が対応したり、他大学の関連団体と合同で勉強会や交流会を開催する

など、幅広く活動を実施している。学生による傷病鳥救護への関わり方の一例を提示すべ

く、活動の紹介を行なう。 

 

 

P-70 違法飼養されていた鳥類（押収鳥類）のリハビリと放野について 

Issues of rehabilitation and the release of birds  kept illegally  

 

 

野村 亮（NPO 法人自然環境アカデミー） 

Ryo NOMURA (Academy of Natural Environment)  

 

 

 東京都においては平成 15 年の鳥獣保護法改正以来、鳥類の違法飼養取り締まりが盛んに



行われており、違法飼養者から押収または任意提出され所有権を放棄された鳥類（以下、

押収鳥類）のうち多くが放野されている。 

 一方、押収鳥類は、いつどこで捕獲されたものであるか不明な個体が多いことから、い

つどこで放野すべきかは慎重に検討する必要があり、これには種、亜種の識別、それらの

国内での分布状況、放野地における季節ごとの鳥類相等を把握する必要がある。また、ど

のような飼養環境でどのくらいの期間飼養されていたかも不明であるため、リハビリには

当該個体の状態を把握した上で、状態に合わせてどの程度のリハビリを施すかの方針をた

てる必要があると考えられるが、押収鳥類のリハビリ、放野に関するガイドラインは整備

されていない。 

 東京都における押収鳥類の総数は明らかにされていないが、そのうちの一部は、ＮＰＯ

法人自然環境アカデミー（以下、アカデミー）が受け入れ、リハビリをおこなってきた。

平成 15 年 5 月から平成 21 年 3 月までの 6 年間にアカデミーが受け入れた押収鳥類は 2,251

羽であった。その内訳とそれらの予後を報告するとともに、押収鳥類のリハビリ・放野に

関する問題点、課題を整理する。 

 

P-71 再導入されたコウノトリ(Ciconia boyciana) の３羽の死亡事例と数羽の巣内で発生し

た異常事例 

Three cases (death) and some cases (disorder) in each nest, of the reintroduced Oriental 

White Stork (Ciconia boyciana)  

 

 

○三橋陽子・増井光子（兵庫県立コウノトリの郷公園） 

○Yoko MITSUHASHI, Mitsuko MASUI (Hyogo Prifectural Homeland of the Oriental 

White Stork)  

 

 

 コウノトリ(Ciconia boyciana) は、シベリア東部のアムール川流域の湿地帯を主な繁殖地

としている大型の肉食鳥類であり、現在世界で約 3,000 個体が生息しているとみられ、

IUCN （世界自然保護連合）のレッドリストでは、Endangered （近い将来に絶滅の危険性

の高いもの）に揚げられている。兵庫県豊岡市は、日本での野生コウノトリ最後の生息地

であり、人工飼育により増えた個体を野生に戻す再導入を行っている。 

 試験放鳥では、2005 年から 2008 年の間に自然放鳥 11 個体、段階的放鳥 12 個体を放鳥

しており、その中から７番が生じ、うち 5 番から雛が誕生して 17 羽が巣立ちまで至ってい

る。 

 繁殖に成功している一方で、事故等の問題も尐なからず生じており、感電や交通事故が

推測される事故死例が、現在まで３個体認められている。 



 また本年は、野外繁殖個体において、巣内においての事故や異常が認められ、それが原

因で死亡した個体も認められた。 

本発表では、これらの症例を紹介するとともに、原因等を分析し、今後の野生復帰事業に

反映していきたい。 

 

 

P-72 北海道における希尐猛禽類の感電事故 －傾向と対策－ 

Electrical accident of endangered raptors in Hokkaido, Japan －predispositions and 

measures－ 

 

 

○齊藤慶輔・渡辺有希子・酒井淳一（猛禽類医学研究所） 

○ Keisuke SAITO, Yukiko WATANABE, Junichi SAKAI （ Institute for Raptor 

Biomedicine Japan ） 

 

 

 近年、北海道では希尐猛禽類における傷病・死亡原因のうち感電事故が占める割合が高

くなっており、種の保護管理上大きな問題となっている。今回、1999 年から 2008 年まで

の 10 年間に道内で収容されたオオワシ、オジロワシ、クマタカ、シマフクロウの生体と死

体 395 個体のうち、感電と診断された 33 例について精査し、その傾向と対策について考察

した。感電事故の発生は 2004 年が 7 件と最も多く、年平均 3.3 件発生していた。感電によ

って死亡した希尐猛禽類は、オオワシ（19 羽、58％）が最も多く、次いでシマフクロウ（6

羽、18%）、オジロワシ（5 羽、15%）、クマタカ（3 羽、9%）の順となった。オオワシの傷

病・死亡原因のうち感電（19 例、11.4％）が占める割合は鉛中毒（65 例、39.2%）に次い

で高く、シマフクロウでも交通事故（12 例、23.1%）に次いで高い値となった（6 例、11.5%）。

感電事故が発生した電気設備としては、66kV の送電線が全体の 65%を占め最も多かったが、

配電線（15%）や 33kV・110kV・187kV の送電線においても記録されている。感電に至っ

た原因としては、鉄塔の腕金に留まろうとした際に電線に接近したり、対張型碍子列への

留まり時に両アークホーンと接触した事例の他、捻架柱直近の飛行や腕金上での脱糞に起

因するケース等も確認された。当所では電力会社の協力の下、危険箇所への接近を防ぐ器

具や安全な場所に誘導するための留まり木を、飼育個体を用いて開発している。 

 

 

P-73 アカガシラカラスバトの保全活動状況 

Conservati on activity status of Red -headed wood pigeons 

 



 

堀越和夫・○鈴木 創_（小笠原自然文化研） 

Kazuo HORIKOSHI, ○Hajime SUZUKI ＊(Institute of Boninology)  

 

 

 小笠原諸島固有亜種のアカガシラカラスバト Columba janthina nitens は推定生息数が

40-60 羽と言われるほど絶滅が危惧されている鳥類である。2008 年 1 月、父島において国

際自然保護連合（IUCN ）の野生生物保全繁殖専門家グループ（CBSG）が提供する手法を

用いて、地元住民、行政機関、飼育動物園、生態学者など約 120 名が集まり「アカガシラ

カラスバト保全計画作り国際ワークショップ」が開催された。地域社会作り、生息域内保

全、生息域外保全でそれぞれ策定された行動計画にもとづき、官民を含めた様々な保全活

動の取り組みが展開されており、 

その現状を紹介するものである。 

 

P-74 油汚染等の海洋生態系への影響評価技術の開発 

A system of technology of environmental assessment for the impact of an oil spill and 

other accidental pollution on a marine ecosystem  

 

 

○長 雄一・濱原和広（北海道環境研）・金子正美（酪農学園大学）・亀山 哲（国立環境研）・

濱田誠一・木戸和男（北海道地質研）・赤松里香・田中克佳（エンヴィジョン環境保全事務

所） 

○Yuichi OSA, Kazuhiro HAMAHARA (Hokkaido Insti. Envi. Sci.), Masami KANEKO 

(Rakuno Univ.), Satoshi KAMEYAMA (National Insti. Envi. Stud.), Sei'ichi HAMADA, 

Kazuo KIDOGUCHI (Geo. Sur. Hokkaido), Rika AKAMATSU, Katsuyoshi TANAKA 

(Envision Conser. Office)  

知床半島斜里町では、2006 年 2 月 27 日以降油汚染された海鳥類の死体が 5,000 個体以上

発見された。油の曝露源は、現在においても不明であり、再発の危険性も否定できないが、

海鳥類の海上分布の把握がなされてこなかったため、個体群あるいは生態系への影響評価

は困難である。このような状況を改善するため、従来の陸域 GIS（地理情報システム）に

海域情報を統合し、包括的な環境影響評価及びリスク管理手法の先行研究を行う。環境指

標として、まずは海鳥類及び油等の漂流物を選択し、北海道周辺海域を先行的な研究対象

とした。油等の漂流物に関しては投入型モニタリングブイ等により、リアルタイムに動態

把握を行い、海域・陸域生態系への影響評価を包括的に行う手法を開発した。海鳥類に関

しては、衛星画像解析、シミュレーション等の最新情報技術を用いて、簡便かつ有効な油

汚染等への影響評価システムを開発した。 



ショート・エクスカーションのご案内 

 

 大会実行委員会では、学生部会の企画集会に連携させて、後援団体の一つ、「きんたろう

倶楽部」様のご協力のもとに、下記のショート・エクスカーションを実施します。大会初

日の開催ですが、ご都合のつく方はできるだけご参加ください。 

 

 

「森（山）が変だぞ！」で始まった里山再生組織のきんたろう倶楽部 

                            きんたろう倶楽部事務局 

 

 

天然の森はそこに住むいきものにとって欠かせないものですが、またヒトにとっては「里

山」として集落や人里に接した一番身近な山裾を森として手を入れ継続しないと成り立た

ない場所でした。 そこは自給自足のための供給源であるのは当然ですが、林業など「業」

として考えていなかった森は、わが子の学資など必要なときのみ伐り出し換金できるいわ

ば箪笥貯金のようなものだったようです。 

運悪く？燃料革命と拡大造林が重なってしまい、それ以降は森の手入れが疎かになり規格

を重視する風習が木材輸入へと発展していきました。 

「里山」とは昔から呼ばれていませんでしたが、環境に関するテーマとしてマスコミでも

取り上げられるようになった平成 9 年前後から広く一般に「里山」という言葉が認知され

たとして、広辞苑が発行する第 5 版から掲載されるようになりました。 

里山とえば雑木林が一般的ですが富山県の場合、竹林の繁茂が異常といえるくらいになっ

ており 

それは呉羽丘陵も同様でした。 かつて茶畑やアカマツ林であった呉羽丘陵一帯も人の手

が入らなくなったときから竹が猛威を示すようになったのです。 

「きんたろう倶楽部」ではそのような竹林を整備し、有効活用を考えていこうと市民有志

が立ち上げ３年が過ぎました。 今回はその取り組みのひとつである竹チップのたい肥化

と里山再生としての森づくりの現場を見学して頂き、竹の伐採、運搬の労働なども体験し

て頂けたらと考えております。 

 

 

記．日時：9 月 3 日（木）13：00～15：00    

  集合場所：富山市ファミリーパーク正門前 

  集合場所付近の山道を歩くので、運動靴など歩きやすい足回りでお越しください。小

雤決行です。 


